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目次
c o n t e n t s

※受賞者の年齢は応募締め切り時点のものです
※作品は原則、原文のまま掲載し、専門用語もそのまま使っています
※表紙のキャラクターは、日本医師会公式キャラクター「日医君（にちいくん）」です

受 賞 者 一 覧
部門 賞 氏名 作品タイトル

フ
ォ
ト
部
門

一　般

厚生労働大臣賞 達下　才子 熱烈大好き
日本医師会賞 松政　亜美 ちからをあわせて！
読売新聞社賞 古賀　美奈 桜の木の下で
審査員特別賞 遠山　薫 歓びの舞
審査員特別賞 安野　文子 穏やかな日
入　選 石山　正昭 スズメのカップル
入　選 山口　元広 小さなお田植協力者

小中高生

文部科学大臣賞 石川　那奈 みんなでジャンプ！
優秀賞 福島　一誠 見つかっちゃった！
優秀賞 櫻井　みなみ いつまでもずっと
優秀賞 坂元　紀葵 鳩の巣づくり

エ
ッ
セ
ー
部
門

一　般

厚生労働大臣賞 松友　寛 命は続く
日本医師会賞 坂野　和歌子 天国からの贈り物
読売新聞社賞 西川　かつみ いずれの道
審査員特別賞 久保　紗佑実 よすが
審査員特別賞 矢野　富久味 余命宣告から三十年
入　選 新澤　唯 後悔がつなぐ明日
入　選 和田　つばさ 今、そこにあるありふれた奇跡

中高生

文部科学大臣賞 山崎　恵里菜 生命と私、それから皆
優秀賞 土井　倫太郎 僕は看護師の息子
優秀賞 福島　悠楽 言葉
優秀賞 奥田　杏 祖母の「ありがとう」が聞きたくて

小学生

文部科学大臣賞 諸根　さつき 大切な命
優秀賞 蛯原　丈翔 君がいてくれるから
優秀賞 青山　栞奈 わたしのこと
優秀賞 大重　明花里 ながいきしてね、おおばあば
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２
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目
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か
ら
）

●
フ
ォ
ト
部
門
審
査
員

　
　

俳
優

奈
緒
　
様

●
エ
ッ
セ
ー
部
門
審
査
員

　
　

俳
優

水
野
　
真
紀
　
様

●
エ
ッ
セ
ー
部
門　

小
学
生
の
部
優
秀
賞

青
山
　
栞
奈
　
様

●
エ
ッ
セ
ー
部
門　

中
高
生
の
部
優
秀
賞

奥
田
　
杏
　
様

●
エ
ッ
セ
ー
部
門　

中
高
生
の
部
優
秀
賞

福
島
　
悠
楽
　
様

●
エ
ッ
セ
ー
部
門　

中
高
生
の
部
優
秀
賞

土
井
　
倫
太
郎
　
様

●
エ
ッ
セ
ー
部
門　

読
売
新
聞
社
賞

西
川
　
か
つ
み
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門　

小
中
高
生
の
部
優
秀
賞

福
島
　
一
誠
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門　

小
中
高
生
の
部
優
秀
賞

櫻
井
　
み
な
み
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門　

小
中
高
生
の
部
優
秀
賞

坂
元
　
紀
葵
　
様

●
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険常

務
執
行
役
員

浅
野
　
收
二
　
様

３
列
目
（
右
か
ら
）

●
読
売
新
聞
東
京
本
社
医
療
部
長

鈴
木
　
雄
一

●
エ
ッ
セ
ー
部
門　

小
学
生
の
部
優
秀
賞

大
重
　
明
花
里
　
様

●
エ
ッ
セ
ー
部
門　

入
選

和
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つ
ば
さ
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●
エ
ッ
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部
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入
選

新
澤
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●
エ
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セ
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部
門　

審
査
員
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別
賞
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富
久
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●
エ
ッ
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ー
部
門　

審
査
員
特
別
賞

久
保
　
紗
佑
実
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門　

審
査
員
特
別
賞

安
野
　
文
子
　
様

●
読
売
新
聞
東
京
本
社
写
真
部
長

萱
津
　
節

１
列
目
（
右
か
ら
）
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エ
ッ
セ
ー
部
門
審
査
員

　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授
／
解
剖
学
者

養
老
　
孟
司
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門
審
査
員

　
　

日
本
写
真
家
協
会
会
長

熊
切
　
大
輔
　
様

●
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官

大
滝
　
一
登
　
様

●
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
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一
成
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部
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�
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の
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�
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高
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賞
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エ
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ー
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門　
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本
医
師
会
賞

坂
野
　
和
歌
子
　
様

●
エ
ッ
セ
ー
部
門　

厚
生
労
働
大
臣
賞

松
友
　
寛
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門　

厚
生
労
働
大
臣
賞

達
下
　
才
子
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門　

日
本
医
師
会
賞

松
政
　
亜
美
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門　

読
売
新
聞
社
賞

古
賀
　
美
奈
　
様

●
フ
ォ
ト
部
門

�

小
中
高
生
の
部
文
部
科
学
大
臣
賞

石
川
　
那
奈
　
様

●
日
本
医
師
会
常
任
理
事

黒
瀨
　
巌

●
読
売
新
聞
東
京
本
社

　
　

事
業
戦
略
セ
ン
タ
ー
長

長
井
　
大
地

※丸囲みの写真は、「小学生の部」最優秀賞・藤原　将眞　様
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［フォト部門］入賞作品

達
下 

才
子
（
67
歳
）　
岩
手
県

熱
烈
大
好
き

一
般
の
部

厚
生
労
働
大
臣
賞

松
政 

亜
美
（
35
歳
）　
大
阪
府

ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
！

一
般
の
部

日
本
医
師
会
賞

一
般
の
部

一
般
の
部

p.2

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.3

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社



3

遠
山 

薫
（
68
歳
）　
北
海
道

歓
び
の
舞

一
般
の
部

審
査
員
特
別
賞

古
賀 

美
奈
（
32
歳
）　
熊
本
県

桜
の
木
の
下
で

一
般
の
部

読
売
新
聞
社
賞

p.2

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.3

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社
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［フォト部門］入賞作品

安
野 

文
子
（
73
歳
）　
香
川
県

穏
や
か
な
日

一
般
の
部

審
査
員
特
別
賞

石
山 

正
昭
（
74
歳
）　
愛
媛
県

ス
ズ
メ
の
カ
ッ
プ
ル

一
般
の
部

一
般
の
部

入
　
選

p.4

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.5

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社
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山
口 

元
広
（
68
歳
）　
福
島
県

小
さ
な
お
田
植
協
力
者

一
般
の
部

入
　
選

応募者数

フォト部門（一般の部・小中高生の部）

回　　数 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

応募総数 2206点 2376点 2781点 4154点 3234点 3073点 2887点

※第1～3回までは一般の部のみ

エッセー部門（一般の部・中高生の部・小学生の部）

回　　数 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

応募総数 1115編 1432編 1091編 1571編 1857編 1836編 1456編

p.4

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.5

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社
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［フォト部門］入賞作品

小
中
高
生
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

石
川 

那
奈
（
16
歳
）　
大
阪
府

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！

福
島 

一
誠
（
16
歳
）　
埼
玉
県

見
つ
か
っ
ち
ゃ
っ
た
！

小
中
高
生
の
部

優 

秀 

賞

小
中
高
生
の
部

小
中
高
生
の
部

p.6

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.7

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社
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坂
元 

紀
葵
（
13
歳
）　
千
葉
県

鳩
の
巣
づ
く
り

小
中
高
生
の
部

優 

秀 

賞

櫻
井 

み
な
み
（
18
歳
）　
茨
城
県

い
つ
ま
で
も
ず
っ
と

小
中
高
生
の
部

優 

秀 

賞

p.6

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.7

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社
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こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
で
あ

り
、
目
的
で
も
あ
る
「
生
命
を
見
つ

め
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ
ん

よ
く
考
え
な
が
ら
撮
影
さ
れ
て
い

ま
す
。
穏
や
か
で
微ほ
ほ

笑え

ま
し
い
作

品
が
多
く
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
の
気

持
ち
ま
で
温
か
く
豊
か
に
な
り
ま

し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
「
熱
烈
大
好

き
」
は
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
家
族
な

の
で
し
ょ
う
ね
。
生
き
生
き
と
し

た
３
人
の
表
情
、
撮
影
者
の
笑
顔
も
見
え
る
よ
う
で
す
。
込
み
入
っ
て
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
り
そ

う
な
場
面
を
、
あ
え
て
大
胆
に
踏
み
込
ん
で
撮
っ
た
画
面
構
成
が
秀
逸
で
す
。
見
事
な
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
が
、
力
強
い
作
品
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
賞
「
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
！
」
は
、
掛
け
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
子
ど
も
達
の

活
気
に
、
車
椅
子
の
ご
婦
人
の
穏
や
か
な
笑
顔
、
そ
れ
を
静
か
に
見
守
る
保
護
者
の
方
。
生
命
を

つ
な
ぐ
動
と
静
と
を
、
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
や
さ
し
い
世
界
を
壊
さ
ぬ
よ
う
、
距
離
を
お

い
て
撮
影
を
し
た
撮
影
者
の
姿
勢
も
好
ま
し
い
で
す
。

読
売
新
聞
社
賞
「
桜
の
木
の
下
で
」
は
、
春
爛ら
ん

漫ま
ん

。
芽
吹
き
、
花
ひ
ら
き
、
命
に
満
ち
た
作
品

で
す
。
映
画
の
一
場
面
の
よ
う
な
構
図
で
す
が
、
不
思
議
と
わ
ざ
と
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
の

は
、
こ
の
家
族
の
喜
び
が
ま
っ
す
ぐ
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
も

す
で
に
家
族
な
の
で
す
ね
。

審
査
員
特
別
賞
「
歓
び
の
舞
」
は
、
岩
に
砕
け
散
る
波
と
舞
い
上
が
る
二
羽
の
海
鳥
。
一
瞬
を

見
事
に
捉
え
ま
し
た
。
逆
光
の
輝
き
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
演
出
を
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
計
算
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
動
物
写
真
は
偏
り
が
ち
で
、
同
類
の
発
想
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
撮
影
者
の
視
線
は
魅
力
的
で
す
ね
。

審
査
員
特
別
賞
「
穏
や
か
な
日
」
は
、
夕
暮
れ
、
一
日
の
終
わ
り
。
ご
夫
妻
で
し
ょ
う
か
。
お

互
い
を
気
遣
う
お
ふ
た
り
の
表
情
が
、
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
明
る
さ
も
含
め
て
、
な
か
な
か

撮
れ
そ
う
で
撮
れ
な
い
作
品
で
す
。
後
方
に
続
く
道
が
画
面
構
成
に
生
き
て
い
て
、
お
ふ
た
り
の

人
生
の
歩
み
ま
で
感
じ
さ
せ
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
賞
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！
」
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。

大
人
な
の
に
本
気
で
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
姿
に
、
溢あ
ふ

れ
ん
ば
か
り
の
愛
情
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
を
見

た
子
が
真
似
を
し
て
、
全
身
を
使
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
い
え
な
い

ユ
ー
モ
ア
に
深
い
温
か
さ
が
加
わ
っ
て
、
物
語
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。

生
命
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ

の
解
釈
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
写
体
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
常
の
中
の
幸
せ
、
喜
び
と
そ

の
瞬
間
を
素
直
に
う
ま
く
切
り
撮
っ
た
作
品

が
多
く
審
査
も
楽
し
く
行
え
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
「
熱
烈
大
好
き
」
は
、

本
当
に
誰
し
も
が
見
る
よ
う
な
日
常
的
光
景
。

孫
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
微ほ

ほ

笑え

ま
し
い
一
コ
マ

で
す
。
し
か
し
そ
の
表
情
が
魅
力
的
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
本
当
に
楽
し
そ
う
で
生
き
生
き

と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
純
粋
な
笑
顔
に
比
べ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
よ
う
な
嬉
し
い
よ

う
な
複
雑
な
表
情
が
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
平
凡
な
身
の
回
り
で
も
良
い
瞬
間
を
捉と

ら

え
れ
ば
素
敵
な
作
品
に

な
り
う
る
の
で
す
。

日
本
医
師
会
賞
「
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
！
」
は
、
と
て
も
お
し
ゃ
れ
な
子
ど
も
達
が
車
椅
子
の
ご
老
人
を
力

を
合
わ
せ
て
力
い
っ
ぱ
い
押
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
生
懸
命
さ
が
よ
く
伝
わ
る
作
品
で
す
。
そ
の
動
き
で
子
ど

も
達
の
純
粋
な
い
た
わ
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
被
写
体
は
組
み
合
わ
せ
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
ご
老
人
と
子
供
と
い
う
両
極
な
登
場
人
物
が
世
代
を
超
え
た
絆

き
ず
な
を
強
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。読

売
新
聞
社
賞
「
桜
の
木
の
下
で
」
は
、
春
満
開
の
ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ォ
ト
と
な

り
ま
し
た
。
花
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
は
い
わ
ゆ
る
額
縁
構
図
で
被
写
体
を
華
や
か
に
縁
取
っ
て
、

作
品
を
見
る
も
の
の
視
線
を
誘
導
で
き
て
い
ま
す
。
階
段
が
生
む
対
角
線
を
う
ま
く
使
い
ピ
ン
ク
と
黄
色
の
色

の
分
割
を
う
ま
く
見
せ
て
い
ま
す
。
春
の
暖
か
さ
や
空
気
感
を
感
じ
ら
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
員
特
別
賞
「
歓
び
の
舞
」
は
、
一
瞬
を
切
り
撮
る
、
写
真
な
ら
で
は
の
表
現
で
す
。
こ
こ
に
は
二
つ
の

瞬
間
が
写
っ
て
い
ま
す
。
二
羽
の
海
鳥
の
羽
ば
た
き
は
そ
の
瞬
間
両
側
に
広
が
り
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
形
を
作

り
ま
し
た
。
更
に
水
の
表
情
は
岩
に
ぶ
つ
か
っ
た
飛
沫
が
力
強
い
形
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
美
し
い
光

線
が
照
ら
し
て
お
り
、
様
々
な
瞬
間
が
ま
と
ま
っ
た
、
奇
跡
的
な
一
コ
マ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

審
査
員
特
別
賞
「
穏
や
か
な
日
」
は
、
被
写
体
の
ご
夫
婦
の
距
離
感
、
信
頼
関
係
が
見
る
も
の
に
伝
わ
る
よ

う
な
作
品
表
現
で
す
。
人
が
積
み
重
ね
て
き
た
人
生
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
写
真
は
そ
ん

な
目
に
見
え
な
い
も
の
を
写
し
出
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
平
坦
で
は
な
い
道
の
り
を
歩
き
続
け
る
に
は

パ
ー
ト
ナ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
人
生
そ
の
も
の
が
写
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
賞
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！
」
は
、
子
ど
も
達
の
撮
る
ピ
ュ
ア
な
目
線
に
は
い
つ
も
驚
か
さ

れ
ま
す
。
孫
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
し
ょ
う
か
。
高
さ
の
な
い
倒
木
の
上
か
ら
の
ジ
ャ
ン
プ
で
す
が
お
孫
さ
ん
は

少
し
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
「
こ
う
や
っ
て
飛
ぶ
ん
だ
ぞ
！
」
と
見
本

に
な
る
よ
う
に
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
！　

こ
の
後
大
丈
夫
だ
っ
た
か
心
配
で
す
。
後
ろ
姿
で
も
そ
ん
な
ス
ト
ー

リ
ー
を
雄
弁
に
語
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
生
命
」
と
い
う
強
い
テ
ー
マ
は
説
明
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
生
命
か
ら
何
を
感
じ
る
の
か
、ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
い
の
か
。
テ
ー
マ
を
深
掘
り
し
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
被
写
体
の
幅
も
表
現
の
手
法
も
、
も
っ
と

大
き
く
広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
多
種
多
様
な
作
品
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
感
性
に
胸
を
打
た
れ
、
た

く
さ
ん
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
選

考
中
に
涙
し
て
し
ま
う
瞬
間
が
あ
っ
た
ほ

ど
で
す
。「
桜
の
木
の
下
で
」
の
よ
う
に

“
誕
生
の
幸
せ
”を
感
じ
る
作
品
か
ら
、「
熱

烈
大
好
き
」
の
よ
う
に
“
日
常
の
幸
せ
”

を
感
じ
る
作
品
、「
穏
や
か
な
日
」
の
よ

う
に
“
人
生
を
重
ね
る
幸
せ
”
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
ま
で
、
改
め
て
1

枚
の
写
真
が
生
み
出
す
パ
ワ
ー
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
「
熱
烈
大
好
き
」
は
、

お
じ
い
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。
お
三
方
の
表
情
が
そ
れ
ぞ
れ
本
当
に
楽
し
そ
う
で
、
何
気
な
い

日
常
の
中
で
こ
う
い
う
瞬
間
が
あ
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
可
愛
ら
し
い
タ
イ
ト
ル
も
好
き
で
す
。
こ
の
場
に
い
る
誰
も
が
笑
顔
だ
っ
た
に

違
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

日
本
医
師
会
賞
「
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
！
」
は
、
車
椅
子
を
押
す
3
人
の
子
ど
も
達
、
そ
し
て
見
守
っ

て
い
る
の
は
先
生
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
達
も
力
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
車
椅
子
を
動
か
し
、
そ
し
て
大

人
も
子
供
と
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ら
れ
る
1
枚
で
し
た
。
人
の
優
し
さ
が
育
は
ぐ
く

ま
れ
て

い
く
瞬
間
を
感
じ
ま
す
。

読
売
新
聞
社
賞
「
桜
の
木
の
下
で
」
は
、
見
た
瞬
間
に
命
が
誕
生
す
る
こ
と
の
愛
お
し
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
1
枚
で
し
た
。
何
気
な
く
お
散
歩
を
し
て
い
た
ら
と
て
も
幸
せ
な
瞬
間
に
出
く
わ
し
た
か
の
よ
う
に

自
然
で
、
色
彩
も
美
し
く
、
桜
色
、
黄
色
と
家
族
で
お
揃そ
ろ

い
の
爽さ

わ

や
か
な
水
色
が
素
敵
で
す
。
画え

か
ら
こ

ぼ
れ
る
温
か
い
春
の
色
は
家
族
の
心
の
温
も
り
に
重
な
っ
て
い
る
よ
う
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
特
別
賞
「
歓
び
の
舞
」
は
、
シ
ン
プ
ル
に
浮
か
び
上
が
る
二
羽
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
水
面
の
輝
き
、

美
し
い
構
図
に
う
っ
と
り
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
通
り
、
鳥
た
ち
が
ま
る
で
歓
び
の
舞
を
踊
っ
て
い
る
よ

う
で
す
し
、
力
強
い
波
の
し
ぶ
き
と
こ
の
舞
が
重
な
る
瞬
間
に
出
会
え
た
撮
影
者
の
歓
び
も
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

審
査
員
特
別
賞
「
穏
や
か
な
日
」
は
、
ご
夫
婦
の
穏
や
か
な
一
日
を
切
り
取
っ
た
1
枚
で
し
ょ
う
か
。

後
ろ
に
続
く
道
が
ま
る
で
お
二
人
が
辿た
ど

っ
て
き
た
長
い
長
い
軌
跡
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
夕
暮
れ
も
と

て
も
美
し
い
で
す
。
何
よ
り
、
お
二
人
の
お
互
い
を
想
い
合
う
そ
の
表
情
が
と
て
も
美
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
も
“
穏
や
か
な
日
”
に
辿
り
着
く
ま
で
の
山
や
谷
を
、
愛
す
る
人
と
越
え
て
い
き
た
い
と
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！
」
は
、
こ
ん
な
瞬
間
が
撮
れ
た
ら
家
族
で
大
笑
い
で
き
ま

す
ね
。
純
度
が
高
く
写
真
の
お
も
し
ろ
さ
を
再
認
識
で
き
る
写
真
で
し
た
。
見
事
に
高
く
飛
ぶ
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
飛
ぼ
う
と
し
て
い
る
お
子
さ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
背
中
を
見
な
が
ら
ス
ク

ス
ク
と
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
写
真
と
し
て
も
横
た
わ
る
木
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
て
素
敵
で
す
。

日本写真家協会会長

熊切　大輔

審
査
講
評
（
フ
ォ
ト
部
門
）

動物写真家

岩合　光昭

© Machi Iwago

p.8

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.9

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社



9

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
で
あ

り
、
目
的
で
も
あ
る
「
生
命
を
見
つ

め
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ
ん

よ
く
考
え
な
が
ら
撮
影
さ
れ
て
い

ま
す
。
穏
や
か
で
微ほ
ほ

笑え

ま
し
い
作

品
が
多
く
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
の
気

持
ち
ま
で
温
か
く
豊
か
に
な
り
ま

し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
「
熱
烈
大
好

き
」
は
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
家
族
な

の
で
し
ょ
う
ね
。
生
き
生
き
と
し

た
３
人
の
表
情
、
撮
影
者
の
笑
顔
も
見
え
る
よ
う
で
す
。
込
み
入
っ
て
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
り
そ

う
な
場
面
を
、
あ
え
て
大
胆
に
踏
み
込
ん
で
撮
っ
た
画
面
構
成
が
秀
逸
で
す
。
見
事
な
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
が
、
力
強
い
作
品
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
賞
「
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
！
」
は
、
掛
け
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
子
ど
も
達
の

活
気
に
、
車
椅
子
の
ご
婦
人
の
穏
や
か
な
笑
顔
、
そ
れ
を
静
か
に
見
守
る
保
護
者
の
方
。
生
命
を

つ
な
ぐ
動
と
静
と
を
、
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
や
さ
し
い
世
界
を
壊
さ
ぬ
よ
う
、
距
離
を
お

い
て
撮
影
を
し
た
撮
影
者
の
姿
勢
も
好
ま
し
い
で
す
。

読
売
新
聞
社
賞
「
桜
の
木
の
下
で
」
は
、
春
爛ら
ん

漫ま
ん

。
芽
吹
き
、
花
ひ
ら
き
、
命
に
満
ち
た
作
品

で
す
。
映
画
の
一
場
面
の
よ
う
な
構
図
で
す
が
、
不
思
議
と
わ
ざ
と
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
の

は
、
こ
の
家
族
の
喜
び
が
ま
っ
す
ぐ
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
も

す
で
に
家
族
な
の
で
す
ね
。

審
査
員
特
別
賞
「
歓
び
の
舞
」
は
、
岩
に
砕
け
散
る
波
と
舞
い
上
が
る
二
羽
の
海
鳥
。
一
瞬
を

見
事
に
捉
え
ま
し
た
。
逆
光
の
輝
き
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
演
出
を
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
計
算
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
動
物
写
真
は
偏
り
が
ち
で
、
同
類
の
発
想
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
撮
影
者
の
視
線
は
魅
力
的
で
す
ね
。

審
査
員
特
別
賞
「
穏
や
か
な
日
」
は
、
夕
暮
れ
、
一
日
の
終
わ
り
。
ご
夫
妻
で
し
ょ
う
か
。
お

互
い
を
気
遣
う
お
ふ
た
り
の
表
情
が
、
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
明
る
さ
も
含
め
て
、
な
か
な
か

撮
れ
そ
う
で
撮
れ
な
い
作
品
で
す
。
後
方
に
続
く
道
が
画
面
構
成
に
生
き
て
い
て
、
お
ふ
た
り
の

人
生
の
歩
み
ま
で
感
じ
さ
せ
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
賞
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！
」
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。

大
人
な
の
に
本
気
で
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
姿
に
、
溢あ
ふ

れ
ん
ば
か
り
の
愛
情
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
を
見

た
子
が
真
似
を
し
て
、
全
身
を
使
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
い
え
な
い

ユ
ー
モ
ア
に
深
い
温
か
さ
が
加
わ
っ
て
、
物
語
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。

生
命
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ

の
解
釈
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
写
体
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
常
の
中
の
幸
せ
、
喜
び
と
そ

の
瞬
間
を
素
直
に
う
ま
く
切
り
撮
っ
た
作
品

が
多
く
審
査
も
楽
し
く
行
え
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
「
熱
烈
大
好
き
」
は
、

本
当
に
誰
し
も
が
見
る
よ
う
な
日
常
的
光
景
。

孫
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
微ほ

ほ

笑え

ま
し
い
一
コ
マ

で
す
。
し
か
し
そ
の
表
情
が
魅
力
的
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
本
当
に
楽
し
そ
う
で
生
き
生
き

と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
純
粋
な
笑
顔
に
比
べ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
よ
う
な
嬉
し
い
よ

う
な
複
雑
な
表
情
が
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
平
凡
な
身
の
回
り
で
も
良
い
瞬
間
を
捉と

ら

え
れ
ば
素
敵
な
作
品
に

な
り
う
る
の
で
す
。

日
本
医
師
会
賞
「
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
！
」
は
、
と
て
も
お
し
ゃ
れ
な
子
ど
も
達
が
車
椅
子
の
ご
老
人
を
力

を
合
わ
せ
て
力
い
っ
ぱ
い
押
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
生
懸
命
さ
が
よ
く
伝
わ
る
作
品
で
す
。
そ
の
動
き
で
子
ど

も
達
の
純
粋
な
い
た
わ
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
被
写
体
は
組
み
合
わ
せ
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
ご
老
人
と
子
供
と
い
う
両
極
な
登
場
人
物
が
世
代
を
超
え
た
絆

き
ず
な

を
強
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。読

売
新
聞
社
賞
「
桜
の
木
の
下
で
」
は
、
春
満
開
の
ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ォ
ト
と
な

り
ま
し
た
。
花
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
は
い
わ
ゆ
る
額
縁
構
図
で
被
写
体
を
華
や
か
に
縁
取
っ
て
、

作
品
を
見
る
も
の
の
視
線
を
誘
導
で
き
て
い
ま
す
。
階
段
が
生
む
対
角
線
を
う
ま
く
使
い
ピ
ン
ク
と
黄
色
の
色

の
分
割
を
う
ま
く
見
せ
て
い
ま
す
。
春
の
暖
か
さ
や
空
気
感
を
感
じ
ら
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
員
特
別
賞
「
歓
び
の
舞
」
は
、
一
瞬
を
切
り
撮
る
、
写
真
な
ら
で
は
の
表
現
で
す
。
こ
こ
に
は
二
つ
の

瞬
間
が
写
っ
て
い
ま
す
。
二
羽
の
海
鳥
の
羽
ば
た
き
は
そ
の
瞬
間
両
側
に
広
が
り
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
形
を
作

り
ま
し
た
。
更
に
水
の
表
情
は
岩
に
ぶ
つ
か
っ
た
飛
沫
が
力
強
い
形
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
美
し
い
光

線
が
照
ら
し
て
お
り
、
様
々
な
瞬
間
が
ま
と
ま
っ
た
、
奇
跡
的
な
一
コ
マ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

審
査
員
特
別
賞
「
穏
や
か
な
日
」
は
、
被
写
体
の
ご
夫
婦
の
距
離
感
、
信
頼
関
係
が
見
る
も
の
に
伝
わ
る
よ

う
な
作
品
表
現
で
す
。
人
が
積
み
重
ね
て
き
た
人
生
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
写
真
は
そ
ん

な
目
に
見
え
な
い
も
の
を
写
し
出
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
平
坦
で
は
な
い
道
の
り
を
歩
き
続
け
る
に
は

パ
ー
ト
ナ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
人
生
そ
の
も
の
が
写
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
賞
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！
」
は
、
子
ど
も
達
の
撮
る
ピ
ュ
ア
な
目
線
に
は
い
つ
も
驚
か
さ

れ
ま
す
。
孫
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
し
ょ
う
か
。
高
さ
の
な
い
倒
木
の
上
か
ら
の
ジ
ャ
ン
プ
で
す
が
お
孫
さ
ん
は

少
し
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
「
こ
う
や
っ
て
飛
ぶ
ん
だ
ぞ
！
」
と
見
本

に
な
る
よ
う
に
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
！　

こ
の
後
大
丈
夫
だ
っ
た
か
心
配
で
す
。
後
ろ
姿
で
も
そ
ん
な
ス
ト
ー

リ
ー
を
雄
弁
に
語
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
生
命
」
と
い
う
強
い
テ
ー
マ
は
説
明
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
生
命
か
ら
何
を
感
じ
る
の
か
、ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
い
の
か
。
テ
ー
マ
を
深
掘
り
し
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
被
写
体
の
幅
も
表
現
の
手
法
も
、
も
っ
と

大
き
く
広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
多
種
多
様
な
作
品
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
感
性
に
胸
を
打
た
れ
、
た

く
さ
ん
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
選

考
中
に
涙
し
て
し
ま
う
瞬
間
が
あ
っ
た
ほ

ど
で
す
。「
桜
の
木
の
下
で
」
の
よ
う
に

“
誕
生
の
幸
せ
”を
感
じ
る
作
品
か
ら
、「
熱

烈
大
好
き
」
の
よ
う
に
“
日
常
の
幸
せ
”

を
感
じ
る
作
品
、「
穏
や
か
な
日
」
の
よ

う
に
“
人
生
を
重
ね
る
幸
せ
”
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
ま
で
、
改
め
て
1

枚
の
写
真
が
生
み
出
す
パ
ワ
ー
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
「
熱
烈
大
好
き
」
は
、

お
じ
い
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。
お
三
方
の
表
情
が
そ
れ
ぞ
れ
本
当
に
楽
し
そ
う
で
、
何
気
な
い

日
常
の
中
で
こ
う
い
う
瞬
間
が
あ
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
可
愛
ら
し
い
タ
イ
ト
ル
も
好
き
で
す
。
こ
の
場
に
い
る
誰
も
が
笑
顔
だ
っ
た
に

違
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

日
本
医
師
会
賞
「
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
！
」
は
、
車
椅
子
を
押
す
3
人
の
子
ど
も
達
、
そ
し
て
見
守
っ

て
い
る
の
は
先
生
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
達
も
力
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
車
椅
子
を
動
か
し
、
そ
し
て
大

人
も
子
供
と
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ら
れ
る
1
枚
で
し
た
。
人
の
優
し
さ
が
育
は
ぐ
く
ま
れ
て

い
く
瞬
間
を
感
じ
ま
す
。

読
売
新
聞
社
賞
「
桜
の
木
の
下
で
」
は
、
見
た
瞬
間
に
命
が
誕
生
す
る
こ
と
の
愛
お
し
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
1
枚
で
し
た
。
何
気
な
く
お
散
歩
を
し
て
い
た
ら
と
て
も
幸
せ
な
瞬
間
に
出
く
わ
し
た
か
の
よ
う
に

自
然
で
、
色
彩
も
美
し
く
、
桜
色
、
黄
色
と
家
族
で
お
揃そ
ろ

い
の
爽さ

わ

や
か
な
水
色
が
素
敵
で
す
。
画え

か
ら
こ

ぼ
れ
る
温
か
い
春
の
色
は
家
族
の
心
の
温
も
り
に
重
な
っ
て
い
る
よ
う
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
特
別
賞
「
歓
び
の
舞
」
は
、
シ
ン
プ
ル
に
浮
か
び
上
が
る
二
羽
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
水
面
の
輝
き
、

美
し
い
構
図
に
う
っ
と
り
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
通
り
、
鳥
た
ち
が
ま
る
で
歓
び
の
舞
を
踊
っ
て
い
る
よ

う
で
す
し
、
力
強
い
波
の
し
ぶ
き
と
こ
の
舞
が
重
な
る
瞬
間
に
出
会
え
た
撮
影
者
の
歓
び
も
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

審
査
員
特
別
賞
「
穏
や
か
な
日
」
は
、
ご
夫
婦
の
穏
や
か
な
一
日
を
切
り
取
っ
た
1
枚
で
し
ょ
う
か
。

後
ろ
に
続
く
道
が
ま
る
で
お
二
人
が
辿た
ど

っ
て
き
た
長
い
長
い
軌
跡
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
夕
暮
れ
も
と

て
も
美
し
い
で
す
。
何
よ
り
、
お
二
人
の
お
互
い
を
想
い
合
う
そ
の
表
情
が
と
て
も
美
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
も
“
穏
や
か
な
日
”
に
辿
り
着
く
ま
で
の
山
や
谷
を
、
愛
す
る
人
と
越
え
て
い
き
た
い
と
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！
」
は
、
こ
ん
な
瞬
間
が
撮
れ
た
ら
家
族
で
大
笑
い
で
き
ま

す
ね
。
純
度
が
高
く
写
真
の
お
も
し
ろ
さ
を
再
認
識
で
き
る
写
真
で
し
た
。
見
事
に
高
く
飛
ぶ
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
飛
ぼ
う
と
し
て
い
る
お
子
さ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
背
中
を
見
な
が
ら
ス
ク

ス
ク
と
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
写
真
と
し
て
も
横
た
わ
る
木
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
て
素
敵
で
す
。

俳優

奈緒

p.8

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.9

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社
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p.10

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.11

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社
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表彰式の様子

記念パーティーの様子

p.10

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.11

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社
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［エッセー部門］入賞作品

何
か
に
怯お

び

え
た
よ
う
に
手
で
宙
を
引
っ
掻か

く
せ

ん
妄
も
現
れ
、
ゴ
ー
ル
は
い
つ
来
て
も
お
か
し

く
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

そ
ん
な
あ
る
夜
、
父
が
体
の
痛
み
を
強
く
訴

え
た
。
看
護
師
は
モ
ル
ヒ
ネ
の
使
用
を
勧
め
な

が
ら
、
但た

だ

し
、
と
続
け
た
。

「
今
の
状
態
で
す
と
、
眠
っ
た
ま
ま
起
き
な
く

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。」

一
緒
に
い
た
弟
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
事
実

上
の
お
別
れ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

父
に
こ
れ
以
上
の
我
慢
を
強
い
る
意
味
は
な
い

と
思
っ
た
。

「
お
父
さ
ん
、
僕
や
。
聞
こ
え
る
か
。」

父
が
薄
目
を
開
け
た
。
深
夜
の
病
室
は
静
か

で
、
ど
こ
か
ら
か
機
械
の
上
げ
る
か
す
か
な
音

だ
け
が
響
い
て
い
た
。
弟
は
席
を
外
し
て
い
る
。

薬
剤
を
投
与
す
る
前
に
、
１
人
ず
つ
父
と
の
時

間
を
持
つ
こ
と
に
し
た
の
だ
。
命
を
閉
じ
る
と

い
う
、
最
後
の
大
仕
事
に
臨
む
父
。
そ
ん
な
父

に
言
う
べ
き
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
自
問
し
た
。

思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、
他
で
も
な
い
、
燃
え
尽

き
よ
う
と
し
て
い
る
父
の
命
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

父
個
人
の
命
は
絶
え
て
も
、
そ
れ
で
全
て
が
終

わ
り
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
よ
う
頑
張
っ
た
な
あ
、
お
父
さ
ん
。」

と
僕
は
話
し
か
け
た
。

「
お
父
さ
ん
の
血
は
僕
の
中
に
流
れ
と
る
し
、

僕
の
子
ど
も
ら
に
も
流
れ
と
る
。
あ
い
つ
ら
が

大
人
に
な
っ
て
、
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
た

ら
、
そ
の
子
ら
に
も
流
れ
る
ん
や
。」

「
僕
ら
が
元
気
で
生
き
て
い
く
っ
て
こ
と
は
、

お
父
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
命
が
ず
っ
と
続
い
て

い
く
っ
て
こ
と
や
ろ
。
や
け
ん
、
な
ん
も
心
配

い
ら
ん
で
。」

小
さ
く
父
が
頷
い
た
。
僕
の
方
に
顔
を
傾
け
、

懸
命
に
口
を
動
か
す
。
乾
い
た
唇
が
震
え
た
。

「
あ
ん
わ
れ
。」

あ
ん
わ
れ
？　

あ
ん
わ
れ
…
…
そ
う
か
、「
が

ん
ば
れ
。」
か
。
わ
か
っ
た
お
父
さ
ん
、
が
ん

ば
る
よ
。
お
父
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た
命
や
も

ん
な
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
蕾

つ
ぼ
み

が
綻
び
始
め
た
頃
、
父

の
闘
病
は
終
わ
っ
た
。
命
の
火
が
消
え
る
こ
と

で
、
そ
の
尊
さ
が
際
立
つ
よ
う
な
旅
立
ち
だ
っ

た
。あ

の
日
か
ら
７
年
。
僕
ら
は
今
も
父
の
命
と

と
も
に
日
々
を
生
き
て
い
る
。

平
成
27
年
１
月
。
父
が
定
期
的
に
通
っ
て
い

る
病
院
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
父
の
体
に
黄お

う

疸だ
ん

が
見
ら
れ
る
の
で
急
遽
入
院
し
て
も
ら
っ
た
が
、

話
が
あ
る
の
で
来
て
ほ
し
い
と
い
う
。
慌
て
て

向
か
っ
た
先
で
聞
か
さ
れ
た
の
は
、
想
定
外
の

病
状
だ
っ
た
。
黄
疸
は
、
胆
管
を
流
れ
る
胆
汁

が
せ
き
止
め
ら
れ
て
血
液
中
に
逆
流
し
て
い
る

た
め
で
、
せ
き
止
め
て
い
る
の
は
、

「
悪
性
の
腫し

ゅ

瘍よ
う

と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
１
年
く
ら
い
か
と
。」

「
１
年
」
が
余
命
を
指
し
て
い
る
と
理
解
す
る

ま
で
に
、
数
秒
の
間
が
あ
っ
た
。
急
な
展
開
に

頭
が
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
。
胆
管
が
ん
と
い

う
こ
の
腫
瘍
は
発
見
が
難
し
く
、
大
抵
の
場
合
、

見
つ
か
っ
た
時
点
で
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
だ
と
い
う
。
人
の
良
さ
そ
う
な
医
師
の
口

調
に
申
し
訳
な
さ
が
滲に
じ

ん
だ
。

　

完
治
を
目
指
さ
な
い
父
の
闘
病
が
始
ま
っ
た
。

夏
を
越
す
ま
で
は
割
合
に
元
気
だ
っ
た
が
、
医

師
の
診
立
て
は
正
し
く
、
秋
の
深
ま
り
と
と
も

に
父
は
急
速
に
衰
え
て
い
っ
た
。
年
を
越
し
た

時
点
で
、
通
院
で
の
治
療
は
限
界
を
迎
え
て
い

た
。
２
月
の
末
に
再
入
院
、
そ
し
て
早
く
も
３

月
の
頭
に
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
備
え
た
別
の

病
院
に
転
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。　

「
痛
み
が
出
て
き
て
辛つ

ら

い
だ
ろ
う
か
ら
、
体
を

楽
に
し
て
く
れ
る
病
院
に
移
る
よ
。」

と
告
げ
る
と
、
父
は
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
で
頷

う
な
ず

い
た
。

「
こ
こ
は
病
気
を
治
し
て
退
院
す
る
病
院
と
は

違
う
ん
じ
ゃ
な
あ
。」

転
院
し
て
数
日
が
経
っ
た
頃
、
父
が
ぽ
つ
り

と
つ
ぶ
や
い
た
。
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
一
室
。
ク

リ
ー
ム
色
の
壁
を
柔
ら
か
い
照
明
が
照
ら
し
て

い
た
。
こ
の
病
棟
で
は
、
入
院
患
者
が
肉
体
的
、

精
神
的
に
少
し
で
も
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、

看
護
師
た
ち
が
24
時
間
体
制
で
面
倒
を
見
て
く

れ
る
。
そ
れ
ま
で
い
た
病
院
と
は
全
く
違
う
空

気
に
触
れ
、
父
の
表
情
や
言
動
は
見
違
え
る
ほ

ど
明
る
く
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
け
に
、
父
の
言
葉
を
ど
う
捉
え
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
ず
、
僕
は
う
ろ
た
え
た
。

「
わ
し
は
こ
の
病
院
で
死
ぬ
ん
よ
。
死
ん
で
、

わ
し
の
家
に
帰
る
ん
じ
ゃ
。」

と
続
け
た
父
の
口
調
は
、
し
か
し
、
意
外
な
ほ

ど
晴
れ
や
か
だ
っ
た
。
自
ら
の
死
に
つ
い
て
語

り
な
が
ら
、
自
棄
に
な
っ
た
よ
う
な
様
子
は
窺
う
か
が

え
な
か
っ
た
。
末
期
が
ん
で
あ
る
こ
と
は
伏
せ

て
い
た
が
、
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
で
自
分
の

心
や
体
と
向
き
合
っ
て
過
ご
す
う
ち
に
、
父
は

残
さ
れ
た
時
間
が
短
い
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
病
院
か
ら
渡
さ
れ
た
『
看

取
り
の
し
お
り
』
を
読
ん
だ
。
そ
こ
に
「
死
は

す
べ
て
の
生
物
が
必
ず
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
仕
事
」
と
い
っ
た
一
文
が
あ
っ
た
。

死
を
悲
劇
的
な
結
末
と
し
か
見
て
い
な
か
っ
た

僕
の
目
か
ら
、
鱗

う
ろ
こ

が
落
ち
た
。
そ
し
て
父
の
言

葉
を
思
い
返
し
た
。
あ
れ
は
や
は
り
、
人
生
最

後
の
仕
事
に
臨
む
覚
悟
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
父

の
穏
や
か
な
語
り
口
が
腑ふ

に
落
ち
た
。

入
院
し
て
３
週
間
。
父
は
１
日
の
大
半
を

眠
っ
て
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
時
折
目

を
覚
ま
し
た
が
、
も
う
満
足
に
は
話
せ
な
い
。

一
般
の
部

厚
生
労
働
大
臣
賞

命
は
続
く

松
友
　
寛
（
59
歳
）　
愛
媛
県
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何
か
に
怯お

び

え
た
よ
う
に
手
で
宙
を
引
っ
掻か

く
せ

ん
妄
も
現
れ
、
ゴ
ー
ル
は
い
つ
来
て
も
お
か
し

く
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

そ
ん
な
あ
る
夜
、
父
が
体
の
痛
み
を
強
く
訴

え
た
。
看
護
師
は
モ
ル
ヒ
ネ
の
使
用
を
勧
め
な

が
ら
、
但た

だ

し
、
と
続
け
た
。

「
今
の
状
態
で
す
と
、
眠
っ
た
ま
ま
起
き
な
く

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。」

一
緒
に
い
た
弟
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
事
実

上
の
お
別
れ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

父
に
こ
れ
以
上
の
我
慢
を
強
い
る
意
味
は
な
い

と
思
っ
た
。

「
お
父
さ
ん
、
僕
や
。
聞
こ
え
る
か
。」

父
が
薄
目
を
開
け
た
。
深
夜
の
病
室
は
静
か

で
、
ど
こ
か
ら
か
機
械
の
上
げ
る
か
す
か
な
音

だ
け
が
響
い
て
い
た
。
弟
は
席
を
外
し
て
い
る
。

薬
剤
を
投
与
す
る
前
に
、
１
人
ず
つ
父
と
の
時

間
を
持
つ
こ
と
に
し
た
の
だ
。
命
を
閉
じ
る
と

い
う
、
最
後
の
大
仕
事
に
臨
む
父
。
そ
ん
な
父

に
言
う
べ
き
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
自
問
し
た
。

思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、
他
で
も
な
い
、
燃
え
尽

き
よ
う
と
し
て
い
る
父
の
命
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

父
個
人
の
命
は
絶
え
て
も
、
そ
れ
で
全
て
が
終

わ
り
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
よ
う
頑
張
っ
た
な
あ
、
お
父
さ
ん
。」

と
僕
は
話
し
か
け
た
。

「
お
父
さ
ん
の
血
は
僕
の
中
に
流
れ
と
る
し
、

僕
の
子
ど
も
ら
に
も
流
れ
と
る
。
あ
い
つ
ら
が

大
人
に
な
っ
て
、
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
た

ら
、
そ
の
子
ら
に
も
流
れ
る
ん
や
。」

「
僕
ら
が
元
気
で
生
き
て
い
く
っ
て
こ
と
は
、

お
父
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
命
が
ず
っ
と
続
い
て

い
く
っ
て
こ
と
や
ろ
。
や
け
ん
、
な
ん
も
心
配

い
ら
ん
で
。」

小
さ
く
父
が
頷
い
た
。
僕
の
方
に
顔
を
傾
け
、

懸
命
に
口
を
動
か
す
。
乾
い
た
唇
が
震
え
た
。

「
あ
ん
わ
れ
。」

あ
ん
わ
れ
？　

あ
ん
わ
れ
…
…
そ
う
か
、「
が

ん
ば
れ
。」
か
。
わ
か
っ
た
お
父
さ
ん
、
が
ん

ば
る
よ
。
お
父
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た
命
や
も

ん
な
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
蕾

つ
ぼ
み

が
綻
び
始
め
た
頃
、
父

の
闘
病
は
終
わ
っ
た
。
命
の
火
が
消
え
る
こ
と

で
、
そ
の
尊
さ
が
際
立
つ
よ
う
な
旅
立
ち
だ
っ

た
。あ

の
日
か
ら
７
年
。
僕
ら
は
今
も
父
の
命
と

と
も
に
日
々
を
生
き
て
い
る
。

平
成
27
年
１
月
。
父
が
定
期
的
に
通
っ
て
い

る
病
院
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
父
の
体
に
黄お

う

疸だ
ん

が
見
ら
れ
る
の
で
急
遽
入
院
し
て
も
ら
っ
た
が
、

話
が
あ
る
の
で
来
て
ほ
し
い
と
い
う
。
慌
て
て

向
か
っ
た
先
で
聞
か
さ
れ
た
の
は
、
想
定
外
の

病
状
だ
っ
た
。
黄
疸
は
、
胆
管
を
流
れ
る
胆
汁

が
せ
き
止
め
ら
れ
て
血
液
中
に
逆
流
し
て
い
る

た
め
で
、
せ
き
止
め
て
い
る
の
は
、

「
悪
性
の
腫し

ゅ

瘍よ
う

と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
１
年
く
ら
い
か
と
。」

「
１
年
」
が
余
命
を
指
し
て
い
る
と
理
解
す
る

ま
で
に
、
数
秒
の
間
が
あ
っ
た
。
急
な
展
開
に

頭
が
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
。
胆
管
が
ん
と
い

う
こ
の
腫
瘍
は
発
見
が
難
し
く
、
大
抵
の
場
合
、

見
つ
か
っ
た
時
点
で
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
だ
と
い
う
。
人
の
良
さ
そ
う
な
医
師
の
口

調
に
申
し
訳
な
さ
が
滲に
じ

ん
だ
。

　

完
治
を
目
指
さ
な
い
父
の
闘
病
が
始
ま
っ
た
。

夏
を
越
す
ま
で
は
割
合
に
元
気
だ
っ
た
が
、
医

師
の
診
立
て
は
正
し
く
、
秋
の
深
ま
り
と
と
も

に
父
は
急
速
に
衰
え
て
い
っ
た
。
年
を
越
し
た

時
点
で
、
通
院
で
の
治
療
は
限
界
を
迎
え
て
い

た
。
２
月
の
末
に
再
入
院
、
そ
し
て
早
く
も
３

月
の
頭
に
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
備
え
た
別
の

病
院
に
転
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。　

「
痛
み
が
出
て
き
て
辛つ

ら

い
だ
ろ
う
か
ら
、
体
を

楽
に
し
て
く
れ
る
病
院
に
移
る
よ
。」

と
告
げ
る
と
、
父
は
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
で
頷

う
な
ず

い
た
。

「
こ
こ
は
病
気
を
治
し
て
退
院
す
る
病
院
と
は

違
う
ん
じ
ゃ
な
あ
。」

転
院
し
て
数
日
が
経
っ
た
頃
、
父
が
ぽ
つ
り

と
つ
ぶ
や
い
た
。
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
一
室
。
ク

リ
ー
ム
色
の
壁
を
柔
ら
か
い
照
明
が
照
ら
し
て

い
た
。
こ
の
病
棟
で
は
、
入
院
患
者
が
肉
体
的
、

精
神
的
に
少
し
で
も
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、

看
護
師
た
ち
が
24
時
間
体
制
で
面
倒
を
見
て
く

れ
る
。
そ
れ
ま
で
い
た
病
院
と
は
全
く
違
う
空

気
に
触
れ
、
父
の
表
情
や
言
動
は
見
違
え
る
ほ

ど
明
る
く
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
け
に
、
父
の
言
葉
を
ど
う
捉
え
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
ず
、
僕
は
う
ろ
た
え
た
。

「
わ
し
は
こ
の
病
院
で
死
ぬ
ん
よ
。
死
ん
で
、

わ
し
の
家
に
帰
る
ん
じ
ゃ
。」

と
続
け
た
父
の
口
調
は
、
し
か
し
、
意
外
な
ほ

ど
晴
れ
や
か
だ
っ
た
。
自
ら
の
死
に
つ
い
て
語

り
な
が
ら
、
自
棄
に
な
っ
た
よ
う
な
様
子
は
窺
う
か
が

え
な
か
っ
た
。
末
期
が
ん
で
あ
る
こ
と
は
伏
せ

て
い
た
が
、
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
で
自
分
の

心
や
体
と
向
き
合
っ
て
過
ご
す
う
ち
に
、
父
は

残
さ
れ
た
時
間
が
短
い
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
病
院
か
ら
渡
さ
れ
た
『
看

取
り
の
し
お
り
』
を
読
ん
だ
。
そ
こ
に
「
死
は

す
べ
て
の
生
物
が
必
ず
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
仕
事
」
と
い
っ
た
一
文
が
あ
っ
た
。

死
を
悲
劇
的
な
結
末
と
し
か
見
て
い
な
か
っ
た

僕
の
目
か
ら
、
鱗

う
ろ
こ
が
落
ち
た
。
そ
し
て
父
の
言

葉
を
思
い
返
し
た
。
あ
れ
は
や
は
り
、
人
生
最

後
の
仕
事
に
臨
む
覚
悟
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
父

の
穏
や
か
な
語
り
口
が
腑ふ

に
落
ち
た
。

入
院
し
て
３
週
間
。
父
は
１
日
の
大
半
を

眠
っ
て
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
時
折
目

を
覚
ま
し
た
が
、
も
う
満
足
に
は
話
せ
な
い
。

受
賞
作
品
を
読
ん
で

胆
管
が
ん
の
宣
告
は
、
ほ
ぼ
余
命
宣
告
に

等
し
い
。
松
友
さ
ん
の
作
品
は
、
父
の
闘
病
、

そ
し
て
緩
和
ケ
ア
か
ら
末
期
ま
で
の
推
移
を
、

冷
静
に
、し
か
し
温
か
く
描
い
て
い
る
。「
わ

し
は
こ
の
病
院
で
死
ぬ
ん
よ
。
死
ん
で
、
わ

し
の
家
に
帰
る
ん
じ
ゃ
」
と
い
う
父
親
の
言

葉
に
は
、
尊
厳
が
宿
っ
て
い
る
。「
あ
ん
わ

れ
」
も
、
最
期
ち
か
い
父
か
ら
の
激
励
の
気

持
ち
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
い
る
。

じ
つ
は
私
が
描
い
た
小
説『
ア
ミ
タ
ー
バ
』

も
同
じ
病
気
で
同
じ
経
過
を
た
ど
る
。
死
に

ゆ
く
本
人
の
目
線
で
死
を
描
い
て
み
た
の
だ

が
、
松
友
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
家
に
帰
っ
た

あ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
た
の
だ
ろ

う
？　

　

ふ
と
、
結
婚
も
せ
ず
子
ど
も
も
い
な
い
人

の
命
は
、
続
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
考
え

込
ん
で
し
ま
っ
た
。

�

（
玄
侑　

宗
久
）
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［エッセー部門］入賞作品

め
家
族
も
ど
ん
ど
ん
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
状
況
の
中
で
も
春

香
は
、
発
作
が
落
ち
着
い
て
い
る
時
間
に
、

左
手
に
絵
筆
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
絵

を
描
き
続
け
、亡
く
な
る
１
カ
月
前
に
、『
×

く
ん
』
と
い
う
絵
本
を
完
成
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
存
在
意
義
を
失
い
か
け
て

い
た
主
人
公
の
×
く
ん
が
、
あ
る
女
の
子
の

た
っ
た
一
言
で
勇
気
が
湧
い
て
、
前
を
向
い

て
進
ん
で
い
く
、
そ
ん
な
物
語
で
す
。
春
香

自
身
が
、
自
分
の
存
在
意
義
と
必
死
に
向
き

合
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
春
香
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
急
い
で

印
刷
屋
さ
ん
で
５
冊
の
み
製
本
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
手
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た

が
、
再
々
発
で
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
た

の
で
、
見
る
こ
と
や
読
む
こ
と
は
叶か

な

い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
１
カ
月
後
、
18
歳

の
若
さ
で
天
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
再
発
か

ら
た
っ
た
１
年
で
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て

娘
が
残
し
て
く
れ
た
こ
の
絵
本
は
、
宝
物
と

な
り
ま
し
た
。

「
人
の
心
に
何
か
を
刻
み
た
い
。」

「
人
の
役
に
立
ち
た
い
。」

病
床
の
枕
も
と
で
、
春
香
は
言
葉
が
発
せ

ら
れ
な
く
な
る
ま
で
呟

つ
ぶ
や
き
続
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
多
く
の
方
々
と
の
ご
縁
と
お
力
添
え

に
よ
り
、
今
夏
、
正
式
な
絵
本
と
し
て
『
×

く
ん
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

春
香
に
と
っ
て
絵
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
は
生

き
る
力
そ
の
も
の
で
し
た
。
絵
本
に
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
く
の
人
に
届
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
18
歳
で
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
現
実

は
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
春
香
の
想
い
を
繋つ

な

い
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
天
国
に
い
る
春

香
か
ら
、
絵
本
『
×
く
ん
』
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
す
。
ど
う
ぞ
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　

残
暑
な
お
厳
し
き
折
、
ど
う
ぞ
お
体
を
大

切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
生
の
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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猛
暑
も
よ
う
や
く
過
ぎ
去
り
、
朝
夕
に
は

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｍ
先
生
、
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

　

早
い
も
の
で
春
香
が
旅
立
ち
、
３
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
先
生
と
春
香
と
の

出
会
い
は
、
２
０
１
３
年
の
秋
で
し
た
。
春

香
は
激
し
い
頭
痛
と
嘔お

う

吐と

に
襲
わ
れ
、
私
た

ち
は
た
ま
ら
ず
救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
脳
腫し

ゅ

瘍よ
う

が

発
覚
し
、
当
時
は
あ
ま
り
の
病
気
の
重
さ
に

た
だ
た
だ
体
が
震
え
、
不
安
と
恐
怖
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
病
室
に
移

り
、
憔

し
ょ
う

悴す
い

し
き
っ
た
私
た
ち
に
、
先
生
は
冷

静
に
優
し
く
病
状
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
で
容
体
が
急

変
し
、
緊
急
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
執
刀
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
７
年
に
も
及
ぶ
春
香
の
闘

病
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
時
、
小
学
６
年
だ
っ
た
春
香
は
、
術
後
、

放
射
線
治
療
や
半
年
間
に
及
ぶ
抗
が
ん
剤
治

療
を
受
け
、
以
来
、
病
と
向
き
合
う
日
々
が

始
ま
り
ま
し
た
。
中
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
、

学
業
と
治
療
と
の
両
立
に
必
死
に
な
っ
て
立

ち
向
か
い
、
そ
の
姿
は
、
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
体
調
の
回
復

に
は
十
分
な
時
間
が
必
要
で
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
登
校
で
き
な
い
日
々
に
、
次
第
に

情
緒
も
不
安
定
に
な
り
、
半
年
ほ
ど
不
登
校

に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
態
の
中
で
も
、

先
生
に
お
会
い
で
き
る
定
期
検
診
だ
け
は
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
診
察
日

が
近
づ
く
と
、
伝
え
た
い
こ
と
や
、
見
て
も

ら
い
た
い
制
作
作
品
な
ど
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
お
会
い
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
語
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
の
中
で
は

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
春

香
、
き
っ
と
、
自
分
の
想
い
を
表
現
し
た
絵

や
作
品
を
、
大
好
き
だ
っ
た
先
生
に
見
て
も

ら
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

手
に
取
っ
て
、「
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
！
」

と
言
っ
て
下
さ
っ
た
時
の
春
香
の
笑
み
は
、

喜
び
に
満
ち
溢あ

ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
決
し
て
長

い
と
は
言
え
な
い
診
察
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
優
し
く
温
か
な
ひ
と
時
で
し
た
。
そ

ん
な
思
い
出
が
蘇

よ
み
が
える
と
、
と
て
も
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

高
校
生
に
な
る
と
、「
漫
画
家
に
な
る
」

と
い
う
夢
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
７
年
目
に
入
ろ
う
と
す
る
頃
、
診

察
室
で
先
生
か
ら
「
再
発
の
疑
い
が
あ
る
」

こ
と
を
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
時
ほ
ど
、

春
香
と
の
限
り
あ
る
時
間
を
意
識
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
び
手
術
に
挑
み
、
成
功

し
た
も
の
の
予
告
さ
れ
て
い
た
通
り
右
半
身

麻ま

痺ひ

と
失
語
症
の
障
害
を
負
い
ま
し
た
。
治

療
と
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
中
、
次
第
に
精
神
症

状
を
と
も
な
う
発
作
も
現
れ
、
本
人
を
は
じ

一
般
の
部

日
本
医
師
会
賞

天
国
か
ら
の
贈
り
物

坂
野
　
和
歌
子
（
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）　
愛
知
県

p.14

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社



15

め
家
族
も
ど
ん
ど
ん
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
状
況
の
中
で
も
春

香
は
、
発
作
が
落
ち
着
い
て
い
る
時
間
に
、

左
手
に
絵
筆
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
絵

を
描
き
続
け
、亡
く
な
る
１
カ
月
前
に
、『
×

く
ん
』
と
い
う
絵
本
を
完
成
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
存
在
意
義
を
失
い
か
け
て

い
た
主
人
公
の
×
く
ん
が
、
あ
る
女
の
子
の

た
っ
た
一
言
で
勇
気
が
湧
い
て
、
前
を
向
い

て
進
ん
で
い
く
、
そ
ん
な
物
語
で
す
。
春
香

自
身
が
、
自
分
の
存
在
意
義
と
必
死
に
向
き

合
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
春
香
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
急
い
で

印
刷
屋
さ
ん
で
５
冊
の
み
製
本
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
手
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た

が
、
再
々
発
で
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
た

の
で
、
見
る
こ
と
や
読
む
こ
と
は
叶か

な

い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
１
カ
月
後
、
18
歳

の
若
さ
で
天
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
再
発
か

ら
た
っ
た
１
年
で
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て

娘
が
残
し
て
く
れ
た
こ
の
絵
本
は
、
宝
物
と

な
り
ま
し
た
。

「
人
の
心
に
何
か
を
刻
み
た
い
。」

「
人
の
役
に
立
ち
た
い
。」

病
床
の
枕
も
と
で
、
春
香
は
言
葉
が
発
せ

ら
れ
な
く
な
る
ま
で
呟

つ
ぶ
や
き
続
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
多
く
の
方
々
と
の
ご
縁
と
お
力
添
え

に
よ
り
、
今
夏
、
正
式
な
絵
本
と
し
て
『
×

く
ん
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

春
香
に
と
っ
て
絵
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
は
生

き
る
力
そ
の
も
の
で
し
た
。
絵
本
に
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
く
の
人
に
届
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
18
歳
で
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
現
実

は
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
春
香
の
想
い
を
繋つ

な

い
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
天
国
に
い
る
春

香
か
ら
、
絵
本
『
×
く
ん
』
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
す
。
ど
う
ぞ
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　

残
暑
な
お
厳
し
き
折
、
ど
う
ぞ
お
体
を
大

切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
生
の
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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和
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猛
暑
も
よ
う
や
く
過
ぎ
去
り
、
朝
夕
に
は

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｍ
先
生
、
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

　

早
い
も
の
で
春
香
が
旅
立
ち
、
３
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
先
生
と
春
香
と
の

出
会
い
は
、
２
０
１
３
年
の
秋
で
し
た
。
春

香
は
激
し
い
頭
痛
と
嘔お

う

吐と

に
襲
わ
れ
、
私
た

ち
は
た
ま
ら
ず
救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
脳
腫し

ゅ

瘍よ
う

が

発
覚
し
、
当
時
は
あ
ま
り
の
病
気
の
重
さ
に

た
だ
た
だ
体
が
震
え
、
不
安
と
恐
怖
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
病
室
に
移

り
、
憔

し
ょ
う

悴す
い

し
き
っ
た
私
た
ち
に
、
先
生
は
冷

静
に
優
し
く
病
状
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
で
容
体
が
急

変
し
、
緊
急
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
執
刀
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
７
年
に
も
及
ぶ
春
香
の
闘

病
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
時
、
小
学
６
年
だ
っ
た
春
香
は
、
術
後
、

放
射
線
治
療
や
半
年
間
に
及
ぶ
抗
が
ん
剤
治

療
を
受
け
、
以
来
、
病
と
向
き
合
う
日
々
が

始
ま
り
ま
し
た
。
中
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
、

学
業
と
治
療
と
の
両
立
に
必
死
に
な
っ
て
立

ち
向
か
い
、
そ
の
姿
は
、
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
体
調
の
回
復

に
は
十
分
な
時
間
が
必
要
で
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
登
校
で
き
な
い
日
々
に
、
次
第
に

情
緒
も
不
安
定
に
な
り
、
半
年
ほ
ど
不
登
校

に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
態
の
中
で
も
、

先
生
に
お
会
い
で
き
る
定
期
検
診
だ
け
は
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
診
察
日

が
近
づ
く
と
、
伝
え
た
い
こ
と
や
、
見
て
も

ら
い
た
い
制
作
作
品
な
ど
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
お
会
い
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
語
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
の
中
で
は

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
春

香
、
き
っ
と
、
自
分
の
想
い
を
表
現
し
た
絵

や
作
品
を
、
大
好
き
だ
っ
た
先
生
に
見
て
も

ら
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

手
に
取
っ
て
、「
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
！
」

と
言
っ
て
下
さ
っ
た
時
の
春
香
の
笑
み
は
、

喜
び
に
満
ち
溢あ

ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
決
し
て
長

い
と
は
言
え
な
い
診
察
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
優
し
く
温
か
な
ひ
と
時
で
し
た
。
そ

ん
な
思
い
出
が
蘇

よ
み
が
える
と
、
と
て
も
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

高
校
生
に
な
る
と
、「
漫
画
家
に
な
る
」

と
い
う
夢
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
７
年
目
に
入
ろ
う
と
す
る
頃
、
診

察
室
で
先
生
か
ら
「
再
発
の
疑
い
が
あ
る
」

こ
と
を
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
時
ほ
ど
、

春
香
と
の
限
り
あ
る
時
間
を
意
識
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
び
手
術
に
挑
み
、
成
功

し
た
も
の
の
予
告
さ
れ
て
い
た
通
り
右
半
身

麻ま

痺ひ

と
失
語
症
の
障
害
を
負
い
ま
し
た
。
治

療
と
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
中
、
次
第
に
精
神
症

状
を
と
も
な
う
発
作
も
現
れ
、
本
人
を
は
じ

受
賞
作
品
を
読
ん
で

18
歳
で
亡
く
な
っ
た
愛
娘
の
遺
作
と

な
っ
た
絵
本
を
、
長
年
の
担
当
医
に
送
る

手
紙
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
病
院

で
の
医
師
と
の
面
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
娘
の
姿
が
、
母
の
目
を
通
し
て
切
な
く

描
か
れ
、
思
わ
ず
涙
を
誘
う
。
絵
本
の
内

容
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
省

略
が
余
韻
を
残
し
て
よ
い
効
果
を
生
ん
で

い
る
と
思
う
。

�

（
養
老　

孟
司
）
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［エッセー部門］入賞作品

か
、
麻ま

痺ひ

が
ひ
ど
く
、
走
る
こ
と
も
、
鉛
筆
を

握
る
こ
と
に
も
苦
労
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

「
身
体
、
赤
点
。」

「
学
力
も
最
近
難
問
解
い
て
な
い
か
ら
。」

自じ

嘲ち
ょ
う気
味
に
笑
う
と
、
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

ふ
と
、
障
害
者
の
施
設
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て

い
る
姉
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。
闘
病
に
入
っ
て
か

ら
は
、
自
分
の
事
ば
か
り
で
、
会
い
に
も
行
け

な
か
っ
た
。
ず
っ
と
昔
、
姉
を
助
け
る
た
め
に

養
護
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
と
作
文
に
書
い

て
、
参
観
日
に
そ
れ
を
見
た
母
が
凄
く
喜
ん
で

く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
胸
が
じ
わ
っ
と

温
か
く
緩
ん
だ
。
姉
の
こ
と
を
人
に
話
し
づ
ら

い
と
感
じ
た
若
か
っ
た
日
の
自
分
を
恥
じ
た
。

自
分
が
ど
の
道
に
生
ま
れ
た
の
か
、
古
い
記
憶

が
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
い
ず
れ
の
道
も
死
に
い
た
る
な
ら
、
ど
の
道

の
上
で
私
は
死
に
た
い
の
か
？
」

自
分
に
問
う
た
。
突
然
、
特
別
支
援
教
育
の

勉
強
が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
こ
み
上
げ
た
。

声
に
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
胸
に
染
み
た
。

　

私
は
通
信
制
大
学
に
入
学
手
続
き
を
と
っ
た
。

た
だ
毎
日
を
、
し
た
い
こ
と
、
精
一
杯
今
で
き

る
こ
と
で
埋
め
尽
く
し
た
い
と
思
っ
た
。　

日
々
、
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
と
参
考

書
に
没
頭
し
た
。
試
験
を
無
事
に
終
え
、
教
育

委
員
会
で
交
付
さ
れ
た
免
許
状
を
見
せ
に
、
久

し
ぶ
り
に
姉
の
施
設
へ
行
っ
た
。
言
葉
が
十
分

理
解
で
き
る
筈は

ず

の
無
い
姉
が
、
満
面
の
笑
み
で

私
を
抱
き
し
め
て
く
れ
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
主
治
医
が
定
年
退
職
の

た
め
、
新
し
く
主
治
医
を
探
さ
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
結
果
、
生
存
率
が
と
て
も
高
い
と

評
判
の
が
ん
専
門
の
病
院
に
転
院
し
た
。
笑
顔

の
優
し
い
院
長
は
、

「
私
も
が
ん
患
者
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
こ
で
の
薬
が
体
に

合
っ
た
の
か
、
が
ん
の
勢
い
を
示
す
マ
ー
カ
ー

値
は
じ
り
じ
り
と
下
が
り
続
け
、
半
年
後
の
秋

に
は
、
正
常
値
に
ま
で
改
善
、
体
調
も
以
前
の

状
態
に
戻
っ
た
。
奇
跡
だ
と
思
え
た
。
で
も
こ

の
先
も
再
発
や
悪
化
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
も
う
良
い
と
思
っ
た
。

「
い
ず
れ
の
道
も
あ
の
世
に
続
く
」
の
な
ら
、

私
は
自
分
が
納
得
し
た
道
の
上
で
、
今
日
と
い

う
日
を
精
一
杯
に
幸
せ
に
生
き
て
い
る
。
生
き

て
い
こ
う
と
主
治
医
と
決
め
た
の
だ
か
ら
。

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
で
始
ま
る
朝
食
か
ら
自
家
製

お
弁
当
、
夕
飯
も
毎
食
手
作
り
、
お
酒
も
た
ば

こ
も
口
に
し
な
か
っ
た
。
睡
眠
不
足
と
少
し
働

き
過
ぎ
と
い
う
以
外
、
病
気
に
な
る
理
由
が
思

い
当
た
ら
な
か
っ
た
。
な
の
に
…
…
。

「
乳
が
ん
？　

ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
？　

骨
転
移
？　

何
そ
れ
？
」

医
師
よ
り
伝
え
ら
れ
た
瞬
間
、
悲
し
み
よ
り
、

怒
り
に
近
い
感
情
が
口
か
ら
吹
き
出
し
そ
う
に

な
る
の
を
必
死
で
こ
ら
え
た
。
平
成
31
年
の
盛

夏
。

「
先
生
、
末
期
が
ん
っ
て
？　

私
ま
だ
働
け
ま

す
！
」

主
治
医
は
黙
し
た
ま
ま
、
Ｃ
Ｔ
の
画
像
を
指

さ
し
、

「
右
胸
全
体
の
白
い
蜘く

蛛も

の
巣
の
よ
う
な
影
が

そ
れ
で
す
。
外
科
的
に
切
除
が
大
変
難
し
い
。

す
で
に
骨
に
も
リ
ン
パ
に
も
転
移
し
て
い
る
の

で
、
化
学
療
法
で
お
薬
に
よ
る
治
療
と
な
り
ま

す
。
延
命
目
的
の
治
療
と
な
り
ま
す
。」

「
延
命
っ
て
…
…
私
は
死
ぬ
の
で
す
か
。」

質
問
は
声
に
な
ら
ず
、
た
だ
唾
を
飲
み
込
ん

だ
。

「
余
命
宣
告
で
し
ょ
う
か
？
」

カ
ラ
カ
ラ
に
な
っ
た
喉
か
ら
、
言
葉
を
絞
り

だ
し
た
私
を
、
気
の
毒
そ
う
に
見
つ
め
る
主
治

医
と
看
護
師
さ
ん
達
が
い
た
。
部
屋
の
壁
が
灰

色
に
揺
れ
て
、
私
は
意
識
が
遠
の
き
始
め
た
の

を
感
じ
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

看
護
師
さ
ん
の
優
し
い
手
が
、
私
の
腕
に
ま

か
れ
た
血
圧
計
を
フ
ウ
フ
ウ
と
や
さ
し
く
膨
ら

ま
せ
て
く
れ
て
い
た
。

「
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
先
、
ど

う
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
。
凄
く
混
乱
し
て

い
ま
す
。」

そ
こ
ま
で
い
う
と
、
堰せ

き

を
切
っ
た
よ
う
に
、

喉
の
奥
か
ら
嗚お

咽え
つ

が
込
み
上
げ
た
。
奥
歯
で
こ

み
上
げ
る
嗚
咽
を
か
み
砕
こ
う
と
す
る
の
に
、

大
き
な
嗚
咽
の
塊
が
勢
い
よ
く
押
し
出
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
よ
う
に
し
ゃ
く
り
上
げ
る
私
の
右

手
を
、
看
護
師
さ
ん
は
強
く
に
ぎ
っ
て
く
れ
た
。

「
一
番
好
き
な
こ
と
を
さ
れ
る
の
も
良
い
で
す

よ
。」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
、
優
し
い
慰
め
の

声
に
な
ぜ
か
は
分
か
ら
な
い
苛
立
ち
と
絶
望
感
。

自
分
で
も
不
鮮
明
で
理
解
不
能
な
感
情
が
涙
を

押
し
戻
し
た
。

　

次
の
通
院
日
ま
で
、
私
は
人
生
で
初
め
て
引

き
こ
も
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
だ
け
し
か

喉
を
通
ら
ず
、
布
団
か
ら
起
き
上
が
る
気
力
も

な
く
天
井
を
眺
め
て
過
ご
し
た
。
死
ん
だ
よ
う

に
生
き
た
。

私
が
過
ご
し
た
30
年
は
高
校
数
学
教
師
と
し

て
、
受
験
指
導
に
あ
け
く
れ
た
30
年
だ
っ
た
。

些さ

細さ
い

な
成
績
の
差
で
、
内
申
点
に
差
を
付
け
た
。

そ
の
子
の
明
る
い
素
直
さ
も
、
内
に
秘
め
た
素

晴
ら
し
い
才
能
も
、
眩ま

ぶ

し
い
経
験
も
、
数
学
の

成
績
に
加
点
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
初

任
の
頃
、
こ
ん
な
に
偉
そ
う
に
人
を
判
定
す
る

な
ん
て
と
思
っ
た
心
も
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

罪
悪
感
は
薄
れ
て
い
っ
た
。

闘
病
か
ら
１
年
し
て
、
私
の
両
足
の
足
首
か

ら
先
と
、
利
き
腕
の
右
手
の
親
指
は
薬
の
せ
い

一
般
の
部

読
売
新
聞
社
賞

い
ず
れ
の
道

西
川
　
か
つ
み
（
58
歳
）　
京
都
府
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か
、
麻ま

痺ひ

が
ひ
ど
く
、
走
る
こ
と
も
、
鉛
筆
を

握
る
こ
と
に
も
苦
労
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

「
身
体
、
赤
点
。」

「
学
力
も
最
近
難
問
解
い
て
な
い
か
ら
。」

自じ

嘲ち
ょ
う気
味
に
笑
う
と
、
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

ふ
と
、
障
害
者
の
施
設
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て

い
る
姉
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。
闘
病
に
入
っ
て
か

ら
は
、
自
分
の
事
ば
か
り
で
、
会
い
に
も
行
け

な
か
っ
た
。
ず
っ
と
昔
、
姉
を
助
け
る
た
め
に

養
護
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
と
作
文
に
書
い

て
、
参
観
日
に
そ
れ
を
見
た
母
が
凄
く
喜
ん
で

く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
胸
が
じ
わ
っ
と

温
か
く
緩
ん
だ
。
姉
の
こ
と
を
人
に
話
し
づ
ら

い
と
感
じ
た
若
か
っ
た
日
の
自
分
を
恥
じ
た
。

自
分
が
ど
の
道
に
生
ま
れ
た
の
か
、
古
い
記
憶

が
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
い
ず
れ
の
道
も
死
に
い
た
る
な
ら
、
ど
の
道

の
上
で
私
は
死
に
た
い
の
か
？
」

自
分
に
問
う
た
。
突
然
、
特
別
支
援
教
育
の

勉
強
が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
こ
み
上
げ
た
。

声
に
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
胸
に
染
み
た
。

　

私
は
通
信
制
大
学
に
入
学
手
続
き
を
と
っ
た
。

た
だ
毎
日
を
、
し
た
い
こ
と
、
精
一
杯
今
で
き

る
こ
と
で
埋
め
尽
く
し
た
い
と
思
っ
た
。　

日
々
、
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
と
参
考

書
に
没
頭
し
た
。
試
験
を
無
事
に
終
え
、
教
育

委
員
会
で
交
付
さ
れ
た
免
許
状
を
見
せ
に
、
久

し
ぶ
り
に
姉
の
施
設
へ
行
っ
た
。
言
葉
が
十
分

理
解
で
き
る
筈は
ず

の
無
い
姉
が
、
満
面
の
笑
み
で

私
を
抱
き
し
め
て
く
れ
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
主
治
医
が
定
年
退
職
の

た
め
、
新
し
く
主
治
医
を
探
さ
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
結
果
、
生
存
率
が
と
て
も
高
い
と

評
判
の
が
ん
専
門
の
病
院
に
転
院
し
た
。
笑
顔

の
優
し
い
院
長
は
、

「
私
も
が
ん
患
者
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
こ
で
の
薬
が
体
に

合
っ
た
の
か
、
が
ん
の
勢
い
を
示
す
マ
ー
カ
ー

値
は
じ
り
じ
り
と
下
が
り
続
け
、
半
年
後
の
秋

に
は
、
正
常
値
に
ま
で
改
善
、
体
調
も
以
前
の

状
態
に
戻
っ
た
。
奇
跡
だ
と
思
え
た
。
で
も
こ

の
先
も
再
発
や
悪
化
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
も
う
良
い
と
思
っ
た
。

「
い
ず
れ
の
道
も
あ
の
世
に
続
く
」
の
な
ら
、

私
は
自
分
が
納
得
し
た
道
の
上
で
、
今
日
と
い

う
日
を
精
一
杯
に
幸
せ
に
生
き
て
い
る
。
生
き

て
い
こ
う
と
主
治
医
と
決
め
た
の
だ
か
ら
。

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
で
始
ま
る
朝
食
か
ら
自
家
製

お
弁
当
、
夕
飯
も
毎
食
手
作
り
、
お
酒
も
た
ば

こ
も
口
に
し
な
か
っ
た
。
睡
眠
不
足
と
少
し
働

き
過
ぎ
と
い
う
以
外
、
病
気
に
な
る
理
由
が
思

い
当
た
ら
な
か
っ
た
。
な
の
に
…
…
。

「
乳
が
ん
？　

ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
？　

骨
転
移
？　

何
そ
れ
？
」

医
師
よ
り
伝
え
ら
れ
た
瞬
間
、
悲
し
み
よ
り
、

怒
り
に
近
い
感
情
が
口
か
ら
吹
き
出
し
そ
う
に

な
る
の
を
必
死
で
こ
ら
え
た
。
平
成
31
年
の
盛

夏
。

「
先
生
、
末
期
が
ん
っ
て
？　

私
ま
だ
働
け
ま

す
！
」

主
治
医
は
黙
し
た
ま
ま
、
Ｃ
Ｔ
の
画
像
を
指

さ
し
、

「
右
胸
全
体
の
白
い
蜘く

蛛も

の
巣
の
よ
う
な
影
が

そ
れ
で
す
。
外
科
的
に
切
除
が
大
変
難
し
い
。

す
で
に
骨
に
も
リ
ン
パ
に
も
転
移
し
て
い
る
の

で
、
化
学
療
法
で
お
薬
に
よ
る
治
療
と
な
り
ま

す
。
延
命
目
的
の
治
療
と
な
り
ま
す
。」

「
延
命
っ
て
…
…
私
は
死
ぬ
の
で
す
か
。」

質
問
は
声
に
な
ら
ず
、
た
だ
唾
を
飲
み
込
ん

だ
。

「
余
命
宣
告
で
し
ょ
う
か
？
」

カ
ラ
カ
ラ
に
な
っ
た
喉
か
ら
、
言
葉
を
絞
り

だ
し
た
私
を
、
気
の
毒
そ
う
に
見
つ
め
る
主
治

医
と
看
護
師
さ
ん
達
が
い
た
。
部
屋
の
壁
が
灰

色
に
揺
れ
て
、
私
は
意
識
が
遠
の
き
始
め
た
の

を
感
じ
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

看
護
師
さ
ん
の
優
し
い
手
が
、
私
の
腕
に
ま

か
れ
た
血
圧
計
を
フ
ウ
フ
ウ
と
や
さ
し
く
膨
ら

ま
せ
て
く
れ
て
い
た
。

「
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
先
、
ど

う
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
。
凄
く
混
乱
し
て

い
ま
す
。」

そ
こ
ま
で
い
う
と
、
堰せ

き

を
切
っ
た
よ
う
に
、

喉
の
奥
か
ら
嗚お

咽え
つ

が
込
み
上
げ
た
。
奥
歯
で
こ

み
上
げ
る
嗚
咽
を
か
み
砕
こ
う
と
す
る
の
に
、

大
き
な
嗚
咽
の
塊
が
勢
い
よ
く
押
し
出
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
よ
う
に
し
ゃ
く
り
上
げ
る
私
の
右

手
を
、
看
護
師
さ
ん
は
強
く
に
ぎ
っ
て
く
れ
た
。

「
一
番
好
き
な
こ
と
を
さ
れ
る
の
も
良
い
で
す

よ
。」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
、
優
し
い
慰
め
の

声
に
な
ぜ
か
は
分
か
ら
な
い
苛
立
ち
と
絶
望
感
。

自
分
で
も
不
鮮
明
で
理
解
不
能
な
感
情
が
涙
を

押
し
戻
し
た
。

　

次
の
通
院
日
ま
で
、
私
は
人
生
で
初
め
て
引

き
こ
も
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
だ
け
し
か

喉
を
通
ら
ず
、
布
団
か
ら
起
き
上
が
る
気
力
も

な
く
天
井
を
眺
め
て
過
ご
し
た
。
死
ん
だ
よ
う

に
生
き
た
。

私
が
過
ご
し
た
30
年
は
高
校
数
学
教
師
と
し

て
、
受
験
指
導
に
あ
け
く
れ
た
30
年
だ
っ
た
。

些さ

細さ
い

な
成
績
の
差
で
、
内
申
点
に
差
を
付
け
た
。

そ
の
子
の
明
る
い
素
直
さ
も
、
内
に
秘
め
た
素

晴
ら
し
い
才
能
も
、
眩ま

ぶ

し
い
経
験
も
、
数
学
の

成
績
に
加
点
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
初

任
の
頃
、
こ
ん
な
に
偉
そ
う
に
人
を
判
定
す
る

な
ん
て
と
思
っ
た
心
も
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

罪
悪
感
は
薄
れ
て
い
っ
た
。

闘
病
か
ら
１
年
し
て
、
私
の
両
足
の
足
首
か

ら
先
と
、
利
き
腕
の
右
手
の
親
指
は
薬
の
せ
い

受
賞
作
品
を
読
ん
で

末
期
が
ん
を
宣
告
さ
れ
た
作
者
は
、
高

校
の
数
学
教
師
と
し
て
受
験
指
導
に
明
け

暮
れ
た
30
年
間
を
省
り
み
る
。
ま
さ
に
メ

メ
ン
ト
・
モ
リ
（
死
を
想
え
）
そ
の
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
道
も
死
に
至
る
な

ら
、
残
り
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
。
そ

こ
で
障
害
者
施
設
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い

る
姉
を
想
い
、
特
別
支
援
教
育
を
通
信
制

大
学
で
学
び
直
す
こ
と
を
決
意
す
る
。
思

い
切
っ
て
人
生
を
考
え
直
す
こ
と
の
大
切

さ
を
具
体
的
に
よ
く
伝
え
、
自
己
の
新
生

だ
け
で
な
く
、
安
易
な
能
力
主
義
・
成
果

主
義
の
現
代
批
判
、
内
な
る
差
別
意
識
の

解
消
な
ど
、
社
会
的
な
主
題
を
短
い
中
で

上
手
に
消
化
し
て
い
る
。
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［エッセー部門］入賞作品

め
ち
ゃ
悲
し
い
で
。
そ
ら
そ
う
や
。
な
ん
で

や
。
な
ん
か
あ
る
ん
か
。
先
生
に
言
う
て
み

い
。」
と
言
っ
た
。
過
去
に
行
っ
た
精
神
科

で
は
あ
な
た
よ
り
酷
い
状
態
の
人
は
山
程
い

る
と
言
わ
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
あ
な

た
よ
り
幼
く
辛
い
経
験
を
し
た
人
が
た
く
さ

ん
い
る
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
都
度
弱
い
自

分
を
責
め
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
恥
じ
た
。

目
の
前
に
い
る
先
生
は
い
つ
ま
で
も
ま
っ
す

ぐ
に
目
を
見
て
、
決
し
て
離
さ
な
か
っ
た
。

こ
こ
は
町
医
者
だ
。

そ
れ
か
ら
10
年
以
上
が
経
ち
、
私
は
も
ち

ろ
ん
夫
も
息
子
も
先
生
に
診
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
息
子
を
連
れ
て
い
く
と
と

て
も
喜
ん
で
、
か
わ
い
い
な
ぁ
と
見
た
こ
と

も
な
い
よ
う
な
笑
顔
で
診
察
を
し
て
く
れ
た
。

ち
い
さ
な
変
化
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
そ
ん
な
時
だ
っ
た
。
患
者
さ
ん
が
伝
え

た
症
状
を
く
り
返
し
確
認
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
カ
ル
テ
の
上
に
置
く
メ
モ
が
増
え
て

い
っ
た
。
診
察
を
終
え
た
人
の
名
前
を
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
ち
い
さ
な
変
化
が
確
信
へ
と
変
わ
っ

て
し
ま
う
よ
り
先
に
、
こ
の
場
所
は
閉
院
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
い
ご
に
３
人
で
挨
拶
に
い
っ
た
日
。
初

対
面
の
よ
う
な
目
で
先
生
は
私
を
見
つ
め
、

戸
惑
い
な
が
ら
笑
顔
を
向
け
た
。
連
絡
先
だ

け
で
も
聞
い
て
お
こ
う
。
そ
れ
が
無
理
な
ら

住
所
を
聞
き
手
紙
を
出
そ
う
と
考
え
を
巡
ら

せ
て
い
た
が
、
丁
重
に
看
護
師
さ
ん
が
止
め

て
く
れ
た
。

昔
、
先
生
は
教
え
て
く
れ
た
。
先
生
も
弱

い
の
だ
と
い
う
こ
と
。
患
者
さ
ん
の
こ
と
を

考
え
る
と
眠
れ
な
い
夜
が
あ
る
こ
と
。
朝
起

き
る
と
身
に
覚
え
の
な
い
傷
が
あ
る
こ
と
。

先
生
も
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
。

今
で
は
す
っ
か
り
違
う
建
物
に
な
っ
た
こ

の
場
所
は
、
変
わ
ら
ず
私
の
生
き
る
よ
す
が

と
な
っ
て
い
る
。

目
を
閉
じ
る
と
、
あ
の
重
た
い
扉
や
、
古

び
た
椅
子
、
ち
い
さ
な
受
付
が
そ
こ
に
見
え

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ゆ
っ
く
り
奥
へ
と
足

を
運
ぶ
と
、
白
衣
を
着
た
先
生
が
そ
こ
に

座
っ
て
い
て
、
こ
ち
ら
を
見
つ
め
、
微
笑
ん

で
い
る
。

先
生
が
い
る
そ
の
場
所
は
、
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な

に
熱
が
高
く
て
も
、
う
ま
く
呼
吸
が
で
き
な

く
て
も
、
心
が
病
ん
で
い
て
も
、
そ
こ
に
先

生
の
気
配
を
感
じ
る
だ
け
で
私
は
心
底
安
心

し
て
い
ら
れ
た
。

重
た
い
ガ
ラ
ス
扉
を
引
い
て
、
右
手
に
あ

る
ち
い
さ
な
受
付
に
顔
を
見
せ
る
。「
あ
ら

ま
た
風
邪
ひ
い
ち
ゃ
っ
た
？
」
と
薬
剤
師
さ

ん
が
体
温
計
を
差
し
出
し
て
く
れ
る
。
患
者

さ
ん
達
が
お
礼
も
兼
ね
て
持
っ
て
く
る
植
物

が
所
狭
し
と
置
か
れ
て
い
る
待
合
に
は
、
年

季
の
入
っ
た
ち
い
さ
な
灰
色
の
椅
子
が
た
く

さ
ん
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
座
り
前
を

見
上
げ
る
と
、
先
生
が
描
い
た
旅
先
の
絵
が

壁
に
飾
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
下
を
患
者
さ
ん

と
談
笑
し
な
が
ら
看
護
師
さ
ん
達
が
流
れ
る

よ
う
に
動
い
て
い
る
。
あ
ら
〇
〇
さ
ん
！
と

世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
る
お
ば
あ
さ
ん
達
や
、

お
互
い
の
症
状
に
つ
い
て
話
し
合
う
お
じ
い

さ
ん
達
。
そ
の
人
達
か
ら
す
れ
ば
孫
ほ
ど
年

が
離
れ
て
い
る
私
は
周
囲
か
ら
完
全
に
浮
い

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
私
は
こ
こ
に
い

る
だ
け
で
気
持
ち
は
安
ら
い
で
い
た
。
先
生

が
い
る
か
ら
も
う
大
丈
夫
だ
と
。

「
さ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
ま
た
熱
か
ぁ
。
血
圧
測
る

か
ら
こ
こ
に
座
っ
て
ー
。」

看
護
師
さ
ん
が
血
圧
を
測
り
な
が
ら
症
状

を
丁
寧
に
メ
モ
し
て
い
く
。

「
最
近
は
ど
う
？　

ち
ゃ
ん
と
食
べ
ら
れ
て

る
？
」

看
護
師
さ
ん
も
先
生
も
大
き
な
声
で
患
者

さ
ん
の
名
前
を
呼
び
、
一
人
一
人
に
声
を
か

け
る
。
そ
う
し
て
そ
の
人
の
日
常
に
そ
っ
と

優
し
く
触
れ
、
患
者
さ
ん
達
の
心
を
ゆ
っ
く

り
と
整
え
て
い
く
。

「
は
い
、
さ
ゆ
み
さ
ん
ー
。」

先
生
の
声
が
院
内
に
響
く
。
は
ぁ
い
と
手

を
挙
げ
嬉う

れ

し
さ
を
隠
し
き
れ
ず
へ
ら
へ
ら
と

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
奥
へ
と
向
か
う
。

多
く
の
国
を
学
会
等
で
旅
し
て
き
た
先
生

は
、
綺き

麗れ
い

な
白
髪
に
老
眼
鏡
を
か
け
、
頼
も

し
さ
を
纏ま

と

っ
た
そ
の
姿
は
と
て
も
格
好
よ
く

私
の
目
に
映
っ
た
。

は
じ
め
て
行
っ
た
頃
は
大
き
な
声
で
あ
れ

も
こ
れ
も
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
恥
ず
か
し

か
っ
た
り
も
し
た
け
れ
ど
、
何
年
も
何
年
も

先
生
や
看
護
師
さ
ん
達
と
言
葉
を
交
わ
し
て

い
く
う
ち
に
、
い
つ
し
か
自
分
の
事
ま
で
も

話
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

当
時
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

鬱う
つ

病
だ
と
精
神
科
で
診
断
さ
れ
、
進
学
校

だ
っ
た
の
で
中
退
し
た
。
薬
を
多
量
に
飲
み

父
に
背
負
わ
れ
病
院
に
走
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

食
事
も
き
ち
ん
と
摂
る
こ
と
が
出
来
ず
、
な

の
で
私
は
す
ぐ
に
高
熱
を
出
し
た
。
ぽ
っ
か

り
と
し
た
大
き
な
恐
怖
と
淋さ

び

し
さ
が
常
に
そ

こ
に
あ
り
、
自
分
だ
け
で
は
も
う
ど
う
す
る

こ
と
も
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
時
、
私
は
先

生
に
ち
い
さ
く
問
い
か
け
た
。
私
が
死
ん
だ

ら
さ
み
し
い
？
と
。
先
生
は
瞬
間
悲
し
い
表

情
を
し
、
そ
れ
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
私
の
目
を

見
て
、「
さ
ゆ
み
さ
ん
死
ん
だ
ら
先
生
め
ち
ゃ

一
般
の
部

審
査
員
特
別
賞

よ
す
が久

保
　
紗
佑
実
（
35
歳
）　
和
歌
山
県

受
賞
作
品
を
読
ん
で

読
み
進
め
る
う
ち
に
じ
ん
わ
り
と
涙
腺

が
緩
み
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら

も
、
ど
こ
か
落
ち
着
い
た
文
体
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

「
そ
の
人
の
日
常
に
そ
っ
と
優
し
く
触

れ
、
患
者
さ
ん
達
の
心
を
ゆ
っ
く
り
と
整

え
て
い
く
」

　

こ
の
描
写
に
医
療
施
設
と
患
者
さ
ん
の

理
想
の
か
た
ち
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
そ
っ
と
、
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
。

一
朝
一
夕
で
生
ま
れ
る
関
係
性
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
医
療
施
設
側
だ
け
に
求
め
る

も
の
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
町
医
者
」
と
、
そ
こ
に
勤
め
る
人
々
と

の
小
さ
な
、
時
に
は
深
刻
な
症
状
に
お
け

る
か
か
わ
り
合
い
。
そ
れ
が
人
生
を
変
え

る
ほ
ど
の
力
が
あ
る
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け

の
人
が
気
付
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
っ
と
、
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
。
そ

う
あ
り
た
い
と
願
っ
て
も
、
な
か
な
か
難

し
い
も
の
で
す
。
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め
ち
ゃ
悲
し
い
で
。
そ
ら
そ
う
や
。
な
ん
で

や
。
な
ん
か
あ
る
ん
か
。
先
生
に
言
う
て
み

い
。」
と
言
っ
た
。
過
去
に
行
っ
た
精
神
科

で
は
あ
な
た
よ
り
酷
い
状
態
の
人
は
山
程
い

る
と
言
わ
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
あ
な

た
よ
り
幼
く
辛
い
経
験
を
し
た
人
が
た
く
さ

ん
い
る
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
都
度
弱
い
自

分
を
責
め
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
恥
じ
た
。

目
の
前
に
い
る
先
生
は
い
つ
ま
で
も
ま
っ
す

ぐ
に
目
を
見
て
、
決
し
て
離
さ
な
か
っ
た
。

こ
こ
は
町
医
者
だ
。

そ
れ
か
ら
10
年
以
上
が
経
ち
、
私
は
も
ち

ろ
ん
夫
も
息
子
も
先
生
に
診
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
息
子
を
連
れ
て
い
く
と
と

て
も
喜
ん
で
、
か
わ
い
い
な
ぁ
と
見
た
こ
と

も
な
い
よ
う
な
笑
顔
で
診
察
を
し
て
く
れ
た
。

ち
い
さ
な
変
化
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
そ
ん
な
時
だ
っ
た
。
患
者
さ
ん
が
伝
え

た
症
状
を
く
り
返
し
確
認
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
カ
ル
テ
の
上
に
置
く
メ
モ
が
増
え
て

い
っ
た
。
診
察
を
終
え
た
人
の
名
前
を
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
ち
い
さ
な
変
化
が
確
信
へ
と
変
わ
っ

て
し
ま
う
よ
り
先
に
、
こ
の
場
所
は
閉
院
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
い
ご
に
３
人
で
挨
拶
に
い
っ
た
日
。
初

対
面
の
よ
う
な
目
で
先
生
は
私
を
見
つ
め
、

戸
惑
い
な
が
ら
笑
顔
を
向
け
た
。
連
絡
先
だ

け
で
も
聞
い
て
お
こ
う
。
そ
れ
が
無
理
な
ら

住
所
を
聞
き
手
紙
を
出
そ
う
と
考
え
を
巡
ら

せ
て
い
た
が
、
丁
重
に
看
護
師
さ
ん
が
止
め

て
く
れ
た
。

昔
、
先
生
は
教
え
て
く
れ
た
。
先
生
も
弱

い
の
だ
と
い
う
こ
と
。
患
者
さ
ん
の
こ
と
を

考
え
る
と
眠
れ
な
い
夜
が
あ
る
こ
と
。
朝
起

き
る
と
身
に
覚
え
の
な
い
傷
が
あ
る
こ
と
。

先
生
も
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
。

今
で
は
す
っ
か
り
違
う
建
物
に
な
っ
た
こ

の
場
所
は
、
変
わ
ら
ず
私
の
生
き
る
よ
す
が

と
な
っ
て
い
る
。

目
を
閉
じ
る
と
、
あ
の
重
た
い
扉
や
、
古

び
た
椅
子
、
ち
い
さ
な
受
付
が
そ
こ
に
見
え

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ゆ
っ
く
り
奥
へ
と
足

を
運
ぶ
と
、
白
衣
を
着
た
先
生
が
そ
こ
に

座
っ
て
い
て
、
こ
ち
ら
を
見
つ
め
、
微
笑
ん

で
い
る
。

先
生
が
い
る
そ
の
場
所
は
、
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な

に
熱
が
高
く
て
も
、
う
ま
く
呼
吸
が
で
き
な

く
て
も
、
心
が
病
ん
で
い
て
も
、
そ
こ
に
先

生
の
気
配
を
感
じ
る
だ
け
で
私
は
心
底
安
心

し
て
い
ら
れ
た
。

重
た
い
ガ
ラ
ス
扉
を
引
い
て
、
右
手
に
あ

る
ち
い
さ
な
受
付
に
顔
を
見
せ
る
。「
あ
ら

ま
た
風
邪
ひ
い
ち
ゃ
っ
た
？
」
と
薬
剤
師
さ

ん
が
体
温
計
を
差
し
出
し
て
く
れ
る
。
患
者

さ
ん
達
が
お
礼
も
兼
ね
て
持
っ
て
く
る
植
物

が
所
狭
し
と
置
か
れ
て
い
る
待
合
に
は
、
年

季
の
入
っ
た
ち
い
さ
な
灰
色
の
椅
子
が
た
く

さ
ん
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
座
り
前
を

見
上
げ
る
と
、
先
生
が
描
い
た
旅
先
の
絵
が

壁
に
飾
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
下
を
患
者
さ
ん

と
談
笑
し
な
が
ら
看
護
師
さ
ん
達
が
流
れ
る

よ
う
に
動
い
て
い
る
。
あ
ら
〇
〇
さ
ん
！
と

世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
る
お
ば
あ
さ
ん
達
や
、

お
互
い
の
症
状
に
つ
い
て
話
し
合
う
お
じ
い

さ
ん
達
。
そ
の
人
達
か
ら
す
れ
ば
孫
ほ
ど
年

が
離
れ
て
い
る
私
は
周
囲
か
ら
完
全
に
浮
い

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
私
は
こ
こ
に
い

る
だ
け
で
気
持
ち
は
安
ら
い
で
い
た
。
先
生

が
い
る
か
ら
も
う
大
丈
夫
だ
と
。

「
さ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
ま
た
熱
か
ぁ
。
血
圧
測
る

か
ら
こ
こ
に
座
っ
て
ー
。」

看
護
師
さ
ん
が
血
圧
を
測
り
な
が
ら
症
状

を
丁
寧
に
メ
モ
し
て
い
く
。

「
最
近
は
ど
う
？　

ち
ゃ
ん
と
食
べ
ら
れ
て

る
？
」

看
護
師
さ
ん
も
先
生
も
大
き
な
声
で
患
者

さ
ん
の
名
前
を
呼
び
、
一
人
一
人
に
声
を
か

け
る
。
そ
う
し
て
そ
の
人
の
日
常
に
そ
っ
と

優
し
く
触
れ
、
患
者
さ
ん
達
の
心
を
ゆ
っ
く

り
と
整
え
て
い
く
。

「
は
い
、
さ
ゆ
み
さ
ん
ー
。」

先
生
の
声
が
院
内
に
響
く
。
は
ぁ
い
と
手

を
挙
げ
嬉う

れ

し
さ
を
隠
し
き
れ
ず
へ
ら
へ
ら
と

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
奥
へ
と
向
か
う
。

多
く
の
国
を
学
会
等
で
旅
し
て
き
た
先
生

は
、
綺き

麗れ
い

な
白
髪
に
老
眼
鏡
を
か
け
、
頼
も

し
さ
を
纏ま

と

っ
た
そ
の
姿
は
と
て
も
格
好
よ
く

私
の
目
に
映
っ
た
。

は
じ
め
て
行
っ
た
頃
は
大
き
な
声
で
あ
れ

も
こ
れ
も
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
恥
ず
か
し

か
っ
た
り
も
し
た
け
れ
ど
、
何
年
も
何
年
も

先
生
や
看
護
師
さ
ん
達
と
言
葉
を
交
わ
し
て

い
く
う
ち
に
、
い
つ
し
か
自
分
の
事
ま
で
も

話
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

当
時
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

鬱う
つ

病
だ
と
精
神
科
で
診
断
さ
れ
、
進
学
校

だ
っ
た
の
で
中
退
し
た
。
薬
を
多
量
に
飲
み

父
に
背
負
わ
れ
病
院
に
走
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

食
事
も
き
ち
ん
と
摂
る
こ
と
が
出
来
ず
、
な

の
で
私
は
す
ぐ
に
高
熱
を
出
し
た
。
ぽ
っ
か

り
と
し
た
大
き
な
恐
怖
と
淋さ

び

し
さ
が
常
に
そ

こ
に
あ
り
、
自
分
だ
け
で
は
も
う
ど
う
す
る

こ
と
も
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
時
、
私
は
先

生
に
ち
い
さ
く
問
い
か
け
た
。
私
が
死
ん
だ

ら
さ
み
し
い
？
と
。
先
生
は
瞬
間
悲
し
い
表

情
を
し
、
そ
れ
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
私
の
目
を

見
て
、「
さ
ゆ
み
さ
ん
死
ん
だ
ら
先
生
め
ち
ゃ

受
賞
作
品
を
読
ん
で

読
み
進
め
る
う
ち
に
じ
ん
わ
り
と
涙
腺

が
緩
み
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら

も
、
ど
こ
か
落
ち
着
い
た
文
体
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

「
そ
の
人
の
日
常
に
そ
っ
と
優
し
く
触

れ
、
患
者
さ
ん
達
の
心
を
ゆ
っ
く
り
と
整

え
て
い
く
」

　

こ
の
描
写
に
医
療
施
設
と
患
者
さ
ん
の

理
想
の
か
た
ち
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
そ
っ
と
、
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
。

一
朝
一
夕
で
生
ま
れ
る
関
係
性
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
医
療
施
設
側
だ
け
に
求
め
る

も
の
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
町
医
者
」
と
、
そ
こ
に
勤
め
る
人
々
と

の
小
さ
な
、
時
に
は
深
刻
な
症
状
に
お
け

る
か
か
わ
り
合
い
。
そ
れ
が
人
生
を
変
え

る
ほ
ど
の
力
が
あ
る
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け

の
人
が
気
付
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
っ
と
、
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
。
そ

う
あ
り
た
い
と
願
っ
て
も
、
な
か
な
か
難

し
い
も
の
で
す
。

�

（
水
野　

真
紀
）
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「
何
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
私
」
と
一
人
苦
笑
し

た
。
手
術
す
る
か
し
な
い
か
、
決
め
る
の
は

私
だ
。
私
に
は
、
祖
母
の
よ
う
に
大
き
な
岩

も
光
も
見
え
な
い
が
、
余
命
宣
告
は
何
か
大

切
な
意
味
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
分
か
る
。

　

手
術
し
な
い
と
決
心
す
る
と
、
急
に
心
が

軽
く
な
っ
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
山
の
村
に
帰

ろ
う
！

　

県
内
唯
一
の
国
立
中
学
校
で
の
仕
事
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
睡
眠
時
間
も
削

る
忙
し
さ
だ
っ
た
。
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え

て
い
る
。

　

豊
か
な
自
然
だ
ら
け
の
村
で
、
す
べ
て
の

い
の
ち
を
大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
っ
て
、
食
住
衣
を
自
給
す
る
昔
な
が
ら
の

暮
ら
し
に
戻
ろ
う
。

　

母
校
が
廃
校
に
な
り
、
そ
の
跡
を
譲
り
受

け
た
時
、い
つ
か
夢
を
叶か
な

え
よ
う
と「
は
ー
と
・

ら
い
ふ
村
」
と
名
付
け
て
い
た
。「
い
つ
か
」

で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
は
今
す
ぐ
に
や

ろ
う
！

　

１
９
９
６
年
２
月
、
校
庭
の
真
ん
中
に
自

分
で
設
計
し
た
自
然
木
と
漆し
っ

喰く
い

の
家
を
建
て

始
め
た
。
雑
誌
の
コ
ラ
ム
で
移
住
を
呼
び
か

け
た
ら
、
同
じ
夢
を
抱
く
人
々
が
全
国
か
ら

訪
ね
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
中
の
一
人
、
Ｋ
市
か
ら
や
っ
て
来
た

木
工
作
家
と
意
気
投
合
し
て
結
婚
し
、
家
具

類
は
す
べ
て
土
佐
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
で
手
作
り

し
て
も
ら
っ
た
。

　

カ
チ
ン
カ
チ
ン
だ
っ
た
校
庭
に
、
裏
山
か

ら
腐
葉
土
や
枯
れ
草
を
運
び
、
ふ
か
ふ
か
の

畑
に
し
た
。
果
樹
、小
麦
、野
菜
、お
茶
、ハ
ー

ブ
な
ど
、
１
０
０
種
類
以
上
を
完
全
無
農
薬

自
然
栽
培
で
育
て
て
い
る
。

　

毎
朝
起
き
る
と
す
ぐ
庭
に
出
て
、
今
日
は

何
を
食
べ
よ
う
か
な
ー
と
見み

廻ま
わ

す
の
が
楽
し

い
。
採
っ
て
す
ぐ
食
べ
る
新
鮮
な
野
菜
の
お

い
し
さ
は
、
格
別
だ
。

　

お
米
は
近
く
の
棚
田
で
育
て
て
い
る
。
メ

ダ
カ
や
ホ
ウ
ネ
ン
ダ
ワ
ラ
ミ
ニ
ア
メ
バ
チ
、

コ
オ
イ
ム
シ
な
ど
、
小
さ
な
生
き
も
の
た
ち

が
い
っ
ぱ
い
！

　

余
命
宣
告
を
受
け
て
30
年
。
毎
年
特
定
健

診
を
受
け
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
す
こ

ぶ
る
元
気
だ
。
コ
ロ
ナ
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
も
か
か
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
日
々

夢
中
で
続
け
て
生
き
て
い
る
。

　

ひ
き
こ
も
る
青
少
年
自
殺
予
防
の
「
居
場

所
」
運
営
や
、
殺
処
分
さ
れ
る
犬
猫
た
ち
の

保
護
譲
渡
活
動
な
ど
、「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し

て
い
ま
す
ね
！
」
と
驚
か
れ
る
が
、
私
に
し

て
み
れ
ば
全
部
つ
な
が
っ
て
い
る
。
根ね

元も
と

は

ひ
と
つ
だ
。
か
け
が
え
の
な
い
い
の
ち
を
、

み
ん
な
で
大
切
に
し
て
生
き
た
い
。

　

生
き
て
い
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
！

「
ニ
ク
シ
ュ
⁉
」、
反
射
的
に
先
生
に
問
い
返

し
た
。

「
ど
ん
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」

「
が
ん
の
親
戚
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。」

先
生
は
カ
ル
テ
に
視
線
を
お
い
た
ま
ま
、

さ
ら
り
と
答
え
た
。
と
た
ん
に
診
察
室
の
空

気
が
一
変
し
、
看
護
師
さ
ん
の
口
調
が
急
に

優
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

手
術
を
し
な
い
と
、
あ
と
３
カ
月
。
私
が

高
校
生
の
時
、
祖
母
が
子
宮
が
ん
で
宣
告
を

受
け
た
時
と
同
じ
K
市
民
病
院
で
、
24
年
後

に
私
も
同
じ
宣
告
を
受
け
る
と
は
！

　

祖
母
は
当
時
74
歳
だ
っ
た
が
、
す
で
に
進

行
し
て
い
る
の
で
手
術
は
難
し
い
と
言
わ
れ
、

入
院
し
て
放
射
線
治
療
を
受
け
た
。

　

県
庁
所
在
地
に
あ
る
そ
の
病
院
ま
で
は
、

バ
ス
と
電
車
を
乗
り
継
い
で
３
時
間
以
上
か

か
っ
た
が
、
私
も
お
見
舞
い
に
行
っ
た
。
付

き
添
い
し
て
い
た
祖
父
の
方
が
、「
早は
よ

う
連
れ

て
帰
り
た
い
。」
と
涙
を
流
し
た
の
が
辛
か
っ

た
。

　

痩
せ
て
見
る
影
も
無
く
な
っ
て
、
い
よ
い

よ
最
期
の
日
々
は
家
で
過
ご
さ
せ
た
い
と
、

退
院
し
て
き
た
。

　

学
校
か
ら
帰
る
と
夜
に
な
っ
た
が
、
私
は

い
つ
も
祖
母
の
傍
ら
に
居
た
。
子
ど
も
の
頃
、

祖
母
が
い
つ
も
昔
話
を
し
て
寝
か
し
つ
け
て

く
れ
た
よ
う
に
。

　

不
思
議
な
の
だ
が
、
骨
と
皮
の
よ
う
な
体

で
寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
、
祖
母
は
「
私
は

死
な
ん
ぜ
。」
と
は
っ
き
り
言
葉
に
し
た
。
大

き
な
岩
が
あ
っ
て
、
光
が
見
え
る
。
自
分
は

守
ら
れ
て
い
る
、
と
言
う
の
だ
。

　

母
な
ど
葬
儀
の
日
を
い
つ
迎
え
て
も
慌
て

な
い
よ
う
に
、
和
室
の
障
子
を
張
り
替
え
て

準
備
し
て
い
た
が
、
祖
母
は
ほ
ん
と
う
に
言

葉
通
り
に
快
復
し
て
、
畑
仕
事
を
す
る
ほ
ど

元
気
に
な
っ
た
！

　

役
場
の
保
健
師
さ
ん
は
じ
め
、
見
知
ら
ぬ

人
ま
で
祖
母
を
訪
ね
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ど
う
し
て
が
ん
を
治
し
た
の
か
？　

が
ん
患

者
の
家
族
は
誰
し
も
、
藁わ
ら

に
も
す
が
り
た
い

気
持
ち
に
な
る
の
は
よ
く
分
か
る
。

　

祖
母
は
86
歳
ま
で
元
気
に
生
き
た
。
そ
の

姿
を
見
て
き
た
の
で
、
奇く

し
く
も
同
じ
病
院

で
同
じ
よ
う
に
余
命
宣
告
さ
れ
た
時
、
真
っ

先
に
思
っ
た
の
は
「
私
も
死
ね
な
い
」
だ
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
！

　

病
気
休
暇
を
取
る
た
め
に
診
断
書
を
も
ら

い
、外
に
出
る
と
街
の
景
色
が
ま
っ
た
く
違
っ

て
見
え
た
。

　

見
慣
れ
た
当
た
り
前
の
景
色
も
、
日
々
の

暮
ら
し
も
愛
お
し
い
。
生
き
て
い
る
こ
と
は
、

奇
跡
だ
。

　

病
気
休
暇
が
取
れ
た
の
で
、
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
で
他
の
病
院
も
受
診
し
た
。
固か
た
ず唾

を
の
ん
で
、
先
生
の
診
断
を
聞
く
。

　

と
こ
ろ
が
、先
生
の
口
調
は
歯
切
れ
が
悪
い
。

肉
腫
で
あ
る
と
も
無
い
と
も
、
は
っ
き
り
言

わ
な
い
。
疑
い
は
あ
る
が
断
定
で
き
な
い
と

お
っ
し
ゃ
る
。

専
門
の
病
院
を
調
べ
た
り
探
し
た
り
し
て

は
、受
診
を
繰
り
返
し
た
。
大
学
病
院
や
オ
ー

リ
ン
グ
テ
ス
ト
な
ん
て
い
う
初
め
て
の
検
査

ま
で
受
け
た
り
し
た
。
ま
る
で
、
多
数
決
で

病
名
が
決
ま
る
み
た
い
に
。

　

７
院
目
の
診
断
結
果
を
聞
い
た
帰
り
道
、

一
般
の
部

審
査
員
特
別
賞

余
命
宣
告
か
ら
三
十
年

矢
野
　
富
久
味
（
72
歳
）　
高
知
県

p.20

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

p.21

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社

020_021_エッセー_審査員特別賞2_36C.indd   20 2024/04/10   18:13



21

「
何
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
私
」
と
一
人
苦
笑
し

た
。
手
術
す
る
か
し
な
い
か
、
決
め
る
の
は

私
だ
。
私
に
は
、
祖
母
の
よ
う
に
大
き
な
岩

も
光
も
見
え
な
い
が
、
余
命
宣
告
は
何
か
大

切
な
意
味
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
分
か
る
。

　

手
術
し
な
い
と
決
心
す
る
と
、
急
に
心
が

軽
く
な
っ
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
山
の
村
に
帰

ろ
う
！

　

県
内
唯
一
の
国
立
中
学
校
で
の
仕
事
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
睡
眠
時
間
も
削

る
忙
し
さ
だ
っ
た
。
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え

て
い
る
。

　

豊
か
な
自
然
だ
ら
け
の
村
で
、
す
べ
て
の

い
の
ち
を
大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
っ
て
、
食
住
衣
を
自
給
す
る
昔
な
が
ら
の

暮
ら
し
に
戻
ろ
う
。

　

母
校
が
廃
校
に
な
り
、
そ
の
跡
を
譲
り
受

け
た
時
、い
つ
か
夢
を
叶か
な

え
よ
う
と「
は
ー
と
・

ら
い
ふ
村
」
と
名
付
け
て
い
た
。「
い
つ
か
」

で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
は
今
す
ぐ
に
や

ろ
う
！

　

１
９
９
６
年
２
月
、
校
庭
の
真
ん
中
に
自

分
で
設
計
し
た
自
然
木
と
漆し
っ

喰く
い

の
家
を
建
て

始
め
た
。
雑
誌
の
コ
ラ
ム
で
移
住
を
呼
び
か

け
た
ら
、
同
じ
夢
を
抱
く
人
々
が
全
国
か
ら

訪
ね
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
中
の
一
人
、
Ｋ
市
か
ら
や
っ
て
来
た

木
工
作
家
と
意
気
投
合
し
て
結
婚
し
、
家
具

類
は
す
べ
て
土
佐
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
で
手
作
り

し
て
も
ら
っ
た
。

　

カ
チ
ン
カ
チ
ン
だ
っ
た
校
庭
に
、
裏
山
か

ら
腐
葉
土
や
枯
れ
草
を
運
び
、
ふ
か
ふ
か
の

畑
に
し
た
。
果
樹
、小
麦
、野
菜
、お
茶
、ハ
ー

ブ
な
ど
、
１
０
０
種
類
以
上
を
完
全
無
農
薬

自
然
栽
培
で
育
て
て
い
る
。

　

毎
朝
起
き
る
と
す
ぐ
庭
に
出
て
、
今
日
は

何
を
食
べ
よ
う
か
な
ー
と
見み

廻ま
わ

す
の
が
楽
し

い
。
採
っ
て
す
ぐ
食
べ
る
新
鮮
な
野
菜
の
お

い
し
さ
は
、
格
別
だ
。

　

お
米
は
近
く
の
棚
田
で
育
て
て
い
る
。
メ

ダ
カ
や
ホ
ウ
ネ
ン
ダ
ワ
ラ
ミ
ニ
ア
メ
バ
チ
、

コ
オ
イ
ム
シ
な
ど
、
小
さ
な
生
き
も
の
た
ち

が
い
っ
ぱ
い
！

　

余
命
宣
告
を
受
け
て
30
年
。
毎
年
特
定
健

診
を
受
け
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
す
こ

ぶ
る
元
気
だ
。
コ
ロ
ナ
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
も
か
か
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
日
々

夢
中
で
続
け
て
生
き
て
い
る
。

　

ひ
き
こ
も
る
青
少
年
自
殺
予
防
の
「
居
場

所
」
運
営
や
、
殺
処
分
さ
れ
る
犬
猫
た
ち
の

保
護
譲
渡
活
動
な
ど
、「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し

て
い
ま
す
ね
！
」
と
驚
か
れ
る
が
、
私
に
し

て
み
れ
ば
全
部
つ
な
が
っ
て
い
る
。
根ね

元も
と

は

ひ
と
つ
だ
。
か
け
が
え
の
な
い
い
の
ち
を
、

み
ん
な
で
大
切
に
し
て
生
き
た
い
。

　

生
き
て
い
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
！

「
ニ
ク
シ
ュ
⁉
」、
反
射
的
に
先
生
に
問
い
返

し
た
。

「
ど
ん
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」

「
が
ん
の
親
戚
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。」

先
生
は
カ
ル
テ
に
視
線
を
お
い
た
ま
ま
、

さ
ら
り
と
答
え
た
。
と
た
ん
に
診
察
室
の
空

気
が
一
変
し
、
看
護
師
さ
ん
の
口
調
が
急
に

優
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

手
術
を
し
な
い
と
、
あ
と
３
カ
月
。
私
が

高
校
生
の
時
、
祖
母
が
子
宮
が
ん
で
宣
告
を

受
け
た
時
と
同
じ
K
市
民
病
院
で
、
24
年
後

に
私
も
同
じ
宣
告
を
受
け
る
と
は
！

　

祖
母
は
当
時
74
歳
だ
っ
た
が
、
す
で
に
進

行
し
て
い
る
の
で
手
術
は
難
し
い
と
言
わ
れ
、

入
院
し
て
放
射
線
治
療
を
受
け
た
。

　

県
庁
所
在
地
に
あ
る
そ
の
病
院
ま
で
は
、

バ
ス
と
電
車
を
乗
り
継
い
で
３
時
間
以
上
か

か
っ
た
が
、
私
も
お
見
舞
い
に
行
っ
た
。
付

き
添
い
し
て
い
た
祖
父
の
方
が
、「
早は
よ

う
連
れ

て
帰
り
た
い
。」
と
涙
を
流
し
た
の
が
辛
か
っ

た
。

　

痩
せ
て
見
る
影
も
無
く
な
っ
て
、
い
よ
い

よ
最
期
の
日
々
は
家
で
過
ご
さ
せ
た
い
と
、

退
院
し
て
き
た
。

　

学
校
か
ら
帰
る
と
夜
に
な
っ
た
が
、
私
は

い
つ
も
祖
母
の
傍
ら
に
居
た
。
子
ど
も
の
頃
、

祖
母
が
い
つ
も
昔
話
を
し
て
寝
か
し
つ
け
て

く
れ
た
よ
う
に
。

　

不
思
議
な
の
だ
が
、
骨
と
皮
の
よ
う
な
体

で
寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
、
祖
母
は
「
私
は

死
な
ん
ぜ
。」
と
は
っ
き
り
言
葉
に
し
た
。
大

き
な
岩
が
あ
っ
て
、
光
が
見
え
る
。
自
分
は

守
ら
れ
て
い
る
、
と
言
う
の
だ
。

　

母
な
ど
葬
儀
の
日
を
い
つ
迎
え
て
も
慌
て

な
い
よ
う
に
、
和
室
の
障
子
を
張
り
替
え
て

準
備
し
て
い
た
が
、
祖
母
は
ほ
ん
と
う
に
言

葉
通
り
に
快
復
し
て
、
畑
仕
事
を
す
る
ほ
ど

元
気
に
な
っ
た
！

　

役
場
の
保
健
師
さ
ん
は
じ
め
、
見
知
ら
ぬ

人
ま
で
祖
母
を
訪
ね
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ど
う
し
て
が
ん
を
治
し
た
の
か
？　

が
ん
患

者
の
家
族
は
誰
し
も
、
藁わ
ら

に
も
す
が
り
た
い

気
持
ち
に
な
る
の
は
よ
く
分
か
る
。

　

祖
母
は
86
歳
ま
で
元
気
に
生
き
た
。
そ
の

姿
を
見
て
き
た
の
で
、
奇く

し
く
も
同
じ
病
院

で
同
じ
よ
う
に
余
命
宣
告
さ
れ
た
時
、
真
っ

先
に
思
っ
た
の
は
「
私
も
死
ね
な
い
」
だ
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
！

　

病
気
休
暇
を
取
る
た
め
に
診
断
書
を
も
ら

い
、外
に
出
る
と
街
の
景
色
が
ま
っ
た
く
違
っ

て
見
え
た
。

　

見
慣
れ
た
当
た
り
前
の
景
色
も
、
日
々
の

暮
ら
し
も
愛
お
し
い
。
生
き
て
い
る
こ
と
は
、

奇
跡
だ
。

　

病
気
休
暇
が
取
れ
た
の
で
、
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
で
他
の
病
院
も
受
診
し
た
。
固か
た
ず唾

を
の
ん
で
、
先
生
の
診
断
を
聞
く
。

　

と
こ
ろ
が
、先
生
の
口
調
は
歯
切
れ
が
悪
い
。

肉
腫
で
あ
る
と
も
無
い
と
も
、
は
っ
き
り
言

わ
な
い
。
疑
い
は
あ
る
が
断
定
で
き
な
い
と

お
っ
し
ゃ
る
。

専
門
の
病
院
を
調
べ
た
り
探
し
た
り
し
て

は
、受
診
を
繰
り
返
し
た
。
大
学
病
院
や
オ
ー

リ
ン
グ
テ
ス
ト
な
ん
て
い
う
初
め
て
の
検
査

ま
で
受
け
た
り
し
た
。
ま
る
で
、
多
数
決
で

病
名
が
決
ま
る
み
た
い
に
。

　

７
院
目
の
診
断
結
果
を
聞
い
た
帰
り
道
、

受
賞
作
品
を
読
ん
で

こ
の
作
品
も
典
型
的
な
メ
メ
ン
ト
・
モ

リ
で
あ
る
。
あ
と
３
カ
月
と
い
う
余
命
宣

告
を
契
機
に
き
わ
め
て
健
康
な
人
生
を

送
っ
て
い
る
。
無
農
薬
自
然
栽
培
の
農
業

を
行
い
、
周
囲
の
人
た
ち
と
も
さ
ま
ざ
ま

な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
、
見
よ

う
に
よ
っ
て
は
皮
肉
な
話
題
だ
が
、
そ
う

し
た
否
定
的
な
面
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ

な
い
明
る
さ
と
丈
夫
さ
が
あ
る
。
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ま
も
な
く
１
歳
に
な
る
我
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
君
は
、
目

下
の
と
こ
ろ
、
伝
い
歩
き
と
、
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
を
触

る
の
に
夢
中
だ
。
産
ま
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
彼
は
自

分
が
住
む
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見
て
、
触
り
、
聴
き
、

大
い
に
泣
い
て
笑
っ
て
、
毎
日
を
全
力
で
駆
け
抜
け
て
き

た
。

　

息
子
が
産
ま
れ
て
か
ら
、
私
の
方
は
こ
れ
ま
で
思
い
も

し
な
か
っ
た
多
く
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と

り
わ
け
、「
奇
跡
」
に
つ
い
て
。
奇
跡
と
は
一
体
何
だ
ろ

う
か
？　

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
何
か
し
ら
特
別
な
こ
と
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
奇
跡
だ
と
思
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
を
達
成
す
る
だ
と
か
、
難
病
を

克
服
す
る
だ
と
か
、
ご
く
少
数
の
人
が
経
験
す
る
こ
と
。

だ
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
こ
と
に
、
私
は
徐
々
に
気
づ

き
始
め
て
い
る
。
自
分
が
い
る
今
こ
の
場
所
に
あ
る
も
の

一
つ
一
つ
の
意
味
に
つ
い
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み

る
と
、
そ
こ
に
は
奇
跡
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
突
如

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
息
子
が
産
ま
れ
た
日
か
ら
今
ま
で
、

私
に
は
そ
う
思
え
る
瞬
間
が
幾い
く

つ
も
あ
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
、
街
路
樹
の
葉
が
美
し
く
色
づ
い
て
い
る

頃
、
陣
痛
に
よ
り
私
は
夜
明
け
前
に
入
院
し
た
。
出
勤
時

刻
に
な
る
と
担
当
の
先
生
と
看
護
師
の
方
が
、「
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
に
来
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
日

は
看
護
学
校
の
実
習
日
で
あ
る
ら
し
く
、
看
護
学
生
さ
ん

が
私
の
担
当
と
し
て
退
院
ま
で
付
き
添
っ
て
く
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
（
き
っ
と
も
う
素
敵
な
看
護
師
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
）。

　

数
時
間
が
経
ち
、「
と
て
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
よ
。」

と
先
生
が
言
っ
た
。
が
、
私
に
は
長
く
感
じ
ら
れ
、
内
心

で
は
「
ま
だ
ぁ
？
」
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
初
産

に
し
て
は
ス
ム
ー
ズ
な
よ
う
で
、
13
時
頃
に
い
よ
い
よ
分

娩
室
に
通
さ
れ
、
夫
も
呼
ば
れ
た
。
最
後
は
吸
引
分
娩
に

な
っ
た
も
の
の
、
15
時
前
に
、
身
長
49
㎝
の
赤
ん
坊
が
世

界
に
飛
び
出
し
て
産
声
を
上
げ
た
。
そ
の
時
、
私
が
感
じ

た
の
は
何
よ
り
も
感
謝
だ
っ
た
。
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
、

そ
し
て
10
カ
月
も
の
間
頑
張
り
抜
き
、
命
が
け
で
産
ま
れ

て
き
て
く
れ
た
息
子
に
。
体
を
拭
い
た
後
、
私
の
枕
元
に

や
っ
て
来
た
息
子
。
彼
の
体
は
本
当
に
暖
か
か
っ
た
。
そ

れ
に
加
え
、
細
部
の
印
象
が
強
く
残
っ
て
い
る
。
耳
の
周

囲
に
大
人
と
同
じ
よ
う
に
毛
が
生
え
て
い
た
こ
と
。
産
ま

れ
た
て
な
の
に
く
し
ゃ
み
が
で
き
た
こ
と
。
外
の
世
界
に

出
て
き
た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
怖
が
り
も
せ
ず
、
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
眠
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

　

翌
日
、
新
生
児
室
に
息
子
を
迎
え
に
行
っ
た
。
初
め
て

の
授
乳
を
終
え
、
ゲ
ッ
プ
の
仕
方
を
教
わ
っ
て
、
太
腿も
も

に

息
子
を
座
ら
せ
た
。
座
っ
た
姿
勢
の
彼
の
小
さ
さ
に
、

「
何
？　

こ
の
小
さ
な
生
き
物
？
」
と
な
ぜ
だ
か
と
て
も

シ
ュ
ー
ル
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
着
物
の
よ

う
な
産
衣
を
着
て
い
る
彼
は
、
小
さ
な
小
さ
な
侍
の
よ
う

に
さ
え
見
え
た
。
夜
に
な
っ
て
も
私
は
驚
き
っ
ぱ
な
し
。

産
ま
れ
て
２
日
目
の
赤
ん
坊
が
、
こ
ん
な
大
音
量
で
泣
く

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

入
院
４
日
目
は
初
め
て
の
沐も
く

浴よ
く

。
学
生
さ
ん
が
お
風
呂

に
入
れ
て
く
れ
た
。
息
子
は
泣
い
て
い
た
の
に
、
お
風
呂

に
つ
か
っ
た
瞬
間
、
手
を
頰
に
当
て
て
気
持
ち
よ
さ
を
絵

に
描
い
た
よ
う
に
う
っ
と
り
と
目
尻
を
下
げ
た
。

　

無
事
に
退
院
し
て
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
特
に
新
生

児
期
は
怒ど

涛と
う

の
日
々
だ
っ
た
。
出
産
前
、
育
児
雑
誌
で
１

日
の
授
乳
が
頻
回
で
あ
る
の
を
見
て
、
夫
と
２
人
で
「
た

く
さ
ん
飲
む
ね
。
ア
ハ
ハ
。」
と
笑
っ
て
い
た
の
だ
が
、

い
ざ
自
分
が
体
験
し
て
み
る
と
、
そ
の
期
間
は
人
生
で
一

番
の
寝
不
足
の
日
々
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
乳
頭
混
乱
、

湿
疹
、
泣
い
て
い
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
不
安
に
思

う
こ
と
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
人
生
で
一
番
心
配
し
た
日
々

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
日
々
の
中
で
遭
遇
し
た
の
は
、
た

く
さ
ん
の
奇
跡
だ
。
私
の
掌
て
の
ひ
らに
置
か
れ
た
息
子
の
足
の
小

さ
さ
。
大
発
見
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
指
を
グ
ー
パ
ー

す
る
姿
。
私
の
言
葉
に
反
応
し
て
、
初
め
て
彼
が
笑
み
を

浮
か
べ
た
日
。
初
め
て
の
笑
い
声
＝
こ
れ
が
彼
の
声
な
の

だ
と
知
っ
た
瞬
間
。
自
分
で
哺
乳
瓶
を
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
寝
返
り
か
ら
仰
向
け
に
戻
れ
ず
、
い
つ
も

ピ
ェ
ー
ン
と
泣
い
て
い
た
の
に
、
そ
の
１
カ
月
後
に
は
ド

ヤ
顏
で
寝
返
り
返
り
を
す
る
姿
。
突
然
の
、
つ
か
ま
り
立

ち
の
お
披
露
目
。「
我
が
家
を
見
回
ら
ね
ば
」
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
ハ
イ
ハ
イ
で
、
力
強
く
動
く
手
脚
。
何
や
ら
面

白
そ
う
な
も
の
を
発
見
し
、
笑
い
声
が
止
ま
ら
な
い
く
ら

い
に
喜
び
に
満
ち
た
姿
。

　

そ
れ
ら
の
光
景
は
、
私
に
は
全
て
奇
跡
に
思
え
る
。
産

ま
れ
て
１
年
も
経
た
な
い
小
さ
な
命
は
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
、
毎
日
毎
秒
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
い
る
。
身
長

70
㎝
の
小
さ
な
赤
ん
坊
が
自
ら
の
生
命
を
躍
動
さ
せ
て
い

る
姿
を
見
る
時
、
奇
跡
は
日
々
の
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
存
在

す
る
こ
と
を
私
は
感
じ
る
。
昔
か
ら
数あ
ま
た多

の
人
が
世
界
中

で
遭
遇
し
て
い
る
光
景
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
あ
り
ふ
れ
た

光
景
の
中
に
、
と
て
も
神
秘
的
で
、
と
て
も
大
切
な
何
か

が
あ
る
。

私
の
場
合
、
傍は
た

か
ら
見
れ
ば
命
に
関
わ
る
病
気
と
は
無

縁
の
少
女
だ
っ
た
。
だ
が
私
は
、
あ
の
頃
自
分
の
死
に
つ

い
て
ど
れ
ほ
ど
考
え
た
だ
ろ
う
か
。

仮
面
う
つ
。
そ
れ
が
当
時
の
私
の
病
名
だ
っ
た
。
仮
面

う
つ
は
子
ど
も
に
よ
く
見
ら
れ
る
う
つ
病
の
一
種
で
あ
る
。

頻
繁
に
風
邪
を
引
く
、
キ
レ
や
す
く
な
る
と
い
っ
た
症
状

が
出
る
が
、
私
の
場
合
は
後
者
だ
っ
た
。
小
学
校
の
終
わ

り
頃
に
当
時
の
友
達
と
絶
交
し
た
影
響
で
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
式
で
通
っ
て
い
た
中
学
校
で
も
孤
立
し
続
け
て
い
た
。

体
に
は
一
見
何
の
異
常
も
な
い
。
だ
が
い
つ
も
１
人
で
行

動
し
、
自
分
に
絡
ん
で
く
る
男
子
た
ち
に
キ
レ
た
り
学
校

で
の
ス
ト
レ
ス
を
家
で
も
ぶ
つ
け
た
り
し
て
い
た
。
そ
の

度
に
、
心
の
中
で
こ
う
思
っ
て
い
た
。

私
の
居
場
所
な
ん
て
ど
こ
に
も
な
い
。

中
学
３
年
の
４
月
下
旬
、
私
は
そ
ん
な
対
人
関
係
に
耐

え
ら
れ
な
く
な
り
、
と
う
と
う
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と

両
親
に
訴
え
た
。
当
然
２
人
は
大
反
対
し
た
が
、
私
が
大

泣
き
し
た
翌
日
か
ら
は
そ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
な
く

な
っ
た
。
高
校
受
験
も
控
え
て
い
る
の
に
と
い
う
２
人
の

胸
中
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。
だ
が
体
が
、
心
が
、

も
う
無
理
だ
と
悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
。

不
登
校
に
な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
抜
け
殻
の
よ
う

な
状
態
が
続
い
た
。
私
の
こ
と
を
嫌
っ
て
い
る
人
間
か
ら

は
離
れ
ら
れ
た
。
今
の
私
に
登
校
す
る
気
力
も
体
力
も
な

い
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
学
校
、
家
庭
双
方
に
理
解
し
て
も

ら
え
た
。
だ
が
こ
の
惨
め
さ
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
。
答

え
を
み
つ
け
る
の
に
そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

私
の
味
方
は
誰
も
い
な
い
か
ら
。

当
時
の
私
は
、
自
分
の
こ
と
を
少
し
で
も
叱
る
、
あ
る

い
は
「
分
か
っ
て
く
れ
な
い
」
人
を
例
外
な
く
敵
視
し
て

い
た
。
両
親
で
さ
え
も
そ
う
だ
。
不
登
校
に
な
る
以
前
か

ら
も
何
度
と
な
く
仮
病
を
使
っ
て
授
業
を
欠
席
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
親
は
そ
の
度
に
私
に
心
療
内
科
で
は
な
く

内
科
を
受
診
さ
せ
た
。
そ
ん
な
経
緯
が
あ
り
、
当
時
の
私

は
両
親
の
こ
と
す
ら
も
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
誰
も
私

と
仲
良
く
な
り
た
く
な
い
。
誰
も
私
の
こ
と
を
分
か
っ
て

く
れ
な
い
。
成
績
は
悪
い
し
運
動
神
経
も
良
く
な
い
上
、

別
の
能
力
に
秀
で
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
ん
な
私
な

ど
、
生
き
て
い
る
意
味
は
あ
る
の
か
。
い
っ
そ
の
こ
と
、

死
ん
で
し
ま
え
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
台
所
の
包
丁
を
手
に
取
り
、
そ
れ
を
自
分
の

心
臓
に
向
け
た
こ
と
も
何
度
か
繰
り
返
し
た
。

結
局
死
に
切
れ
な
い
ま
ま
夏
が
始
ま
ろ
う
と
し
た
時
、

私
は
実
家
の
市
外
に
あ
る
青
少
年
向
け
の
心
療
内
科
に
通

う
こ
と
に
な
っ
た
。
母
が
見
つ
け
て
き
た
そ
の
心
療
内
科

は
当
時
の
中
学
生
に
と
っ
て
大
移
動
に
な
る
が
、
月
１
回

で
も
気
分
転
換
の
感
覚
で
逆
に
通
え
る
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
た
の
だ
そ
う
だ
。

実
際
、
私
は
そ
こ
に
通
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
平

日
同
級
生
と
離
れ
ら
れ
る
心
理
的
安
全
に
加
え
、
心
療
内

科
の
先
生
に
も
比
較
的
安
心
し
て
私
の
思
い
を
素
直
に
話

せ
た
。
し
か
し
私
は
、
そ
の
過
程
で
別
の
問
題
に
直
面
し

た
。
少
し
の
間
だ
け
安あ
ん

堵ど

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、

今
度
は
私
が
い
か
に
周
囲
に
怒
り
を
撒
き
散
ら
し
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
に
「
気
付
き
」、
悩
み
始
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
。
笑
顔
は
笑
顔
を
生
む
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
逆

も
ま
た
然
り
。
私
は
存
在
す
る
だ
け
で
周
り
の
人
た
ち
を

不
幸
に
す
る
。
だ
か
ら
私
は
や
は
り
死
な
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
負
の
感
情
を
ま
だ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た

影
響
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
極
論
に
至
る
こ
と
も

逆
に
増
え
た
の
だ
。
だ
が
死
に
切
れ
な
い
。
そ
う
し
て
私

は
、
今
ま
で
と
は
少
し
別
の
形
で
自
分
は
死
ぬ
べ
き
人
間

な
の
か
ど
う
か
を
考
え
続
け
た
。

そ
ん
な
中
学
卒
業
も
近
付
く
冬
の
あ
る
日
、
病
院
帰
り

の
電
車
で
付
き
添
っ
て
い
た
母
が
私
に
言
っ
た
。

「
今
ま
で
ご
め
ん
ね
。
お
願
い
だ
か
ら
、
生
き
て
。」

今
ま
で
と
は
異
な
る
母
の
口
調
に
、
私
は
少
し
戸
惑
っ

た
。

「
学
校
や
受
験
な
ん
か
よ
り
、
あ
な
た
が
死
ぬ
方
が
私
は

よ
っ
ぽ
ど
辛
い
。
あ
の
時
、
学
校
に
行
き
た
く
な
い
っ
て

言
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　

今
ま
で
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
、
温
か
く
力
強
い
言

葉
だ
っ
た
。
だ
が
そ
の
時
沸
き
上
が
っ
て
き
た
感
情
は
、

悲
し
み
の
浄
化
で
も
感
謝
の
念
で
も
な
い
。
後
悔
だ
っ
た
。

本
当
に
優
し
く
し
て
く
れ
る
人
の
存
在
に
気
付
こ
う
と
し

な
か
っ
た
後
悔
。
誰
か
の
優
し
さ
を
偽
善
と
決
め
つ
け
た

後
悔
。
そ
し
て
私
が
苦
し
む
こ
と
で
誰
か
に
辛
い
思
い
を

さ
せ
て
い
る
と
想
像
で
き
な
か
っ
た
後
悔
…
…
。
そ
ん
な

激
し
い
思
い
込
み
を
し
て
き
た
自
分
が
情
け
な
く
て
、
そ

の
場
で
は
声
を
殺
し
て
泣
く
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
私
は
大
人
に
な
り
、
今
誰
の
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
と
考
え
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
れ

だ
け
は
言
え
る
。
あ
の
時
の
後
悔
は
、
ど
ん
な
時
も
、
誰

に
対
し
て
も
温
か
く
接
し
よ
う
と
い
う
決
意
に
変
わ
っ
た
。

人
か
ら
言
わ
れ
る
今
の
私
の
「
優
し
さ
」
は
、
さ
な
が
ら

少
し
悲
し
み
の
混
じ
っ
た
冷
た
い
雪
溶
け
水
の
よ
う
な
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
悲
し
み
で
凍
り
つ

い
た
誰
か
の
心
を
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
、
や
が
て
訪
れ
る
春

を
迎
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
私
は
今
日
を
、

そ
し
て
明
日
を
生
き
る
の
だ
と
信
じ
て
い
る
。

新
澤
　
唯
（
30
歳
）　
千
葉
県

後
悔
が
つ
な
ぐ
明
日

一
般
の
部

入
　
選
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ま
も
な
く
１
歳
に
な
る
我
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
君
は
、
目

下
の
と
こ
ろ
、
伝
い
歩
き
と
、
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
を
触

る
の
に
夢
中
だ
。
産
ま
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
彼
は
自

分
が
住
む
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見
て
、
触
り
、
聴
き
、

大
い
に
泣
い
て
笑
っ
て
、
毎
日
を
全
力
で
駆
け
抜
け
て
き

た
。

　

息
子
が
産
ま
れ
て
か
ら
、
私
の
方
は
こ
れ
ま
で
思
い
も

し
な
か
っ
た
多
く
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と

り
わ
け
、「
奇
跡
」
に
つ
い
て
。
奇
跡
と
は
一
体
何
だ
ろ

う
か
？　

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
何
か
し
ら
特
別
な
こ
と
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
奇
跡
だ
と
思
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
を
達
成
す
る
だ
と
か
、
難
病
を

克
服
す
る
だ
と
か
、
ご
く
少
数
の
人
が
経
験
す
る
こ
と
。

だ
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
こ
と
に
、
私
は
徐
々
に
気
づ

き
始
め
て
い
る
。
自
分
が
い
る
今
こ
の
場
所
に
あ
る
も
の

一
つ
一
つ
の
意
味
に
つ
い
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み

る
と
、
そ
こ
に
は
奇
跡
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
突
如

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
息
子
が
産
ま
れ
た
日
か
ら
今
ま
で
、

私
に
は
そ
う
思
え
る
瞬
間
が
幾い
く

つ
も
あ
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
、
街
路
樹
の
葉
が
美
し
く
色
づ
い
て
い
る

頃
、
陣
痛
に
よ
り
私
は
夜
明
け
前
に
入
院
し
た
。
出
勤
時

刻
に
な
る
と
担
当
の
先
生
と
看
護
師
の
方
が
、「
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
に
来
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
日

は
看
護
学
校
の
実
習
日
で
あ
る
ら
し
く
、
看
護
学
生
さ
ん

が
私
の
担
当
と
し
て
退
院
ま
で
付
き
添
っ
て
く
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
（
き
っ
と
も
う
素
敵
な
看
護
師
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
）。

　

数
時
間
が
経
ち
、「
と
て
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
よ
。」

と
先
生
が
言
っ
た
。
が
、
私
に
は
長
く
感
じ
ら
れ
、
内
心

で
は
「
ま
だ
ぁ
？
」
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
初
産

に
し
て
は
ス
ム
ー
ズ
な
よ
う
で
、
13
時
頃
に
い
よ
い
よ
分

娩
室
に
通
さ
れ
、
夫
も
呼
ば
れ
た
。
最
後
は
吸
引
分
娩
に

な
っ
た
も
の
の
、
15
時
前
に
、
身
長
49
㎝
の
赤
ん
坊
が
世

界
に
飛
び
出
し
て
産
声
を
上
げ
た
。
そ
の
時
、
私
が
感
じ

た
の
は
何
よ
り
も
感
謝
だ
っ
た
。
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
、

そ
し
て
10
カ
月
も
の
間
頑
張
り
抜
き
、
命
が
け
で
産
ま
れ

て
き
て
く
れ
た
息
子
に
。
体
を
拭
い
た
後
、
私
の
枕
元
に

や
っ
て
来
た
息
子
。
彼
の
体
は
本
当
に
暖
か
か
っ
た
。
そ

れ
に
加
え
、
細
部
の
印
象
が
強
く
残
っ
て
い
る
。
耳
の
周

囲
に
大
人
と
同
じ
よ
う
に
毛
が
生
え
て
い
た
こ
と
。
産
ま

れ
た
て
な
の
に
く
し
ゃ
み
が
で
き
た
こ
と
。
外
の
世
界
に

出
て
き
た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
怖
が
り
も
せ
ず
、
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
眠
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

　

翌
日
、
新
生
児
室
に
息
子
を
迎
え
に
行
っ
た
。
初
め
て

の
授
乳
を
終
え
、
ゲ
ッ
プ
の
仕
方
を
教
わ
っ
て
、
太
腿も
も

に

息
子
を
座
ら
せ
た
。
座
っ
た
姿
勢
の
彼
の
小
さ
さ
に
、

「
何
？　

こ
の
小
さ
な
生
き
物
？
」
と
な
ぜ
だ
か
と
て
も

シ
ュ
ー
ル
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
着
物
の
よ

う
な
産
衣
を
着
て
い
る
彼
は
、
小
さ
な
小
さ
な
侍
の
よ
う

に
さ
え
見
え
た
。
夜
に
な
っ
て
も
私
は
驚
き
っ
ぱ
な
し
。

産
ま
れ
て
２
日
目
の
赤
ん
坊
が
、
こ
ん
な
大
音
量
で
泣
く

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

入
院
４
日
目
は
初
め
て
の
沐も
く

浴よ
く

。
学
生
さ
ん
が
お
風
呂

に
入
れ
て
く
れ
た
。
息
子
は
泣
い
て
い
た
の
に
、
お
風
呂

に
つ
か
っ
た
瞬
間
、
手
を
頰
に
当
て
て
気
持
ち
よ
さ
を
絵

に
描
い
た
よ
う
に
う
っ
と
り
と
目
尻
を
下
げ
た
。

　

無
事
に
退
院
し
て
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
特
に
新
生

児
期
は
怒ど

涛と
う

の
日
々
だ
っ
た
。
出
産
前
、
育
児
雑
誌
で
１

日
の
授
乳
が
頻
回
で
あ
る
の
を
見
て
、
夫
と
２
人
で
「
た

く
さ
ん
飲
む
ね
。
ア
ハ
ハ
。」
と
笑
っ
て
い
た
の
だ
が
、

い
ざ
自
分
が
体
験
し
て
み
る
と
、
そ
の
期
間
は
人
生
で
一

番
の
寝
不
足
の
日
々
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
乳
頭
混
乱
、

湿
疹
、
泣
い
て
い
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
不
安
に
思

う
こ
と
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
人
生
で
一
番
心
配
し
た
日
々

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
日
々
の
中
で
遭
遇
し
た
の
は
、
た

く
さ
ん
の
奇
跡
だ
。
私
の
掌
て
の
ひ
らに
置
か
れ
た
息
子
の
足
の
小

さ
さ
。
大
発
見
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
指
を
グ
ー
パ
ー

す
る
姿
。
私
の
言
葉
に
反
応
し
て
、
初
め
て
彼
が
笑
み
を

浮
か
べ
た
日
。
初
め
て
の
笑
い
声
＝
こ
れ
が
彼
の
声
な
の

だ
と
知
っ
た
瞬
間
。
自
分
で
哺
乳
瓶
を
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
寝
返
り
か
ら
仰
向
け
に
戻
れ
ず
、
い
つ
も

ピ
ェ
ー
ン
と
泣
い
て
い
た
の
に
、
そ
の
１
カ
月
後
に
は
ド

ヤ
顏
で
寝
返
り
返
り
を
す
る
姿
。
突
然
の
、
つ
か
ま
り
立

ち
の
お
披
露
目
。「
我
が
家
を
見
回
ら
ね
ば
」
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
ハ
イ
ハ
イ
で
、
力
強
く
動
く
手
脚
。
何
や
ら
面

白
そ
う
な
も
の
を
発
見
し
、
笑
い
声
が
止
ま
ら
な
い
く
ら

い
に
喜
び
に
満
ち
た
姿
。

　

そ
れ
ら
の
光
景
は
、
私
に
は
全
て
奇
跡
に
思
え
る
。
産

ま
れ
て
１
年
も
経
た
な
い
小
さ
な
命
は
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
、
毎
日
毎
秒
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
い
る
。
身
長

70
㎝
の
小
さ
な
赤
ん
坊
が
自
ら
の
生
命
を
躍
動
さ
せ
て
い

る
姿
を
見
る
時
、
奇
跡
は
日
々
の
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
存
在

す
る
こ
と
を
私
は
感
じ
る
。
昔
か
ら
数あ
ま
た多

の
人
が
世
界
中

で
遭
遇
し
て
い
る
光
景
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
あ
り
ふ
れ
た

光
景
の
中
に
、
と
て
も
神
秘
的
で
、
と
て
も
大
切
な
何
か

が
あ
る
。

和
田
　
つ
ば
さ
（
37
歳
）　
埼
玉
県

今
、そ
こ
に
あ
る
あ
り
ふ
れ
た
奇
跡

一
般
の
部

入
　
選

私
の
場
合
、
傍は
た

か
ら
見
れ
ば
命
に
関
わ
る
病
気
と
は
無

縁
の
少
女
だ
っ
た
。
だ
が
私
は
、
あ
の
頃
自
分
の
死
に
つ

い
て
ど
れ
ほ
ど
考
え
た
だ
ろ
う
か
。

仮
面
う
つ
。
そ
れ
が
当
時
の
私
の
病
名
だ
っ
た
。
仮
面

う
つ
は
子
ど
も
に
よ
く
見
ら
れ
る
う
つ
病
の
一
種
で
あ
る
。

頻
繁
に
風
邪
を
引
く
、
キ
レ
や
す
く
な
る
と
い
っ
た
症
状

が
出
る
が
、
私
の
場
合
は
後
者
だ
っ
た
。
小
学
校
の
終
わ

り
頃
に
当
時
の
友
達
と
絶
交
し
た
影
響
で
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
式
で
通
っ
て
い
た
中
学
校
で
も
孤
立
し
続
け
て
い
た
。

体
に
は
一
見
何
の
異
常
も
な
い
。
だ
が
い
つ
も
１
人
で
行

動
し
、
自
分
に
絡
ん
で
く
る
男
子
た
ち
に
キ
レ
た
り
学
校

で
の
ス
ト
レ
ス
を
家
で
も
ぶ
つ
け
た
り
し
て
い
た
。
そ
の

度
に
、
心
の
中
で
こ
う
思
っ
て
い
た
。

私
の
居
場
所
な
ん
て
ど
こ
に
も
な
い
。

中
学
３
年
の
４
月
下
旬
、
私
は
そ
ん
な
対
人
関
係
に
耐

え
ら
れ
な
く
な
り
、
と
う
と
う
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と

両
親
に
訴
え
た
。
当
然
２
人
は
大
反
対
し
た
が
、
私
が
大

泣
き
し
た
翌
日
か
ら
は
そ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
な
く

な
っ
た
。
高
校
受
験
も
控
え
て
い
る
の
に
と
い
う
２
人
の

胸
中
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。
だ
が
体
が
、
心
が
、

も
う
無
理
だ
と
悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
。

不
登
校
に
な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
抜
け
殻
の
よ
う

な
状
態
が
続
い
た
。
私
の
こ
と
を
嫌
っ
て
い
る
人
間
か
ら

は
離
れ
ら
れ
た
。
今
の
私
に
登
校
す
る
気
力
も
体
力
も
な

い
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
学
校
、
家
庭
双
方
に
理
解
し
て
も

ら
え
た
。
だ
が
こ
の
惨
め
さ
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
。
答

え
を
み
つ
け
る
の
に
そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

私
の
味
方
は
誰
も
い
な
い
か
ら
。

当
時
の
私
は
、
自
分
の
こ
と
を
少
し
で
も
叱
る
、
あ
る

い
は
「
分
か
っ
て
く
れ
な
い
」
人
を
例
外
な
く
敵
視
し
て

い
た
。
両
親
で
さ
え
も
そ
う
だ
。
不
登
校
に
な
る
以
前
か

ら
も
何
度
と
な
く
仮
病
を
使
っ
て
授
業
を
欠
席
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
親
は
そ
の
度
に
私
に
心
療
内
科
で
は
な
く

内
科
を
受
診
さ
せ
た
。
そ
ん
な
経
緯
が
あ
り
、
当
時
の
私

は
両
親
の
こ
と
す
ら
も
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
誰
も
私

と
仲
良
く
な
り
た
く
な
い
。
誰
も
私
の
こ
と
を
分
か
っ
て

く
れ
な
い
。
成
績
は
悪
い
し
運
動
神
経
も
良
く
な
い
上
、

別
の
能
力
に
秀
で
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
ん
な
私
な

ど
、
生
き
て
い
る
意
味
は
あ
る
の
か
。
い
っ
そ
の
こ
と
、

死
ん
で
し
ま
え
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
台
所
の
包
丁
を
手
に
取
り
、
そ
れ
を
自
分
の

心
臓
に
向
け
た
こ
と
も
何
度
か
繰
り
返
し
た
。

結
局
死
に
切
れ
な
い
ま
ま
夏
が
始
ま
ろ
う
と
し
た
時
、

私
は
実
家
の
市
外
に
あ
る
青
少
年
向
け
の
心
療
内
科
に
通

う
こ
と
に
な
っ
た
。
母
が
見
つ
け
て
き
た
そ
の
心
療
内
科

は
当
時
の
中
学
生
に
と
っ
て
大
移
動
に
な
る
が
、
月
１
回

で
も
気
分
転
換
の
感
覚
で
逆
に
通
え
る
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
た
の
だ
そ
う
だ
。

実
際
、
私
は
そ
こ
に
通
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
平

日
同
級
生
と
離
れ
ら
れ
る
心
理
的
安
全
に
加
え
、
心
療
内

科
の
先
生
に
も
比
較
的
安
心
し
て
私
の
思
い
を
素
直
に
話

せ
た
。
し
か
し
私
は
、
そ
の
過
程
で
別
の
問
題
に
直
面
し

た
。
少
し
の
間
だ
け
安あ
ん

堵ど

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、

今
度
は
私
が
い
か
に
周
囲
に
怒
り
を
撒
き
散
ら
し
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
に
「
気
付
き
」、
悩
み
始
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
。
笑
顔
は
笑
顔
を
生
む
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
逆

も
ま
た
然
り
。
私
は
存
在
す
る
だ
け
で
周
り
の
人
た
ち
を

不
幸
に
す
る
。
だ
か
ら
私
は
や
は
り
死
な
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
負
の
感
情
を
ま
だ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た

影
響
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
極
論
に
至
る
こ
と
も

逆
に
増
え
た
の
だ
。
だ
が
死
に
切
れ
な
い
。
そ
う
し
て
私

は
、
今
ま
で
と
は
少
し
別
の
形
で
自
分
は
死
ぬ
べ
き
人
間

な
の
か
ど
う
か
を
考
え
続
け
た
。

そ
ん
な
中
学
卒
業
も
近
付
く
冬
の
あ
る
日
、
病
院
帰
り

の
電
車
で
付
き
添
っ
て
い
た
母
が
私
に
言
っ
た
。

「
今
ま
で
ご
め
ん
ね
。
お
願
い
だ
か
ら
、
生
き
て
。」

今
ま
で
と
は
異
な
る
母
の
口
調
に
、
私
は
少
し
戸
惑
っ

た
。

「
学
校
や
受
験
な
ん
か
よ
り
、
あ
な
た
が
死
ぬ
方
が
私
は

よ
っ
ぽ
ど
辛
い
。
あ
の
時
、
学
校
に
行
き
た
く
な
い
っ
て

言
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　

今
ま
で
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
、
温
か
く
力
強
い
言

葉
だ
っ
た
。
だ
が
そ
の
時
沸
き
上
が
っ
て
き
た
感
情
は
、

悲
し
み
の
浄
化
で
も
感
謝
の
念
で
も
な
い
。
後
悔
だ
っ
た
。

本
当
に
優
し
く
し
て
く
れ
る
人
の
存
在
に
気
付
こ
う
と
し

な
か
っ
た
後
悔
。
誰
か
の
優
し
さ
を
偽
善
と
決
め
つ
け
た

後
悔
。
そ
し
て
私
が
苦
し
む
こ
と
で
誰
か
に
辛
い
思
い
を

さ
せ
て
い
る
と
想
像
で
き
な
か
っ
た
後
悔
…
…
。
そ
ん
な

激
し
い
思
い
込
み
を
し
て
き
た
自
分
が
情
け
な
く
て
、
そ

の
場
で
は
声
を
殺
し
て
泣
く
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
私
は
大
人
に
な
り
、
今
誰
の
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
と
考
え
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
れ

だ
け
は
言
え
る
。
あ
の
時
の
後
悔
は
、
ど
ん
な
時
も
、
誰

に
対
し
て
も
温
か
く
接
し
よ
う
と
い
う
決
意
に
変
わ
っ
た
。

人
か
ら
言
わ
れ
る
今
の
私
の
「
優
し
さ
」
は
、
さ
な
が
ら

少
し
悲
し
み
の
混
じ
っ
た
冷
た
い
雪
溶
け
水
の
よ
う
な
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
悲
し
み
で
凍
り
つ

い
た
誰
か
の
心
を
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
、
や
が
て
訪
れ
る
春

を
迎
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
私
は
今
日
を
、

そ
し
て
明
日
を
生
き
る
の
だ
と
信
じ
て
い
る
。
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も
結
局
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
届
か
な
い
ま
ま
、
母
は

逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
病
院
に
着
い
た
途
端
、

私
は
号
泣
し
ま
し
た
。
こ
の
世
で
最
も
一
番
愛

し
て
い
た
父
と
母
が
い
な
く
な
っ
た
世
界
は
、

と
て
も
惨
め
で
狭
苦
し
い
世
界
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
人
き
り
で
こ
の
先
の
道
を
進
む

の
は
、
無
理
だ
と
確
信
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
絶
望
の
日
々
は
あ
る
一
冊
の

本
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
ま
し
た
。

辛
い
気
持
ち
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
「『
死
に
た

い
』『
消
え
た
い
』
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
あ

な
た
へ
」
と
い
う
本
で
す
。
数
あ
る
中
で
最
も

心
に
響
い
た
の
は
『
過
去
に
も
未
来
に
も
心
を

飛
ば
さ
ず
、
今
こ
の
瞬
間
に
心
を
留
め
置
く
こ

と
で
誰
で
も
瞬
時
に
幸
せ
に
な
れ
る
』
と
い
う

言
葉
で
す
。
苦
し
い
時
は
大
体
過
去
か
未
来
の

こ
と
を
考
え
て
お
り
、「
今
こ
の
瞬
間
」
だ
け

に
執
着
す
る
と
落
ち
着
い
て
楽
に
な
れ
る
、
と

い
う
意
味
だ
と
解
釈
し
ま
し
た
。
傷
つ
き
、
疲

れ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
時
、
意
識
を

自
分
の
呼
吸
だ
け
に
向
け
る
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
心
が
軽
く
な
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

人
間
は
誰
で
も
、
必
ず
い
つ
か
死
が
訪
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
常
に
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き

て
お
り
、
急
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
未
来
な
ん

て
怖
い
く
ら
い
に
ど
こ
に
で
も
あ
る
の
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
生
命
は
本
当
に
貴
重
で
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
実
感

し
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
限
り
あ
る
世
の
中
で
も
、

生
き
て
い
る
間
に
で
き
る
こ
と
は
無
数
に
あ
る

は
ず
で
す
。
何
が
で
き
る
か
、
ど
う
し
た
ら
人

の
役
に
立
て
る
か
、
私
は
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
決
め
た
の
で
す
。
精
神
科
医
に

な
っ
て
、
将
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
の
生
命

を
救
っ
て
み
せ
る
と
。
ま
だ
実
現
化
す
る
日
が

遠
い
と
し
て
も
、
い
つ
か
は
必
ず
夢
を
果
た
す
。

そ
う
誓
い
ま
し
た
。

私
に
も
生
命
を
大
切
に
考
え
ら
れ
な
い
日
な

ど
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。「
一
晩

乗
り
越
え
る
だ
け
で
精
一
杯
、
私
に
居
場
所
な

ん
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」。
そ
う
考
え
て
い
る

と
い
つ
の
間
に
か
抜
け
穴
を
見
失
っ
て
し
ま
い
、

「
病
」
と
い
う
空
間
の
中
で
さ
ま
よ
っ
て
し
ま

う
自
分
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
不
平
等
だ
と
感
じ

る
世
界
の
中
で
も
、
私
は
父
と
母
の
遺
骨
を
封

じ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
今
日

ま
で
を
生
き
て
き
ま
し
た
。
い
つ
か
は
必
ず
幸

せ
が
や
っ
て
く
る
、
そ
う
信
じ
て
私
は
い
ま
、

生
命
を
見
つ
め
な
が
ら
未
来
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

私
は
秀
明
学
園
に
通
う
、
中
学
１
年
生
の
女

子
で
す
。
ま
だ
骨
折
さ
え
一
度
も
経
験
し
た
こ

と
が
な
く
、
注
射
は
大
嫌
い
で
す
。
し
か
し
そ

ん
な
私
に
も
、
生
命
と
真
剣
に
向
き
合
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。

初
め
て
生
命
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
の
は
、

８
歳
の
頃
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
両
親
と
３

人
で
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
あ
る
日
、
父
は
急
に
足
の
親
指
に
異
変
を

感
じ
た
そ
う
で
す
。
医
者
は
当
初
正
常
と
見
な

し
、
私
も
変
わ
ら
ず
学
校
生
活
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
母
は
い
き
な
り
真

剣
な
顔
で
私
を
呼
び
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の

言
葉
は
、
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

「
お
父
さ
ん
、
が
ん
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。」

そ
れ
か
ら
毎
日
、
父
の
唸う

な

り
声
が
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歩
け
な
く
な
っ
た
父
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
母
で
し
た
。
私
は
た
だ
、

部
屋
で
怯お
び

え
な
が
ら
時
を
過
ご
す
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
週
間
後
、
父
は
入
院
し

ま
し
た
。
母
は
私
を
連
れ
て
、
毎
日
お
見
舞
い

に
行
き
ま
し
た
。
父
は
私
の
前
で
は
い
つ
も
笑

顔
で
、
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
け
ど

手
は
毎
回
震
え
て
い
て
、
顔
も
寂
し
そ
う
に
た

る
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
私
と
母
は
病
院
に
泊
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
す
る
と
急
に
耳
鳴
り
が
し
て
、
視
界
が

ぼ
や
け
て
き
ま
し
た
。
周
り
の
騒
音
が
倍
以
上

大
き
く
聞
こ
え
、
気
づ
い
た
ら
泣
き
じ
ゃ
く
っ

て
い
た
の
で
す
。
母
は
ひ
た
す
ら
「
大
丈
夫
だ

よ
、
大
丈
夫
だ
よ
。」
と
励
ま
し
続
け
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
翌
朝
、
１
月
15
日
の
火
曜
日
、

パ
パ
は
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
ま
だ
幼

か
っ
た
私
は
、
病
院
で
も
、
家
で
も
、
お
葬
式

で
も
泣
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ま
だ
お
母
さ
ん

が
い
る
」
と
、
そ
う
思
っ
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
す
ぐ
、
母
と
私
は
日
本
に
帰
国
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
穏
や
か
な
生
活
も
長

続
き
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
落
ち
着
き
、
日
本
の
生
活
に

も
徐
々
に
慣
れ
て
き
た
頃
、
母
の
が
ん
が
発
覚

し
た
の
で
す
。
し
か
も
膵す
い

臓ぞ
う

が
ん
で
ス
テ
ー
ジ

４
ま
で
い
っ
て
い
ま
し
た
。
自
由
に
動
け
な
く

な
っ
た
母
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
、
私
の
役
目

に
な
り
ま
し
た
。
11
歳
に
な
っ
て
い
た
私
は
、

さ
す
が
に
世
間
の
辛
さ
や
苦
し
み
を
理
解
で
き

ま
す
。

「
来
年
は
一
緒
に
行
こ
う
ね
。」

そ
ん
な
母
の
言
葉
を
、
私
は
信
じ
て
い
ま
し

た
。数

カ
月
ほ
ど
経
ち
、
母
は
入
院
し
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
私
は
祖
父
母
の
家
に
送
ら
れ
、
毎
週

１
回
お
見
舞
い
に
通
い
ま
し
た
。
し
か
し
会
い

に
行
く
度
に
母
の
体
は
弱
り
、
父
と
同
じ
よ
う

に
ク
マ
が
で
き
、
細
く
な
っ
て
い
く
の
が
分
か

り
ま
し
た
。

「
大
好
き
だ
よ
、
大
好
き
だ
よ
。」

母
は
そ
う
言
い
続
け
な
が
ら
、
骨
ま
で
見
え

る
腕
で
私
を
抱
き
し
め
て
く
れ
ま
し
た
。
つ
い

そ
ん
な
母
を
見
て
い
る
と
、「
こ
ん
な
の
お
母

さ
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
心
の
中
で
否
定
し
て
し
ま

う
自
分
が
い
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
の
12
月
13
日
、
マ
マ
も
天
に
召

さ
れ
ま
し
た
。
急
い
で
病
院
に
向
か
う
タ
ク

シ
ー
の
中
で
必
死
に
打
っ
た
最
後
の
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
で

中
高
生
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

生
命
と
私
、そ
れ
か
ら
皆

山
崎
　
恵
里
菜
（
12
歳
）

埼
玉
県
　
秀
明
中
学
校

p.24

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社



25

も
結
局
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
届
か
な
い
ま
ま
、
母
は

逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
病
院
に
着
い
た
途
端
、

私
は
号
泣
し
ま
し
た
。
こ
の
世
で
最
も
一
番
愛

し
て
い
た
父
と
母
が
い
な
く
な
っ
た
世
界
は
、

と
て
も
惨
め
で
狭
苦
し
い
世
界
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
人
き
り
で
こ
の
先
の
道
を
進
む

の
は
、
無
理
だ
と
確
信
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
絶
望
の
日
々
は
あ
る
一
冊
の

本
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
ま
し
た
。

辛
い
気
持
ち
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
「『
死
に
た

い
』『
消
え
た
い
』
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
あ

な
た
へ
」
と
い
う
本
で
す
。
数
あ
る
中
で
最
も

心
に
響
い
た
の
は
『
過
去
に
も
未
来
に
も
心
を

飛
ば
さ
ず
、
今
こ
の
瞬
間
に
心
を
留
め
置
く
こ

と
で
誰
で
も
瞬
時
に
幸
せ
に
な
れ
る
』
と
い
う

言
葉
で
す
。
苦
し
い
時
は
大
体
過
去
か
未
来
の

こ
と
を
考
え
て
お
り
、「
今
こ
の
瞬
間
」
だ
け

に
執
着
す
る
と
落
ち
着
い
て
楽
に
な
れ
る
、
と

い
う
意
味
だ
と
解
釈
し
ま
し
た
。
傷
つ
き
、
疲

れ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
時
、
意
識
を

自
分
の
呼
吸
だ
け
に
向
け
る
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
心
が
軽
く
な
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

人
間
は
誰
で
も
、
必
ず
い
つ
か
死
が
訪
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
常
に
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き

て
お
り
、
急
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
未
来
な
ん

て
怖
い
く
ら
い
に
ど
こ
に
で
も
あ
る
の
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
生
命
は
本
当
に
貴
重
で
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
実
感

し
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
限
り
あ
る
世
の
中
で
も
、

生
き
て
い
る
間
に
で
き
る
こ
と
は
無
数
に
あ
る

は
ず
で
す
。
何
が
で
き
る
か
、
ど
う
し
た
ら
人

の
役
に
立
て
る
か
、
私
は
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
決
め
た
の
で
す
。
精
神
科
医
に

な
っ
て
、
将
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
の
生
命

を
救
っ
て
み
せ
る
と
。
ま
だ
実
現
化
す
る
日
が

遠
い
と
し
て
も
、
い
つ
か
は
必
ず
夢
を
果
た
す
。

そ
う
誓
い
ま
し
た
。

私
に
も
生
命
を
大
切
に
考
え
ら
れ
な
い
日
な

ど
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。「
一
晩

乗
り
越
え
る
だ
け
で
精
一
杯
、
私
に
居
場
所
な

ん
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」。
そ
う
考
え
て
い
る

と
い
つ
の
間
に
か
抜
け
穴
を
見
失
っ
て
し
ま
い
、

「
病
」
と
い
う
空
間
の
中
で
さ
ま
よ
っ
て
し
ま

う
自
分
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
不
平
等
だ
と
感
じ

る
世
界
の
中
で
も
、
私
は
父
と
母
の
遺
骨
を
封

じ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
今
日

ま
で
を
生
き
て
き
ま
し
た
。
い
つ
か
は
必
ず
幸

せ
が
や
っ
て
く
る
、
そ
う
信
じ
て
私
は
い
ま
、

生
命
を
見
つ
め
な
が
ら
未
来
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

私
は
秀
明
学
園
に
通
う
、
中
学
１
年
生
の
女

子
で
す
。
ま
だ
骨
折
さ
え
一
度
も
経
験
し
た
こ

と
が
な
く
、
注
射
は
大
嫌
い
で
す
。
し
か
し
そ

ん
な
私
に
も
、
生
命
と
真
剣
に
向
き
合
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。

初
め
て
生
命
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
の
は
、

８
歳
の
頃
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
両
親
と
３

人
で
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
あ
る
日
、
父
は
急
に
足
の
親
指
に
異
変
を

感
じ
た
そ
う
で
す
。
医
者
は
当
初
正
常
と
見
な

し
、
私
も
変
わ
ら
ず
学
校
生
活
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
母
は
い
き
な
り
真

剣
な
顔
で
私
を
呼
び
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の

言
葉
は
、
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

「
お
父
さ
ん
、
が
ん
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。」

そ
れ
か
ら
毎
日
、
父
の
唸う

な

り
声
が
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歩
け
な
く
な
っ
た
父
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
母
で
し
た
。
私
は
た
だ
、

部
屋
で
怯お
び

え
な
が
ら
時
を
過
ご
す
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
週
間
後
、
父
は
入
院
し

ま
し
た
。
母
は
私
を
連
れ
て
、
毎
日
お
見
舞
い

に
行
き
ま
し
た
。
父
は
私
の
前
で
は
い
つ
も
笑

顔
で
、
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
け
ど

手
は
毎
回
震
え
て
い
て
、
顔
も
寂
し
そ
う
に
た

る
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
私
と
母
は
病
院
に
泊
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
す
る
と
急
に
耳
鳴
り
が
し
て
、
視
界
が

ぼ
や
け
て
き
ま
し
た
。
周
り
の
騒
音
が
倍
以
上

大
き
く
聞
こ
え
、
気
づ
い
た
ら
泣
き
じ
ゃ
く
っ

て
い
た
の
で
す
。
母
は
ひ
た
す
ら
「
大
丈
夫
だ

よ
、
大
丈
夫
だ
よ
。」
と
励
ま
し
続
け
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
翌
朝
、
１
月
15
日
の
火
曜
日
、

パ
パ
は
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
ま
だ
幼

か
っ
た
私
は
、
病
院
で
も
、
家
で
も
、
お
葬
式

で
も
泣
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ま
だ
お
母
さ
ん

が
い
る
」
と
、
そ
う
思
っ
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
す
ぐ
、
母
と
私
は
日
本
に
帰
国
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
穏
や
か
な
生
活
も
長

続
き
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
落
ち
着
き
、
日
本
の
生
活
に

も
徐
々
に
慣
れ
て
き
た
頃
、
母
の
が
ん
が
発
覚

し
た
の
で
す
。
し
か
も
膵す
い

臓ぞ
う

が
ん
で
ス
テ
ー
ジ

４
ま
で
い
っ
て
い
ま
し
た
。
自
由
に
動
け
な
く

な
っ
た
母
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
、
私
の
役
目

に
な
り
ま
し
た
。
11
歳
に
な
っ
て
い
た
私
は
、

さ
す
が
に
世
間
の
辛
さ
や
苦
し
み
を
理
解
で
き

ま
す
。

「
来
年
は
一
緒
に
行
こ
う
ね
。」

そ
ん
な
母
の
言
葉
を
、
私
は
信
じ
て
い
ま
し

た
。数

カ
月
ほ
ど
経
ち
、
母
は
入
院
し
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
私
は
祖
父
母
の
家
に
送
ら
れ
、
毎
週

１
回
お
見
舞
い
に
通
い
ま
し
た
。
し
か
し
会
い

に
行
く
度
に
母
の
体
は
弱
り
、
父
と
同
じ
よ
う

に
ク
マ
が
で
き
、
細
く
な
っ
て
い
く
の
が
分
か

り
ま
し
た
。

「
大
好
き
だ
よ
、
大
好
き
だ
よ
。」

母
は
そ
う
言
い
続
け
な
が
ら
、
骨
ま
で
見
え

る
腕
で
私
を
抱
き
し
め
て
く
れ
ま
し
た
。
つ
い

そ
ん
な
母
を
見
て
い
る
と
、「
こ
ん
な
の
お
母

さ
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
心
の
中
で
否
定
し
て
し
ま

う
自
分
が
い
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
の
12
月
13
日
、
マ
マ
も
天
に
召

さ
れ
ま
し
た
。
急
い
で
病
院
に
向
か
う
タ
ク

シ
ー
の
中
で
必
死
に
打
っ
た
最
後
の
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
で

受
賞
作
品
を
読
ん
で

ア
メ
リ
カ
で
父
を
失
い
、
帰
国
後
の
日
本

で
母
親
を
亡
く
し
た
少
女
は
小
学
5
年
生
。

両
親
が
い
な
く
な
っ
た
世
界
は
「
と
て
も
惨

め
で
狭
苦
し
」
く
な
っ
た
と
言
う
の
だ
が
、

想
像
を
絶
す
る
孤
独
を
味
わ
っ
た
に
違
い
な

い
。「
骨
ま
で
見
え
る
腕
で
私
を
抱
き
し
め

て
く
れ
」
た
母
を
、「
こ
ん
な
の
お
母
さ
ん

じ
ゃ
な
い
」
と
思
う
そ
の
気
持
ち
も
、
あ
ま

り
に
痛
切
で
あ
る
。

　

し
か
し
山
崎
さ
ん
は
絶
望
の
な
か
で
あ
る

本
に
出
逢
い
、心
が
軽
く
な
る
の
を
感
じ
た
。

山
崎
さ
ん
、
あ
な
た
が
読
ん
だ
本
に
書
か
れ

て
い
る
の
は
あ
る
種
の
「
瞑
想
」
で
す
。「
今

こ
の
瞬
間
」
は
次
々
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
変
化
に
意
識
を
載
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
将
来
の
夢
も
、
も
っ
と
別
な
夢
が
現
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
ま
り
こ
だ
わ

ら
な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。

�

（
玄
侑　

宗
久
）
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［エッセー部門］入賞作品

　

ぼ
く
の
母
は
、
ぼ
く
が
２
歳
の
時
、
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ

た
。
リ
ン
パ
節
転
移
が
あ
り
、
す
ぐ
に
抗
が
ん
剤
治
療
が
始

ま
っ
た
。
母
は
、
ぼ
く
の
成
長
を
見
な
け
れ
ば
と
思
い
、
生

き
る
為
に
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
た
。「
あ
な
た
が
い
た
か

ら
が
ん
ば
れ
た
。
あ
な
た
は
命
の
恩
人
。」
と
、
母
は
時
々

ぼ
く
に
言
う
。

　

そ
ん
な
母
も
、
病
院
の
先
生
の
前
で
、「
本
当
に
治
る
ん

で
し
ょ
う
か
。」
と
泣
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
先
生

は
す
ぐ
に
緩
和
ケ
ア
の
先
生
に
つ
な
い
で
く
れ
て
、
た
く
さ

ん
の
先
生
や
看
護
師
の
方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
母
は
治
療
を

続
け
た
。

「
抗
が
ん
剤
や
手
術
の
痛
み
は
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

体
の
痛
み
よ
り
あ
な
た
の
成
長
を
見
届
け
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
心
の
痛
み
の
ほ
う
が
ず
っ
と
ず
っ
と
大
き

か
っ
た
。」
と
、
母
は
言
っ
た
。

　

抗
が
ん
剤
治
療
や
手
術
が
終
わ
っ
て
も
再
発
の
不
安
は
続

き
、
が
ん
患
者
の
心
の
つ
ら
さ
を
助
け
る
精
神
腫し

ゅ

瘍よ
う

科
の
医

師
や
看
護
師
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
そ

う
だ
。

　

ぼ
く
も
、
小
学
５
年
生
の
時
に
、
右
ひ
じ
の
骨
折
で
手
術

を
し
た
。
初
め
て
の
手
術
、
ぼ
く
は
心
臓
が
は
り
裂
け
て
し

ま
い
そ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
極
度
な
緊
張
で
心
拍
数
が
１
５

０
に
達
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
大
き
な
「
孤
独
」
が
押
し
よ

せ
て
き
た
。「
こ
れ
か
ら
ぼ
く
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

…
…
」。
ぼ
く
の
中
に
は
「
不
安
」
と
「
孤
独
」
し
か
な
か
っ

た
。
母
は
、
こ
れ
の
何
倍
、
何
百
倍
、
何
千
倍
の
「
不
安
」

と
闘
っ
て
き
た
。
だ
が
、
時
に
は
心
が
折
れ
て
し
ま
い
そ
う

な
時
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
は
、
様
々
な
医
療
関
係
者
の

方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
巨
大
な
「
不
安
」
や
「
が
ん
」

に
打
ち
勝
っ
た
の
だ
。

　

１
度
目
の
手
術
、
整
形
外
科
の
先
生
に
「
手
術
ど
う
だ
っ

た
？
」
と
聞
か
れ
て
、
母
は
「
手
術
の
間
ず
っ
と
孤
独
だ
っ

た
そ
う
で
す
。」
と
答
え
た
。

　

初
め
て
の
手
術
で
、「
機
械
の
音
は
聞
こ
え
る
け
ど
、ず
っ

と
孤
独
だ
っ
た
。」
と
母
に
話
し
て
い
た
の
だ
。

　

そ
の
後
、
も
う
一
度
ひ
じ
に
入
れ
た
ピ
ン
を
抜
く
手
術
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
先
生
は
、
手
術
台
の
上
に
横
に
な
っ

て
い
た
ぼ
く
に
、
そ
の
時
に
と
て
も
は
や
っ
て
い
た
ア
ニ
メ

の
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
看
護
師
さ
ん
が
手
術
の
緊
張
を
す

こ
し
も
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ

た
。
ぼ
く
の
「
孤
独
だ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
覚
え
て
い
て

く
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
「
孤
独
」
な
ん
て
キ
レ
イ
サ
ッ
パ
リ

ふ
き
と
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

手
術
が
終
わ
り
、
手
術
の
傷
が
治
っ
た
こ
ろ
に
は
す
っ
か

り
腕
が
伸
び
な
く
な
っ
た
。
ぼ
く
は
、
腕
が
元
通
り
に
な
る

か
と
て
も
心
配
に
な
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
、
ぼ
く
の
腕

を
担
当
し
て
く
れ
た
お
兄
さ
ん
は
と
て
も
明
る
く
、
い
つ
も

楽
し
い
話
を
し
て
く
れ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
が
終
了
に
な
っ
た
時

は
、
さ
み
し
く
て
泣
い
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
。

　

ぼ
く
の
右
ひ
じ
も
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
よ
う
に
な
り
今
は
、

剣
道
や
ピ
ア
ノ
も
問
題
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、
様
々
な
人
に
助
け
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。

　

あ
れ
は
、
ぼ
く
が
６
歳
の
時
。

　

母
と
一
緒
に
箱
根
に
行
っ
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
ぼ
く
は
、
ま
だ
幼
い

体
で
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
傾
斜
を
全
力
で
走
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。

　

次
の
瞬
間
、
ぼ
く
は
、
頭
か
ら
地
面
に
転
ん
で
し
ま
っ
た
。

う
ろ
覚
え
の
記
憶
だ
が
、
目
の
前
が
ま
っ
赤
に
染
ま
る
ほ
ど

流
血
し
、
手
や
服
、
地
面
に
ま
で
血
が
し
た
た
る
、
も
は
や

ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
殺
人
現
場
の
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

流
血
し
て
い
る
ぼ
く
を
見
つ
け
て
く
れ
た
、
庭
を
整
備
し

て
い
た
人
が
ぼ
く
の
頭
に
バ
ン
ダ
ナ
を
巻
い
て
く
れ
た
。
そ

の
後
、
ぼ
く
を
受
付
ま
で
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
受
付
に
い
た

お
兄
さ
ん
が
ぼ
く
を
病
院
ま
で
車
で
送
っ
て
く
れ
た
。
病
院

で
ホ
ッ
チ
キ
ス
を
す
る
時
も
、
ぼ
く
が
怖
が
ら
な
い
よ
う
に
、

看
護
師
さ
ん
が
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
で
ぼ
く
の
気
を
そ
ら
し
て

く
れ
た
。
ホ
ッ
チ
キ
ス
を
取
り
除
く
時
も
「
痛
か
っ
た
ら
泣

い
て
い
い
ん
だ
よ
。」
な
ど
の
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
。

　

母
は
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
時
、
ぼ
く
の
ラ
ン
ド
セ
ル
姿

を
見
る
の
が
目
標
、
中
学
生
に
な
っ
た
姿
を
見
る
こ
と
は
夢

の
ま
た
夢
で
、
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

ぼ
く
は
中
学
生
に
な
り
、
母
は
夢
の
ま
た
夢
を
叶か

な

え
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

母
の
病
気
も
ぼ
く
の
骨
折
も
、
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
の

は
、
病
院
の
先
生
や
看
護
師
さ
ん
に
か
け
て
も
ら
っ
た
「
言

葉
」
だ
。

　

薬
は
病
気
に
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ど
ん

な
万
能
薬
で
も
、
心
の
傷
ま
で
は
癒
や
せ
な
い
。
心
の
傷
に

効
く
薬
は
た
だ
一
つ
、「
言
葉
」
だ
。

　

母
も
ぼ
く
も
薬
で
は
治
せ
な
い
心
の
苦
し
み
を
、
た
く
さ

ん
の
「
言
葉
」
で
治
し
て
も
ら
っ
た
。

　

ぼ
く
も
、「
言
葉
」
で
治
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
苦
し

ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
心
に
寄
り
そ
い
、
優
し
い
「
言
葉
」

を
か
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
。

　

色
と
り
ど
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
が
街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
12
月
23
日
。
肺
が
ん
で
闘
病
中

だ
っ
た
叔
母
が
静
か
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
明
る
く
て

お
し
ゃ
べ
り
好
き
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
節
介
で
よ
く
笑
う
叔

母
で
し
た
。

「
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
し
ょ
う
が
な
い
。
頑
張
っ
て
治

し
て
く
る
わ
。」

と
笑
顔
で
入
院
し
た
叔
母
。
葬
儀
場
に
帰
っ
て
き
た
叔
母
は

僕
の
知
っ
て
い
る
叔
母
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
頰
は
小

さ
く
痩
せ
こ
け
、
肌
は
黒
ず
み
、
う
っ
す
ら
と
残
る
眉
間
の

皺し
わ

の
跡
が
治
療
の
壮
絶
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
お
見
舞
い
に
も
行
け
な
か
っ
た
僕
は
無
力
な
自
分
に
胸

が
張
り
裂
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
と
こ
た
ち
も
み
ん
な

同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
重
い
空
気
の
中
、
母
が
口
を
開
き

ま
し
た
。

「
大
丈
夫
！　

み
ん
な
で
お
ば
ち
ゃ
ん
を
元
に
戻
し
て
あ
げ

よ
う
。」

　

僕
の
母
は
看
護
師
で
す
。
母
は
叔
母
が
亡
く
な
っ
て
す
ぐ

に
病
院
へ
駆
け
付
け
、
エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
を
自
分
た
ち
で
さ
せ

て
ほ
し
い
と
病
院
と
葬
儀
場
の
人
に
交
渉
し
て
い
ま
し
た
。

エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
と
は
人
が
亡
く
な
っ
た
時
に
行
う
死
後
処
置

の
こ
と
で
す
。
遺
体
を
清
め
た
り
、
化
粧
を
施
し
た
り
し
て

故
人
が
少
し
で
も
生
前
に
近
い
姿
に
な
れ
る
よ
う
に
資
格
を

持
っ
た
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

母
が
叔
母
の
体
を
き
れ
い
に
清
め
、
み
ん
な
で
選
ん
だ
薄

い
ピ
ン
ク
の
着
物
を
着
せ
ま
し
た
。

「
さ
あ
！　

お
化
粧
す
る
よ
！
」

昔
の
叔
母
の
写
真
を
何
枚
も
何
枚
も
見
比
べ
な
が
ら
み
ん

な
で
少
し
ず
つ
化
粧
し
ま
し
た
。

　

母
は
叔
母
の
持
っ
て
い
た
化
粧
品
で
化
粧
す
る
こ
と
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。
お
気
に
入
り
の
化
粧
品
で
い
つ
も
の
叔
母

に
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
ず
顔
全
体
を
き
れ
い
に
剃そ

っ
て
眉
を
整
え
ま
し
た
。
苦

痛
に
歪ゆ
が

ん
だ
あ
と
の
あ
る
眉
間
の
皺
を
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ

緩
め
、
口
元
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
口
角
が
上
が
っ
た
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
痩
せ
こ
け
た
頰
の
内
側
に
綿
を
少
し
入
れ
て

ふ
っ
く
ら
と
さ
せ
ま
し
た
。
テ
キ
パ
キ
と
指
示
を
出
し
、
さ

り
げ
な
く
仕
上
げ
を
す
る
母
の
手
は
ま
る
で
魔
法
み
た
い
で

し
た
。

出
来
上
が
っ
た
叔
母
は
声
を
掛
け
る
と
目
を
覚
ま
し
そ
う

で「
ア
イ
ス
食
べ
る
？　

お
野
菜
持
っ
て
お
帰
り
。」

と
今
に
も
喋
り
だ
し
そ
う
で
し
た
。
あ
ま
り
に
生
前
の
叔
母

そ
の
も
の
で
み
ん
な
で
大
笑
い
し
て
み
ん
な
で
泣
き
ま
し
た
。

な
ん
だ
か
悲
し
い
の
か
う
れ
し
い
の
か
分
か
ら
な
い
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
の
感
情
だ
っ
た
け
れ
ど
、
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
お
通
夜
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。
叔
母
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
帽
子
を
そ
っ
と
か
ぶ
せ
、
叔
母
を
囲
ん
で
み
ん
な

で
ケ
ー
キ
を
食
べ
ま
し
た
。
何
種
類
か
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
い

た
の
で
誰
が
ど
の
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
か
も
め
た
り
、
ま
だ
小

さ
い
い
と
こ
が
ジ
ュ
ー
ス
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
。
そ
れ
は

そ
れ
は
賑に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
で
し
た
。

　

葬
儀
が
全
て
滞
り
な
く
終
わ
っ
て
片
付
け
を
し
て
い
る
時

に
母
が
ポ
ツ
リ
と
言
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
看
護
師
は
治
療
に
関
し
て
は
ド
ク
タ
ー
の
指
示
の

下
動
く
の
で
治
療
の
決
定
権
は
な
く
病
気
そ
の
も
の
を
治
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
で
も
お
こ
が
ま
し
い
け
ど
患
者
さ
ん
本

人
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
家
族
さ
ん
た
ち
も
少
し

で
も
楽
に
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
し
ょ
。
そ
れ

が
で
き
る
の
が
看
護
師
だ
と
思
っ
て
る
。」

と
。
僕
は
い
い
看
護
師
と
い
う
の
は
注
射
が
上
手
い
と
か
処

置
が
早
い
と
か
そ
う
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
大
事
な
こ
と
だ
け
ど
、
今
回
の
体
験

で
心
に
寄
り
添
う
看
護
が
一
番
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
の
仕
事
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち

「
こ
の
仕
事
が
好
き
だ
。」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
母
を
か
っ

こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

僕
は
心
室
中
隔
欠
損
症
と
い
う
先
天
性
の
心
臓
病
を
持
っ

て
い
ま
す
。
今
も
検
査
は
欠
か
せ
な
い
し
、
入
院
す
る
こ
と

も
あ
っ
て
そ
の
度
に
た
く
さ
ん
の
看
護
師
さ
ん
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
僕
の
記
憶
に
残
る
看
護
師
さ
ん
は
み
ん
な
笑
顔

で
優
し
く
、
不
安
な
僕
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
け
ど
、

母
の
一
言
か
ら
た
く
さ
ん
の
看
護
師
さ
ん
の
思
い
に
触
れ
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

僕
は
母
の
仕
事
が
看
護
師
で
嫌
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
が
何

度
も
あ
り
ま
し
た
。
時
間
通
り
に
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
多

い
し
、
休
み
の
は
ず
だ
っ
た
日
に
急
に
呼
ば
れ
て
出
勤
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
晩
ご
飯
に
お
惣
菜
や
お
弁
当
が
続
く

日
も
あ
っ
た
し
、
家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
て
い
て
ゆ
っ
く
り

会
話
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。

　

も
し
看
護
師
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
帰
り
を
寂
し
く
待
っ
て

い
る
子
が
い
る
な
ら
伝
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。「
キ
ミ
の
お

母
さ
ん
の
仕
事
は
素
晴
ら
し
い
も
の
な
ん
だ
よ
。
キ
ミ
の
お

母
さ
ん
は
す
ご
い
人
だ
よ
。」
と
。

　

母
は
今
日
も
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
に
笑
顔
を
届
け
に

行
っ
て
い
ま
す
。
長
い
夏
休
み
、
仕
方
な
く
お
い
し
い
ご
飯

で
も
作
っ
と
い
て
や
る
と
す
る
か
な
。
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ぼ
く
の
母
は
、
ぼ
く
が
２
歳
の
時
、
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ

た
。
リ
ン
パ
節
転
移
が
あ
り
、
す
ぐ
に
抗
が
ん
剤
治
療
が
始

ま
っ
た
。
母
は
、
ぼ
く
の
成
長
を
見
な
け
れ
ば
と
思
い
、
生

き
る
為
に
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
た
。「
あ
な
た
が
い
た
か

ら
が
ん
ば
れ
た
。
あ
な
た
は
命
の
恩
人
。」
と
、
母
は
時
々

ぼ
く
に
言
う
。

　

そ
ん
な
母
も
、
病
院
の
先
生
の
前
で
、「
本
当
に
治
る
ん

で
し
ょ
う
か
。」
と
泣
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
先
生

は
す
ぐ
に
緩
和
ケ
ア
の
先
生
に
つ
な
い
で
く
れ
て
、
た
く
さ

ん
の
先
生
や
看
護
師
の
方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
母
は
治
療
を

続
け
た
。

「
抗
が
ん
剤
や
手
術
の
痛
み
は
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

体
の
痛
み
よ
り
あ
な
た
の
成
長
を
見
届
け
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
心
の
痛
み
の
ほ
う
が
ず
っ
と
ず
っ
と
大
き

か
っ
た
。」
と
、
母
は
言
っ
た
。

　

抗
が
ん
剤
治
療
や
手
術
が
終
わ
っ
て
も
再
発
の
不
安
は
続

き
、
が
ん
患
者
の
心
の
つ
ら
さ
を
助
け
る
精
神
腫し

ゅ

瘍よ
う

科
の
医

師
や
看
護
師
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
そ

う
だ
。

　

ぼ
く
も
、
小
学
５
年
生
の
時
に
、
右
ひ
じ
の
骨
折
で
手
術

を
し
た
。
初
め
て
の
手
術
、
ぼ
く
は
心
臓
が
は
り
裂
け
て
し

ま
い
そ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
極
度
な
緊
張
で
心
拍
数
が
１
５

０
に
達
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
大
き
な
「
孤
独
」
が
押
し
よ

せ
て
き
た
。「
こ
れ
か
ら
ぼ
く
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

…
…
」。
ぼ
く
の
中
に
は
「
不
安
」
と
「
孤
独
」
し
か
な
か
っ

た
。
母
は
、
こ
れ
の
何
倍
、
何
百
倍
、
何
千
倍
の
「
不
安
」

と
闘
っ
て
き
た
。
だ
が
、
時
に
は
心
が
折
れ
て
し
ま
い
そ
う

な
時
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
は
、
様
々
な
医
療
関
係
者
の

方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
巨
大
な
「
不
安
」
や
「
が
ん
」

に
打
ち
勝
っ
た
の
だ
。

　

１
度
目
の
手
術
、
整
形
外
科
の
先
生
に
「
手
術
ど
う
だ
っ

た
？
」
と
聞
か
れ
て
、
母
は
「
手
術
の
間
ず
っ
と
孤
独
だ
っ

た
そ
う
で
す
。」
と
答
え
た
。

　

初
め
て
の
手
術
で
、「
機
械
の
音
は
聞
こ
え
る
け
ど
、ず
っ

と
孤
独
だ
っ
た
。」
と
母
に
話
し
て
い
た
の
だ
。

　

そ
の
後
、
も
う
一
度
ひ
じ
に
入
れ
た
ピ
ン
を
抜
く
手
術
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
先
生
は
、
手
術
台
の
上
に
横
に
な
っ

て
い
た
ぼ
く
に
、
そ
の
時
に
と
て
も
は
や
っ
て
い
た
ア
ニ
メ

の
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
看
護
師
さ
ん
が
手
術
の
緊
張
を
す

こ
し
も
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ

た
。
ぼ
く
の
「
孤
独
だ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
覚
え
て
い
て

く
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
「
孤
独
」
な
ん
て
キ
レ
イ
サ
ッ
パ
リ

ふ
き
と
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

手
術
が
終
わ
り
、
手
術
の
傷
が
治
っ
た
こ
ろ
に
は
す
っ
か

り
腕
が
伸
び
な
く
な
っ
た
。
ぼ
く
は
、
腕
が
元
通
り
に
な
る

か
と
て
も
心
配
に
な
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
、
ぼ
く
の
腕

を
担
当
し
て
く
れ
た
お
兄
さ
ん
は
と
て
も
明
る
く
、
い
つ
も

楽
し
い
話
を
し
て
く
れ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
が
終
了
に
な
っ
た
時

は
、
さ
み
し
く
て
泣
い
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
。

　

ぼ
く
の
右
ひ
じ
も
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
よ
う
に
な
り
今
は
、

剣
道
や
ピ
ア
ノ
も
問
題
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、
様
々
な
人
に
助
け
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。

　

あ
れ
は
、
ぼ
く
が
６
歳
の
時
。

　

母
と
一
緒
に
箱
根
に
行
っ
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
ぼ
く
は
、
ま
だ
幼
い

体
で
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
傾
斜
を
全
力
で
走
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。

　

次
の
瞬
間
、
ぼ
く
は
、
頭
か
ら
地
面
に
転
ん
で
し
ま
っ
た
。

う
ろ
覚
え
の
記
憶
だ
が
、
目
の
前
が
ま
っ
赤
に
染
ま
る
ほ
ど

流
血
し
、
手
や
服
、
地
面
に
ま
で
血
が
し
た
た
る
、
も
は
や

ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
殺
人
現
場
の
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

流
血
し
て
い
る
ぼ
く
を
見
つ
け
て
く
れ
た
、
庭
を
整
備
し

て
い
た
人
が
ぼ
く
の
頭
に
バ
ン
ダ
ナ
を
巻
い
て
く
れ
た
。
そ

の
後
、
ぼ
く
を
受
付
ま
で
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
受
付
に
い
た

お
兄
さ
ん
が
ぼ
く
を
病
院
ま
で
車
で
送
っ
て
く
れ
た
。
病
院

で
ホ
ッ
チ
キ
ス
を
す
る
時
も
、
ぼ
く
が
怖
が
ら
な
い
よ
う
に
、

看
護
師
さ
ん
が
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
で
ぼ
く
の
気
を
そ
ら
し
て

く
れ
た
。
ホ
ッ
チ
キ
ス
を
取
り
除
く
時
も
「
痛
か
っ
た
ら
泣

い
て
い
い
ん
だ
よ
。」
な
ど
の
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
。

　

母
は
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
時
、
ぼ
く
の
ラ
ン
ド
セ
ル
姿

を
見
る
の
が
目
標
、
中
学
生
に
な
っ
た
姿
を
見
る
こ
と
は
夢

の
ま
た
夢
で
、
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

ぼ
く
は
中
学
生
に
な
り
、
母
は
夢
の
ま
た
夢
を
叶か

な

え
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

母
の
病
気
も
ぼ
く
の
骨
折
も
、
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
の

は
、
病
院
の
先
生
や
看
護
師
さ
ん
に
か
け
て
も
ら
っ
た
「
言

葉
」
だ
。

　

薬
は
病
気
に
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ど
ん

な
万
能
薬
で
も
、
心
の
傷
ま
で
は
癒
や
せ
な
い
。
心
の
傷
に

効
く
薬
は
た
だ
一
つ
、「
言
葉
」
だ
。

　

母
も
ぼ
く
も
薬
で
は
治
せ
な
い
心
の
苦
し
み
を
、
た
く
さ

ん
の
「
言
葉
」
で
治
し
て
も
ら
っ
た
。

　

ぼ
く
も
、「
言
葉
」
で
治
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
苦
し

ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
心
に
寄
り
そ
い
、
優
し
い
「
言
葉
」

を
か
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
。

　

色
と
り
ど
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
が
街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
12
月
23
日
。
肺
が
ん
で
闘
病
中

だ
っ
た
叔
母
が
静
か
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
明
る
く
て

お
し
ゃ
べ
り
好
き
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
節
介
で
よ
く
笑
う
叔

母
で
し
た
。

「
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
し
ょ
う
が
な
い
。
頑
張
っ
て
治

し
て
く
る
わ
。」

と
笑
顔
で
入
院
し
た
叔
母
。
葬
儀
場
に
帰
っ
て
き
た
叔
母
は

僕
の
知
っ
て
い
る
叔
母
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
頰
は
小

さ
く
痩
せ
こ
け
、
肌
は
黒
ず
み
、
う
っ
す
ら
と
残
る
眉
間
の

皺し
わ

の
跡
が
治
療
の
壮
絶
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
お
見
舞
い
に
も
行
け
な
か
っ
た
僕
は
無
力
な
自
分
に
胸

が
張
り
裂
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
と
こ
た
ち
も
み
ん
な

同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
重
い
空
気
の
中
、
母
が
口
を
開
き

ま
し
た
。

「
大
丈
夫
！　

み
ん
な
で
お
ば
ち
ゃ
ん
を
元
に
戻
し
て
あ
げ

よ
う
。」

　

僕
の
母
は
看
護
師
で
す
。
母
は
叔
母
が
亡
く
な
っ
て
す
ぐ

に
病
院
へ
駆
け
付
け
、
エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
を
自
分
た
ち
で
さ
せ

て
ほ
し
い
と
病
院
と
葬
儀
場
の
人
に
交
渉
し
て
い
ま
し
た
。

エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
と
は
人
が
亡
く
な
っ
た
時
に
行
う
死
後
処
置

の
こ
と
で
す
。
遺
体
を
清
め
た
り
、
化
粧
を
施
し
た
り
し
て

故
人
が
少
し
で
も
生
前
に
近
い
姿
に
な
れ
る
よ
う
に
資
格
を

持
っ
た
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

母
が
叔
母
の
体
を
き
れ
い
に
清
め
、
み
ん
な
で
選
ん
だ
薄

い
ピ
ン
ク
の
着
物
を
着
せ
ま
し
た
。

「
さ
あ
！　

お
化
粧
す
る
よ
！
」

昔
の
叔
母
の
写
真
を
何
枚
も
何
枚
も
見
比
べ
な
が
ら
み
ん

な
で
少
し
ず
つ
化
粧
し
ま
し
た
。

　

母
は
叔
母
の
持
っ
て
い
た
化
粧
品
で
化
粧
す
る
こ
と
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。
お
気
に
入
り
の
化
粧
品
で
い
つ
も
の
叔
母

に
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
ず
顔
全
体
を
き
れ
い
に
剃そ

っ
て
眉
を
整
え
ま
し
た
。
苦

痛
に
歪ゆ
が

ん
だ
あ
と
の
あ
る
眉
間
の
皺
を
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ

緩
め
、
口
元
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
口
角
が
上
が
っ
た
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
痩
せ
こ
け
た
頰
の
内
側
に
綿
を
少
し
入
れ
て

ふ
っ
く
ら
と
さ
せ
ま
し
た
。
テ
キ
パ
キ
と
指
示
を
出
し
、
さ

り
げ
な
く
仕
上
げ
を
す
る
母
の
手
は
ま
る
で
魔
法
み
た
い
で

し
た
。

出
来
上
が
っ
た
叔
母
は
声
を
掛
け
る
と
目
を
覚
ま
し
そ
う

で「
ア
イ
ス
食
べ
る
？　

お
野
菜
持
っ
て
お
帰
り
。」

と
今
に
も
喋
り
だ
し
そ
う
で
し
た
。
あ
ま
り
に
生
前
の
叔
母

そ
の
も
の
で
み
ん
な
で
大
笑
い
し
て
み
ん
な
で
泣
き
ま
し
た
。

な
ん
だ
か
悲
し
い
の
か
う
れ
し
い
の
か
分
か
ら
な
い
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
の
感
情
だ
っ
た
け
れ
ど
、
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
お
通
夜
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。
叔
母
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
帽
子
を
そ
っ
と
か
ぶ
せ
、
叔
母
を
囲
ん
で
み
ん
な

で
ケ
ー
キ
を
食
べ
ま
し
た
。
何
種
類
か
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
い

た
の
で
誰
が
ど
の
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
か
も
め
た
り
、
ま
だ
小

さ
い
い
と
こ
が
ジ
ュ
ー
ス
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
。
そ
れ
は

そ
れ
は
賑に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
で
し
た
。

　

葬
儀
が
全
て
滞
り
な
く
終
わ
っ
て
片
付
け
を
し
て
い
る
時

に
母
が
ポ
ツ
リ
と
言
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
看
護
師
は
治
療
に
関
し
て
は
ド
ク
タ
ー
の
指
示
の

下
動
く
の
で
治
療
の
決
定
権
は
な
く
病
気
そ
の
も
の
を
治
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
で
も
お
こ
が
ま
し
い
け
ど
患
者
さ
ん
本

人
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
家
族
さ
ん
た
ち
も
少
し

で
も
楽
に
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
し
ょ
。
そ
れ

が
で
き
る
の
が
看
護
師
だ
と
思
っ
て
る
。」

と
。
僕
は
い
い
看
護
師
と
い
う
の
は
注
射
が
上
手
い
と
か
処

置
が
早
い
と
か
そ
う
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
大
事
な
こ
と
だ
け
ど
、
今
回
の
体
験

で
心
に
寄
り
添
う
看
護
が
一
番
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
の
仕
事
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち

「
こ
の
仕
事
が
好
き
だ
。」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
母
を
か
っ

こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

僕
は
心
室
中
隔
欠
損
症
と
い
う
先
天
性
の
心
臓
病
を
持
っ

て
い
ま
す
。
今
も
検
査
は
欠
か
せ
な
い
し
、
入
院
す
る
こ
と

も
あ
っ
て
そ
の
度
に
た
く
さ
ん
の
看
護
師
さ
ん
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
僕
の
記
憶
に
残
る
看
護
師
さ
ん
は
み
ん
な
笑
顔

で
優
し
く
、
不
安
な
僕
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
け
ど
、

母
の
一
言
か
ら
た
く
さ
ん
の
看
護
師
さ
ん
の
思
い
に
触
れ
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

僕
は
母
の
仕
事
が
看
護
師
で
嫌
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
が
何

度
も
あ
り
ま
し
た
。
時
間
通
り
に
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
多

い
し
、
休
み
の
は
ず
だ
っ
た
日
に
急
に
呼
ば
れ
て
出
勤
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
晩
ご
飯
に
お
惣
菜
や
お
弁
当
が
続
く

日
も
あ
っ
た
し
、
家
に
仕
事
を
持
ち
帰
っ
て
い
て
ゆ
っ
く
り

会
話
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。

　

も
し
看
護
師
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
帰
り
を
寂
し
く
待
っ
て

い
る
子
が
い
る
な
ら
伝
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。「
キ
ミ
の
お

母
さ
ん
の
仕
事
は
素
晴
ら
し
い
も
の
な
ん
だ
よ
。
キ
ミ
の
お

母
さ
ん
は
す
ご
い
人
だ
よ
。」
と
。

　

母
は
今
日
も
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
に
笑
顔
を
届
け
に

行
っ
て
い
ま
す
。
長
い
夏
休
み
、
仕
方
な
く
お
い
し
い
ご
飯

で
も
作
っ
と
い
て
や
る
と
す
る
か
な
。
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「
可
愛
い
な
ぁ
。
可
愛
い
な
ぁ
。」

祖
母
は
い
つ
も
私
に
こ
う
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
生
ま

れ
た
病
院
で
分ぶ

ん

娩べ
ん

室
に
は
入
れ
な
い
た
め
一
人
、
分
娩
室

の
近
く
の
椅
子
で
、な
か
な
か
産
ま
れ
て
こ
な
い
私
を
ず
っ

と
待
っ
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
助
産
師
さ
ん
た
ち
が

バ
タ
バ
タ
慌
た
だ
し
く
さ
れ
て
い
る
し
、
生
ま
れ
た
よ
う

な
の
に
私
の
産
声
も
聞
こ
え
な
い
し
で
祖
母
も
焦
っ
た
と

言
い
ま
す
。
い
つ
も
母
の
実
家
に
行
く
と
１
日
に
何
回
言

う
の
？
と
い
う
く
ら
い
、「
可
愛
い
な
ぁ
。」
と
連
発
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
、
私
の
祖
母
は
要
介
護
５
で
す
。
９
年
前
に
若
年
性

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
若
か
っ
た
う
え
、

進
行
を
止
め
る
薬
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
診
断
さ
れ
て

早
い
う
ち
に
自
分
で
歩
い
た
り
、
食
べ
た
り
と
い
う
生
活

の
全
て
に
お
い
て
介
護
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
祖
母
の

意
思
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
施
設
に

は
ま
だ
入
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
祖
父
も
私

た
ち
家
族
も
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
家
で
生
活
し
て
も
ら
お

う
と
決
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
と
母
が
祖
母
の
介
護

の
た
め
に
母
の
実
家
に
住
み
、
父
は
仕
事
と
家
が
あ
る
の

で
、
家
と
母
の
実
家
を
行
き
来
す
る
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

　

祖
母
は
一
般
に
言
わ
れ
る
徘は

い

徊か
い

と
い
う
行
為
も
、
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
母
が
探
し
回
り
祖
母
を
見

つ
け
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
け
れ

ど
、「
徘
徊
」
と
は
言
い
た
く
な
い
で
す
。
祖
母
は
多
分
、

私
の
た
め
家
族
の
た
め
に
、
何
か
を
買
い
に
行
っ
た
も
の

の
帰
り
道
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
見
た
こ
と
の
あ
る
道
を

彷さ
ま
よ徨
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

祖
母
は
母
と
私
で
毎
日
お
風
呂
に
入
る
の
が
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
母
と
私
で
祖
母
を
抱
え
て
湯
船
に
浸

り
、
女
子
三
世
代
で
楽
し
い
会
話
タ
イ
ム
で
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
２
年
前
の
夏
に
、
ご
飯
を
食
べ
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
も
夕
食
だ
け
に
１
時
間
半
の
時
間
は
か

か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
夏
は
夕
食
だ
け
で
も
食
べ

る
時
と
食
べ
な
い
時
が
あ
る
の
で
、
３
時
間
か
け
て
の
夕

食
時
間
で
し
た
。
食
事
介
護
を
し
て
い
る
母
も
限
界
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
家
で
の
生
活
は
も
う
無
理
だ
ろ
う
と
い

う
時
に
、
太
も
も
と
お
尻
の
間
に
褥

じ
ょ
く

瘡そ
う

（
体
重
で
圧
迫
さ

れ
て
い
る
場
所
の
血
流
が
悪
く
な
っ
た
り
滞
る
こ
と
で
、

皮
膚
の
一
部
が
赤
い
色
味
を
お
び
た
り
、
た
だ
れ
た
り
、

傷
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
）
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

栄
養
が
取
れ
て
い
な
い
し
、
長
い
時
間
座
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

祖
母
は
毎
日
９
時
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
さ
ん
が
迎

え
に
来
て
く
れ
て
４
時
に
家
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。毎
日
の
お
風
呂
は
、私
と
母
で
は
な
く
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
職
員
さ
ん
に
お
任
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
寂
し
か
っ
た
で
す
が
、
祖
母
は
毎
日
昼
に
入
浴
で
き
、

き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
た
め
、
楽
で
喜
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
祖
母
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
家
に
帰
る
と
、
か
か
り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
や
訪
問
看
護
師
さ
ん
た
ち
が
毎
日
来

て
く
れ
て
体
の
調
子
と
褥
瘡
の
処
置
を
し
て
く
れ
ま
す
。

少
し
調
子
の
悪
い
時
は
、
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
ど
う
し
た

ら
良
い
か
、
教
え
て
く
れ
る
の
で
家
族
み
ん
な
安
心
し
て

祖
母
の
介
護
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

褥
瘡
が
酷
く
な
っ
た
時
、
病
院
や
施
設
で
見
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
を
は
じ

め
、
看
護
師
さ
ん
、
施
設
の
職
員
の
心
か
ら
の
支
え
と
助

言
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
家
族
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
救
わ
れ
、
祖
母
が
望
む
家
で
の
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
。

介
護
は
並
大
抵
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
か
ら
祖

母
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
祖
父
も
母
も
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
か
か
り
つ
け
医
の

先
生
に
た
ま
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
く
ら
い
で
、
訪
問
看

護
師
さ
ん
に
は
来
て
も
ら
わ
な
く
て
大
丈
夫
な
ほ
ど
祖
母

は
元
気
で
す
。

　

私
は
昨
年
の
春
か
ら
、
中
学
の
寮
に
入
っ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
長
期
休
み
に
帰
っ
て
祖
母
に
会
っ
て
い
ま
す
。

母
が
言
う
に
は
、
私
の
食
事
介
護
な
ら
張
り
切
っ
て
口
を

開
け
る
そ
う
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
た
ち
も
、
お
孫

さ
ん
が
帰
っ
て
き
て
い
る
か
ら
祖
母
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

る
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。「
可
愛
い
な
ぁ
。可
愛
い
な
ぁ
。」

と
今
度
は
私
が
祖
母
に
言
い
ま
す
。
祖
母
か
ら
は
「
あ
り

が
と
う
。」
と
だ
け
は
返
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
聞
き

た
く
て
何
度
も
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
、
訪
問
看
護
師
の
み
な
さ
ん
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
の
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
普
段
私
が
力
に
な
れ
な
い
分
、
祖
父
や
母
の

支
え
に
な
り
祖
母
を
家
で
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
も
っ
と
長
い
間
、
祖
母
の
「
あ
り
が
と
う
。」
が
聞
き

た
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
高
生
の
部

奥
田
　
杏
（
14
歳
）

広
島
県
　
広
島
県
立
広
島
叡
智
学
園
中
学
校

祖
母
の「
あ
り
が
と
う
」が�

�

聞
き
た
く
て

優 

秀 

賞
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「
可
愛
い
な
ぁ
。
可
愛
い
な
ぁ
。」

祖
母
は
い
つ
も
私
に
こ
う
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
生
ま

れ
た
病
院
で
分ぶ

ん

娩べ
ん

室
に
は
入
れ
な
い
た
め
一
人
、
分
娩
室

の
近
く
の
椅
子
で
、な
か
な
か
産
ま
れ
て
こ
な
い
私
を
ず
っ

と
待
っ
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
助
産
師
さ
ん
た
ち
が

バ
タ
バ
タ
慌
た
だ
し
く
さ
れ
て
い
る
し
、
生
ま
れ
た
よ
う

な
の
に
私
の
産
声
も
聞
こ
え
な
い
し
で
祖
母
も
焦
っ
た
と

言
い
ま
す
。
い
つ
も
母
の
実
家
に
行
く
と
１
日
に
何
回
言

う
の
？
と
い
う
く
ら
い
、「
可
愛
い
な
ぁ
。」
と
連
発
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
、
私
の
祖
母
は
要
介
護
５
で
す
。
９
年
前
に
若
年
性

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
若
か
っ
た
う
え
、

進
行
を
止
め
る
薬
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
診
断
さ
れ
て

早
い
う
ち
に
自
分
で
歩
い
た
り
、
食
べ
た
り
と
い
う
生
活

の
全
て
に
お
い
て
介
護
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
祖
母
の

意
思
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
施
設
に

は
ま
だ
入
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
祖
父
も
私

た
ち
家
族
も
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
家
で
生
活
し
て
も
ら
お

う
と
決
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
と
母
が
祖
母
の
介
護

の
た
め
に
母
の
実
家
に
住
み
、
父
は
仕
事
と
家
が
あ
る
の

で
、
家
と
母
の
実
家
を
行
き
来
す
る
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

　

祖
母
は
一
般
に
言
わ
れ
る
徘は

い

徊か
い

と
い
う
行
為
も
、
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
母
が
探
し
回
り
祖
母
を
見

つ
け
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
け
れ

ど
、「
徘
徊
」
と
は
言
い
た
く
な
い
で
す
。
祖
母
は
多
分
、

私
の
た
め
家
族
の
た
め
に
、
何
か
を
買
い
に
行
っ
た
も
の

の
帰
り
道
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
見
た
こ
と
の
あ
る
道
を

彷さ
ま
よ徨
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

祖
母
は
母
と
私
で
毎
日
お
風
呂
に
入
る
の
が
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
母
と
私
で
祖
母
を
抱
え
て
湯
船
に
浸

り
、
女
子
三
世
代
で
楽
し
い
会
話
タ
イ
ム
で
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
２
年
前
の
夏
に
、
ご
飯
を
食
べ
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
も
夕
食
だ
け
に
１
時
間
半
の
時
間
は
か

か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
夏
は
夕
食
だ
け
で
も
食
べ

る
時
と
食
べ
な
い
時
が
あ
る
の
で
、
３
時
間
か
け
て
の
夕

食
時
間
で
し
た
。
食
事
介
護
を
し
て
い
る
母
も
限
界
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
家
で
の
生
活
は
も
う
無
理
だ
ろ
う
と
い

う
時
に
、
太
も
も
と
お
尻
の
間
に
褥

じ
ょ
く

瘡そ
う

（
体
重
で
圧
迫
さ

れ
て
い
る
場
所
の
血
流
が
悪
く
な
っ
た
り
滞
る
こ
と
で
、

皮
膚
の
一
部
が
赤
い
色
味
を
お
び
た
り
、
た
だ
れ
た
り
、

傷
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
）
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

栄
養
が
取
れ
て
い
な
い
し
、
長
い
時
間
座
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

祖
母
は
毎
日
９
時
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
さ
ん
が
迎

え
に
来
て
く
れ
て
４
時
に
家
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。毎
日
の
お
風
呂
は
、私
と
母
で
は
な
く
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
職
員
さ
ん
に
お
任
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
寂
し
か
っ
た
で
す
が
、
祖
母
は
毎
日
昼
に
入
浴
で
き
、

き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
た
め
、
楽
で
喜
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
祖
母
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
家
に
帰
る
と
、
か
か
り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
や
訪
問
看
護
師
さ
ん
た
ち
が
毎
日
来

て
く
れ
て
体
の
調
子
と
褥
瘡
の
処
置
を
し
て
く
れ
ま
す
。

少
し
調
子
の
悪
い
時
は
、
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
ど
う
し
た

ら
良
い
か
、
教
え
て
く
れ
る
の
で
家
族
み
ん
な
安
心
し
て

祖
母
の
介
護
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

褥
瘡
が
酷
く
な
っ
た
時
、
病
院
や
施
設
で
見
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
を
は
じ

め
、
看
護
師
さ
ん
、
施
設
の
職
員
の
心
か
ら
の
支
え
と
助

言
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
家
族
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
救
わ
れ
、
祖
母
が
望
む
家
で
の
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
。

介
護
は
並
大
抵
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
か
ら
祖

母
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
祖
父
も
母
も
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
か
か
り
つ
け
医
の

先
生
に
た
ま
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
く
ら
い
で
、
訪
問
看

護
師
さ
ん
に
は
来
て
も
ら
わ
な
く
て
大
丈
夫
な
ほ
ど
祖
母

は
元
気
で
す
。

　

私
は
昨
年
の
春
か
ら
、
中
学
の
寮
に
入
っ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
長
期
休
み
に
帰
っ
て
祖
母
に
会
っ
て
い
ま
す
。

母
が
言
う
に
は
、
私
の
食
事
介
護
な
ら
張
り
切
っ
て
口
を

開
け
る
そ
う
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
た
ち
も
、
お
孫

さ
ん
が
帰
っ
て
き
て
い
る
か
ら
祖
母
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

る
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。「
可
愛
い
な
ぁ
。可
愛
い
な
ぁ
。」

と
今
度
は
私
が
祖
母
に
言
い
ま
す
。
祖
母
か
ら
は
「
あ
り

が
と
う
。」
と
だ
け
は
返
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
聞
き

た
く
て
何
度
も
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
、
訪
問
看
護
師
の
み
な
さ
ん
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
の
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
普
段
私
が
力
に
な
れ
な
い
分
、
祖
父
や
母
の

支
え
に
な
り
祖
母
を
家
で
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
も
っ
と
長
い
間
、
祖
母
の
「
あ
り
が
と
う
。」
が
聞
き

た
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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［エッセー部門］入賞作品

「
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
し
、
病
院
に
も
行

き
た
く
な
い
。」
と
、
先
日
、
Ｋ
は
言
い
出

し
た
。

僕
と
Ｋ
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
一
番
の
仲

良
し
。
授
業
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
お

互
い
に
勉
強
し
た
り
、
宿
題
を
２
人
で
し
た

り
、
い
つ
も
２
人
で
一
人
前
。
Ｋ
は
心
臓
病

で
具
合
が
悪
い
。
僕
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
体
を
激
し
く
動
か
せ
な
い
Ｋ
の
分

を
、
僕
が
体
育
で
ボ
ー
ル
を
取
っ
て
あ
げ
る
。

学
習
発
表
で
き
な
い
僕
の
分
を
、
Ｋ
が
ス
ラ

ス
ラ
と
代
読
し
て
く
れ
る
。
毎
日
、
毎
日
、

支
え
合
っ
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

Ｋ
が
時
々
、
体
調
不
良
に
な
る
と
学
校
を

欠
席
す
る
。
す
る
と
、
僕
の
学
校
生
活
は
、

め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
る
。
授
業
は
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
た
だ
聞
い
て
い
る
だ
け
。
不
安
な

中
、
座
っ
て
会
話
が
で
き
ず
に
、
首
を
縦
横

に
振
る
だ
け
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
れ
ず
誰
と
も
交
わ
れ
な
い
。
静
か
す
ぎ
て
、

忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
中
で
の
僕
の

存
在
。

　

Ｋ
と
は
、
ず
っ
と
一
緒
に
い
る
か
ら
か
、

何
も
言
葉
を
交
わ
す
必
要
が
な
い
。
僕
の
目

や
手
足
の
動
き
で
、気
持
ち
を
大
体
、分
か
っ

て
く
れ
る
。
学
校
の
先
生
や
親
に
も
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
こ
と
で
も
心
が
通
じ
る
。
改

め
て
思
い
返
す
と
、
以
心
伝
心
で
一
度
も
け

ん
か
し
た
こ
と
が
な
い
。

　

今
日
、
各
家
庭
と
学
校
で
、
社
会
の
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
授
業
に
変
わ
り
、
Ｋ
と
僕
が
、
休
憩
時

間
に
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
２
人
き
り
に
な
っ
た
。

学
校
と
は
違
う
雰
囲
気
だ
か
ら
、
お
互
い
ぬ

い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
会
話
を
し
て
み
た
。

「
大
人
に
な
っ
た
ら
、
２
人
で
世
界
の
中
心

へ
行
こ
う
。」
と
、Ｋ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
言
う
。

「
う
ん
、
大
人
に
な
っ
た
ら
行
こ
う
ネ
。
い

つ
も
、
Ｋ
が
居
て
く
れ
た
か
ら
、
学
校
が
楽

し
い
し
、
僕
は
学
校
へ
行
け
る
。」
紙
へ
ペ

ン
書
き
し
、
画
面
へ
向
け
る
。「
僕
も
だ
よ
。

丈
翔
が
居
る
か
ら
、
病
気
を
治
し
て
学
校
へ

行
き
た
い
。」
Ｋ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に

笑
っ
て
画
面
に
出
て
く
れ
る
。「
良
か
っ
た
。

ず
っ
と
、
ず
っ
と
、
学
校
で
一
緒
だ
よ
。」

筆
談
す
る
。

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
授
業
後
、
手
を
振
り
な
が
ら
、

Ｋ
が
明
る
く
前
向
き
に
な
っ
て
、
ま
た
学
校

へ
行
き
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
う

れ
し
か
っ
た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
世
界
の

中
心
へ
行
こ
う
と
約
束
し
た
か
ら
、
早
速
、

社
会
の
教
科
書
を
調
べ
る
。
行
っ
て
み
た
い

国
だ
ら
け
で
、
約
10
年
後
、
世
界
の
中
心
に

な
る
国
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
だ
ろ
う
？　

全

く
見
当
が
付
か
な
い
か
ら
、
明
日
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
で
Ｋ
に
聞
い
て
み
よ
う
。
Ｋ
は
ど
こ
の
国

へ
行
き
た
い
と
言
う
だ
ろ
う
か
？　

２
人
の

将
来
の
目
標
が
で
き
た
。
Ｋ
が
居
て
く
れ
る

か
ら
、
自
分
の
世
界
が
広
が
っ
て
楽
し
み
で

仕
方
な
い
。
僕
の
人
生
は
前
よ
り
も
、
ず
っ

と
良
い
も
の
に
な
っ
た
。
い
つ
ま
で
も
友
達

で
い
て
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
君
と
一
緒

に
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

「
う
ち
は
牛
の
命
と
引
き
換
え
に
お
金
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
牛
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
て
い
る
ん
だ
よ
。」

　

両
親
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
言
葉
。
小

さ
い
頃
は
、
そ
う
な
ん
だ
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
今
年
、
そ
の
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

私
の
家
は
、
畜
産
業
を
営
ん
で
い
て
、
黒
毛
和
種
と

い
う
肉
用
牛
を
飼
育
し
て
い
る
。

　

８
月
６
日
。
こ
の
日
は
、
家
で
生
ま
れ
た
３
頭
の
牛

と
の
お
別
れ
の
日
だ
っ
た
。

　

１
頭
目
は
福
太
郎
。
令
和
３
年
２
月
28
日
生
ま
れ
。

生
ま
れ
た
時
は
小
さ
く
、
と
て
も
か
わ
い
い
子
牛
だ
っ

た
。
ち
ょ
っ
と
こ
わ
が
り
で
お
と
な
し
く
て
と
っ
て
も

い
い
子
。
２
頭
目
は
、
北
斗
。
令
和
３
年
３
月
16
日
生

ま
れ
。
生
ま
れ
る
時
、
お
母
さ
ん
牛
か
ら
な
か
な
か
出

て
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、
獣
医
さ
ん
が
来
て
助
け
て
も

ら
っ
た
。
人
な
つ
っ
こ
く
て
優
し
い
子
。
３
頭
目
は
、

武
蔵
。
令
和
３
年
３
月
31
日
生
ま
れ
。
お
母
さ
ん
の
お

な
か
に
い
る
時
か
ら
と
っ
て
も
元
気
で
、
生
ま
れ
た
時

も
大
き
く
て
、
で
も
甘
え
ん
坊
の
優
し
い
子
。

　

３
頭
と
も
、
母
が
人
工
哺ほ

育い
く

で
ミ
ル
ク
か
ら
育
て
、

１
才
に
な
る
と
、
今
度
は
父
が
肉
用
牛
に
す
る
た
め
に

育
て
て
い
く
。
そ
う
し
て
、
２
年
５
カ
月
、
毎
日
休
ま

ず
牛
を
育
て
て
き
た
。
私
も
そ
ば
で
そ
の
様
子
を
見
て

い
た
。
そ
し
て
、
立
派
な
体
格
に
な
り
、
と
う
と
う
出

荷
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

「
福
太
郎
と
北
斗
と
武
蔵
を
つ
か
ま
え
る
よ
。」

　

出
荷
の
日
の
朝
、
母
に
そ
う
言
わ
れ
、
重
い
足
取
り

で
牛
舎
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
も
う
す
で
に
父
と

母
が
牛
た
ち
を
捕
ま
え
て
ロ
ー
プ
で
つ
な
い
で
い
た
。

「
最
後
だ
か
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
あ
げ
よ
う
。」

　

母
に
そ
う
言
わ
れ
、
ブ
ラ
シ
で
一
頭
一
頭
て
い
ね
い

に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
。

「
み
ん
な
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ね
、
あ
り
が
と
う
ね
。」

　

母
の
目
は
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
た
。
私
も
ブ
ラ
シ
で

背
中
や
顔
を
こ
す
っ
て
あ
げ
た
。
み
ん
な
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
お
と
な
し
く
し
て
い
る
。
そ
の
姿
を
見
る
と
、

と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
る
時
が
き
た
。
父
が

ロ
ー
プ
を
引
き
、
母
と
私
で
牛
の
お
し
り
を
押
し
た
。

そ
し
て
、
私
は
父
と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
、
Ｉ
町
に
あ
る

畜
産
セ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
私
た

ち
は
無
言
だ
っ
た
。

　

畜
産
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
、
３
頭
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

降
ろ
し
た
。
他
の
農
家
の
牛
た
ち
に
負
け
な
い
体
格
を

し
た
３
頭
は
と
て
も
立
派
で
、
私
も
と
て
も
ほ
こ
ら
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

３
頭
は
別
の
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
ら
れ
、
出
荷
さ
れ
て

い
っ
た
。
私
は
、
悲
し
い
気
持
ち
を
こ
ら
え
て
、
笑
顔

で
見
送
っ
た
。
そ
れ
が
私
に
で
き
る
最
後
の
こ
と
だ
と

思
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
か
ら
も
、
う
ち
は
牛
を
育
て
る
。

そ
し
て
、
そ
の
命
と
引
き
換
え
に
お
金
を
い
た
だ
く
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
が
今
精
い
っ
ぱ
い
生
き
る
こ
と
が

牛
へ
の
恩
返
し
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
大
切
な
牛
の

命
に
感
謝
し
て
生
活
し
た
い
。

文
部
科
学
大
臣
賞

小
学
生
の
部

大
切
な
命

諸
根
　
さ
つ
き
（
12
歳
）

福
島
県
　
矢
吹
町
立
三
神
小
学
校

受
賞
作
品
を
読
ん
で

ど
の
親
も
、
生
き
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
人
生
哲

学
を
も
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
も

の
の
、
冒
頭
の
一
文
に
は
ス
ト
レ
ー
ト
パ
ン
チ
を
喰

ら
い
ま
し
た
。

３
頭
の
牛
と
の
別
れ
が
、そ
し
て
「
限
り
あ
る
命
」

で
は
な
く
「
限
ら
れ
た
命
」
と
の
対た

い

峙じ

が
、
親
御
さ

ん
の
教
え
以
上
の
学
び
を
筆
者
に
も
た
ら
し
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

牛
の
成
長
の
描
写
が
細
や
か
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
悲
し
み
が
深
ま
り
、
出
荷
準
備
が
淡
々
と
描
か

れ
る
ほ
ど
、
読
み
手
の
胸
が
詰
ま
る
こ
と
を
筆
者
は

意
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
…
…
只
々
感
服
で
す
。

私
た
ち
の
体
は
、
人
生
は
、
何
か
の
、
誰
か
の
犠

牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。「
い
た
だ
き
ま
す
」

の
意
味
を
今
一
度
確
か
め
た
い
も
の
で
す
。

�

（
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「
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
し
、
病
院
に
も
行

き
た
く
な
い
。」
と
、
先
日
、
Ｋ
は
言
い
出

し
た
。

僕
と
Ｋ
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
一
番
の
仲

良
し
。
授
業
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
お

互
い
に
勉
強
し
た
り
、
宿
題
を
２
人
で
し
た

り
、
い
つ
も
２
人
で
一
人
前
。
Ｋ
は
心
臓
病

で
具
合
が
悪
い
。
僕
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
体
を
激
し
く
動
か
せ
な
い
Ｋ
の
分

を
、
僕
が
体
育
で
ボ
ー
ル
を
取
っ
て
あ
げ
る
。

学
習
発
表
で
き
な
い
僕
の
分
を
、
Ｋ
が
ス
ラ

ス
ラ
と
代
読
し
て
く
れ
る
。
毎
日
、
毎
日
、

支
え
合
っ
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

Ｋ
が
時
々
、
体
調
不
良
に
な
る
と
学
校
を

欠
席
す
る
。
す
る
と
、
僕
の
学
校
生
活
は
、

め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
る
。
授
業
は
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
た
だ
聞
い
て
い
る
だ
け
。
不
安
な

中
、
座
っ
て
会
話
が
で
き
ず
に
、
首
を
縦
横

に
振
る
だ
け
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
れ
ず
誰
と
も
交
わ
れ
な
い
。
静
か
す
ぎ
て
、

忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
中
で
の
僕
の

存
在
。

　

Ｋ
と
は
、
ず
っ
と
一
緒
に
い
る
か
ら
か
、

何
も
言
葉
を
交
わ
す
必
要
が
な
い
。
僕
の
目

や
手
足
の
動
き
で
、気
持
ち
を
大
体
、分
か
っ

て
く
れ
る
。
学
校
の
先
生
や
親
に
も
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
こ
と
で
も
心
が
通
じ
る
。
改

め
て
思
い
返
す
と
、
以
心
伝
心
で
一
度
も
け

ん
か
し
た
こ
と
が
な
い
。

　

今
日
、
各
家
庭
と
学
校
で
、
社
会
の
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
授
業
に
変
わ
り
、
Ｋ
と
僕
が
、
休
憩
時

間
に
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
２
人
き
り
に
な
っ
た
。

学
校
と
は
違
う
雰
囲
気
だ
か
ら
、
お
互
い
ぬ

い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
会
話
を
し
て
み
た
。

「
大
人
に
な
っ
た
ら
、
２
人
で
世
界
の
中
心

へ
行
こ
う
。」
と
、Ｋ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
言
う
。

「
う
ん
、
大
人
に
な
っ
た
ら
行
こ
う
ネ
。
い

つ
も
、
Ｋ
が
居
て
く
れ
た
か
ら
、
学
校
が
楽

し
い
し
、
僕
は
学
校
へ
行
け
る
。」
紙
へ
ペ

ン
書
き
し
、
画
面
へ
向
け
る
。「
僕
も
だ
よ
。

丈
翔
が
居
る
か
ら
、
病
気
を
治
し
て
学
校
へ

行
き
た
い
。」
Ｋ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に

笑
っ
て
画
面
に
出
て
く
れ
る
。「
良
か
っ
た
。

ず
っ
と
、
ず
っ
と
、
学
校
で
一
緒
だ
よ
。」

筆
談
す
る
。

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
授
業
後
、
手
を
振
り
な
が
ら
、

Ｋ
が
明
る
く
前
向
き
に
な
っ
て
、
ま
た
学
校

へ
行
き
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
う

れ
し
か
っ
た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
世
界
の

中
心
へ
行
こ
う
と
約
束
し
た
か
ら
、
早
速
、

社
会
の
教
科
書
を
調
べ
る
。
行
っ
て
み
た
い

国
だ
ら
け
で
、
約
10
年
後
、
世
界
の
中
心
に

な
る
国
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
だ
ろ
う
？　

全

く
見
当
が
付
か
な
い
か
ら
、
明
日
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
で
Ｋ
に
聞
い
て
み
よ
う
。
Ｋ
は
ど
こ
の
国

へ
行
き
た
い
と
言
う
だ
ろ
う
か
？　

２
人
の

将
来
の
目
標
が
で
き
た
。
Ｋ
が
居
て
く
れ
る

か
ら
、
自
分
の
世
界
が
広
が
っ
て
楽
し
み
で

仕
方
な
い
。
僕
の
人
生
は
前
よ
り
も
、
ず
っ

と
良
い
も
の
に
な
っ
た
。
い
つ
ま
で
も
友
達

で
い
て
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
君
と
一
緒

に
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

「
う
ち
は
牛
の
命
と
引
き
換
え
に
お
金
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
牛
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
て
い
る
ん
だ
よ
。」

　

両
親
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
言
葉
。
小

さ
い
頃
は
、
そ
う
な
ん
だ
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
今
年
、
そ
の
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

私
の
家
は
、
畜
産
業
を
営
ん
で
い
て
、
黒
毛
和
種
と

い
う
肉
用
牛
を
飼
育
し
て
い
る
。

　

８
月
６
日
。
こ
の
日
は
、
家
で
生
ま
れ
た
３
頭
の
牛

と
の
お
別
れ
の
日
だ
っ
た
。

　

１
頭
目
は
福
太
郎
。
令
和
３
年
２
月
28
日
生
ま
れ
。

生
ま
れ
た
時
は
小
さ
く
、
と
て
も
か
わ
い
い
子
牛
だ
っ

た
。
ち
ょ
っ
と
こ
わ
が
り
で
お
と
な
し
く
て
と
っ
て
も

い
い
子
。
２
頭
目
は
、
北
斗
。
令
和
３
年
３
月
16
日
生

ま
れ
。
生
ま
れ
る
時
、
お
母
さ
ん
牛
か
ら
な
か
な
か
出

て
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、
獣
医
さ
ん
が
来
て
助
け
て
も

ら
っ
た
。
人
な
つ
っ
こ
く
て
優
し
い
子
。
３
頭
目
は
、

武
蔵
。
令
和
３
年
３
月
31
日
生
ま
れ
。
お
母
さ
ん
の
お

な
か
に
い
る
時
か
ら
と
っ
て
も
元
気
で
、
生
ま
れ
た
時

も
大
き
く
て
、
で
も
甘
え
ん
坊
の
優
し
い
子
。

　

３
頭
と
も
、
母
が
人
工
哺ほ

育い
く

で
ミ
ル
ク
か
ら
育
て
、

１
才
に
な
る
と
、
今
度
は
父
が
肉
用
牛
に
す
る
た
め
に

育
て
て
い
く
。
そ
う
し
て
、
２
年
５
カ
月
、
毎
日
休
ま

ず
牛
を
育
て
て
き
た
。
私
も
そ
ば
で
そ
の
様
子
を
見
て

い
た
。
そ
し
て
、
立
派
な
体
格
に
な
り
、
と
う
と
う
出

荷
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

「
福
太
郎
と
北
斗
と
武
蔵
を
つ
か
ま
え
る
よ
。」

　

出
荷
の
日
の
朝
、
母
に
そ
う
言
わ
れ
、
重
い
足
取
り

で
牛
舎
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
も
う
す
で
に
父
と

母
が
牛
た
ち
を
捕
ま
え
て
ロ
ー
プ
で
つ
な
い
で
い
た
。

「
最
後
だ
か
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
あ
げ
よ
う
。」

　

母
に
そ
う
言
わ
れ
、
ブ
ラ
シ
で
一
頭
一
頭
て
い
ね
い

に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
。

「
み
ん
な
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ね
、
あ
り
が
と
う
ね
。」

　

母
の
目
は
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
た
。
私
も
ブ
ラ
シ
で

背
中
や
顔
を
こ
す
っ
て
あ
げ
た
。
み
ん
な
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
お
と
な
し
く
し
て
い
る
。
そ
の
姿
を
見
る
と
、

と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
る
時
が
き
た
。
父
が

ロ
ー
プ
を
引
き
、
母
と
私
で
牛
の
お
し
り
を
押
し
た
。

そ
し
て
、
私
は
父
と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
、
Ｉ
町
に
あ
る

畜
産
セ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
私
た

ち
は
無
言
だ
っ
た
。

　

畜
産
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
、
３
頭
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

降
ろ
し
た
。
他
の
農
家
の
牛
た
ち
に
負
け
な
い
体
格
を

し
た
３
頭
は
と
て
も
立
派
で
、
私
も
と
て
も
ほ
こ
ら
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

３
頭
は
別
の
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
ら
れ
、
出
荷
さ
れ
て

い
っ
た
。
私
は
、
悲
し
い
気
持
ち
を
こ
ら
え
て
、
笑
顔

で
見
送
っ
た
。
そ
れ
が
私
に
で
き
る
最
後
の
こ
と
だ
と

思
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
か
ら
も
、
う
ち
は
牛
を
育
て
る
。

そ
し
て
、
そ
の
命
と
引
き
換
え
に
お
金
を
い
た
だ
く
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
が
今
精
い
っ
ぱ
い
生
き
る
こ
と
が

牛
へ
の
恩
返
し
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
大
切
な
牛
の

命
に
感
謝
し
て
生
活
し
た
い
。

受
賞
作
品
を
読
ん
で

ど
の
親
も
、
生
き
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
人
生
哲

学
を
も
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
も

の
の
、
冒
頭
の
一
文
に
は
ス
ト
レ
ー
ト
パ
ン
チ
を
喰

ら
い
ま
し
た
。

３
頭
の
牛
と
の
別
れ
が
、そ
し
て
「
限
り
あ
る
命
」

で
は
な
く
「
限
ら
れ
た
命
」
と
の
対た

い

峙じ

が
、
親
御
さ

ん
の
教
え
以
上
の
学
び
を
筆
者
に
も
た
ら
し
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

牛
の
成
長
の
描
写
が
細
や
か
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
悲
し
み
が
深
ま
り
、
出
荷
準
備
が
淡
々
と
描
か

れ
る
ほ
ど
、
読
み
手
の
胸
が
詰
ま
る
こ
と
を
筆
者
は

意
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
…
…
只
々
感
服
で
す
。

私
た
ち
の
体
は
、
人
生
は
、
何
か
の
、
誰
か
の
犠

牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。「
い
た
だ
き
ま
す
」

の
意
味
を
今
一
度
確
か
め
た
い
も
の
で
す
。

�

（
水
野　

真
紀
）

蛯
原
　
丈
翔
（
11
歳
）

宮
崎
県
　
宮
崎
市
立
本
郷
小
学
校

君
が
い
て
く
れ
る
か
ら
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［エッセー部門］入賞作品

　

わ
た
し
は
、
あ
せ
が
で
な
い
び
ょ
う
き
で

す
。

　

あ
せ
が
で
な
い
の
で
、
う
ん
ど
う
を
し
た

り
、
あ
つ
い
日
に
そ
と
に
で
る
と
ね
つ
が
で

て
し
ま
い
ま
す
。
じ
ん
ま
し
ん
と
い
う
か
ゆ

い
ぶ
つ
ぶ
つ
も
で
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
な

つ
は
学
校
に
ほ
と
ん
ど
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

毎
日
、
た
く
さ
ん
の
く
す
り
を
の
ん
で
、
毎

月
い
た
い
ち
ゅ
う
し
ゃ
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
が
な
お
り
ま
せ
ん
。

　

び
ょ
う
き
は
が
ん
ば
っ
て
も
な
お
る
び
ょ

う
き
と
な
お
ら
な
い
び
ょ
う
き
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
の
び
ょ
う
き
は
、
な
か
な
か
な
お

り
ま
せ
ん
。
つ
よ
い
く
す
り
を
の
ん
で
い
る

の
で
、
か
お
が
ま
る
く
な
り
ま
し
た
。
せ
も

な
か
な
か
の
び
ま
せ
ん
。
か
お
の
こ
と
を
言

わ
れ
て
か
な
し
い
き
も
ち
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

び
ょ
う
き
も
大
き
く
な
っ
て
ち
り
ょ
う
を

し
た
ら
な
お
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

ま
で
は
こ
の
ま
ま
の
生
活
を
つ
づ
け
ま
す
。

　

花
火
を
し
た
り
、
プ
ー
ル
に
も
い
き
た
い

で
す
。

　

で
も
今
の
わ
た
し
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
わ
た
し
が
か
わ
い
そ
う
で
し
ょ
う

か
？　

び
ょ
う
き
を
み
つ
け
た
先
生
が
「
今

ま
で
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ね
。」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

た
ん
に
ん
の
先
生
は
「
出
き
る
こ
と
だ
け

が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
よ
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
は
休
み
が
お
お
い
わ
た
し
が
う
ん

ど
う
か
い
で
ダ
ン
ス
を
ま
ち
が
え
た
ら
そ
っ

と
フ
リ
を
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ち
ゅ
う
し
ゃ
を
が
ん
ば
り
、
な
か
な
か
っ

た
と
言
う
と
た
く
さ
ん
ほ
め
て
く
れ
る
お
ね

え
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。
び
ょ
う
き
で
つ
ら
い

こ
と
も
お
お
い
け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か

ら
た
く
さ
ん
の
や
さ
し
さ
を
も
ら
え
て
し
あ

わ
せ
で
す
。

　

わ
た
し
に
は
び
ょ
う
き
が
あ
る
け
れ
ど
、

目
が
見
え
な
い
、
耳
が
き
こ
え
な
い
、
手
足

に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
も
い
る
こ
と
を
本

で
よ
み
、
知
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
み
ん
な
に
つ
た
え
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
せ
か
い
に
は
い
ろ
い
ろ
な
し
ょ

う
が
い
や
び
ょ
う
き
の
人
が
い
ま
す
。
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
た
り
ま
え
が
ち
が
い
ま
す
。

み
た
目
や
で
き
な
い
こ
と
を
口
に
出
し
て
い

わ
れ
た
ら
き
ず
つ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
し
ょ
う
が
い
や
び
ょ
う
き
が
か
わ

い
そ
う
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
の
し
あ
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
人
が
で
き
な
い
人
を
そ
っ
と
さ
さ
え
ら
れ

る
、
そ
ん
な
や
さ
し
い
せ
か
い
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
わ
た
し
の
ま
ま
で
い
い
と
お

も
っ
て
い
ま
す
。

「
お
お
ば
あ
ば
に
あ
え
る
の
。
や
っ
た
あ
。」

　

わ
た
し
は
と
っ
て
も
う
れ
し
く
て
、
ば
ん

ざ
い
を
し
て
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
。
お
お
ば
あ

ば
は
、
わ
た
し
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
96
さ
い
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
う
つ
し
た
ら
い
け
な
い
の
で
、
あ
い

に
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ
さ

し
ぶ
り
に
あ
え
る
の
で
、
わ
た
し
は
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ

さ
ん
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
も
う
れ
し
そ
う
で

に
っ
こ
り
え
が
お
で
す
。　

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
く
と
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
び
っ
く
り
し
た
か
お
で
、

「
あ
か
り
ち
ゃ
ん
、
よ
く
き
た
ね
。
お
お
き

く
な
っ
た
ね
。
な
ん
さ
い
に
な
っ
た
の
。」

と
き
い
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

「
６
さ
い
。
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
よ
。」

と
こ
た
え
ま
し
た
。

「
も
う
い
ち
ね
ん
せ
い
な
の
。
お
お
き
く

な
っ
た
ね
。」

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
に
こ
に
こ
や
さ

し
い
え
が
お
で
い
い
ま
し
た
。
か
ぞ
く
で
た

の
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
あ
か
り
ち
ゃ
ん
、
な
ん
ね
ん
せ
い
に
な
っ

た
の
。」

と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、「
あ
れ
、
さ
っ

き
こ
た
え
た
よ
。き
こ
え
な
か
っ
た
の
か
な
」

と
、
こ
こ
ろ
の
な
か
で
お
も
い
ま
し
た
。

「
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
よ
。」

こ
ん
ど
は
、
お
お
き
な
こ
え
で
い
い
ま
し

た
。

「
い
ち
ね
ん
せ
い
、
お
お
き
く
な
っ
た
ね
。」

さ
っ
き
と
お
な
じ
へ
ん
じ
で
し
た
。「
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
た
の
。
み
た
め

は
い
つ
も
と
お
な
じ
だ
け
ど
、
は
な
す
と

ち
ょ
っ
と
ち
が
う
」
わ
た
し
は
ふ
し
ぎ
な
き

も
ち
の
ま
ま
、
い
え
に
か
え
る
じ
か
ん
に
な

り
ま
し
た
。

「
お
お
ば
あ
ば
、
ま
た
く
る
ね
。」

お
お
き
く
て
を
ふ
っ
て
わ
か
れ
ま
し
た
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
に
っ
こ
り
わ
ら
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
き
ゅ
う
に
な
み
だ
が
ぽ
ろ

ぽ
ろ
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
え
て
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
の
に
、
す
こ
し
さ
み
し
く
な

り
ま
し
た
。
か
ぞ
く
も
え
が
お
が
き
え
て
さ

み
し
そ
う
で
し
た
。
お
と
う
さ
ん
が
、

「
こ
れ
が
と
し
を
と
る
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

お
な
じ
こ
と
を
き
く
の
は
、
お
お
ば
あ
ば
が

わ
る
い
わ
け
で
は
な
い
よ
。」

と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
お
な
じ
こ
と

を
な
ん
ど
き
か
れ
て
も
、
い
や
な
き
も
ち
に

は
ぜ
ん
ぜ
ん
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し

は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
だ
い
す
き
で
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
い
え
が
お
は
、

み
ん
な
の
こ
こ
ろ
を
た
い
よ
う
み
た
い
に
、

あ
た
た
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。
つ
ぎ
あ
っ
た

と
き
も
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ま
た
お

な
じ
こ
と
を
き
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
わ
た
し
は
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
お
は
な

し
し
た
い
で
す
。

　

お
お
ば
あ
ば
、
テ
ス
ト
で
ひ
ゃ
く
て
ん

と
っ
た
よ
。
お
と
も
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き

た
よ
。
は
な
し
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

よ
。
ひ
ゃ
く
さ
い
ま
で
な
が
い
き
し
て
ね
。

青
山
　
栞
奈
（
8
歳
）

京
都
府
　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
院
小
学
校

わ
た
し
の
こ
と

小
学
生
の
部
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わ
た
し
は
、
あ
せ
が
で
な
い
び
ょ
う
き
で

す
。

　

あ
せ
が
で
な
い
の
で
、
う
ん
ど
う
を
し
た

り
、
あ
つ
い
日
に
そ
と
に
で
る
と
ね
つ
が
で

て
し
ま
い
ま
す
。
じ
ん
ま
し
ん
と
い
う
か
ゆ

い
ぶ
つ
ぶ
つ
も
で
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
な

つ
は
学
校
に
ほ
と
ん
ど
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

毎
日
、
た
く
さ
ん
の
く
す
り
を
の
ん
で
、
毎

月
い
た
い
ち
ゅ
う
し
ゃ
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
が
な
お
り
ま
せ
ん
。

　

び
ょ
う
き
は
が
ん
ば
っ
て
も
な
お
る
び
ょ

う
き
と
な
お
ら
な
い
び
ょ
う
き
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
の
び
ょ
う
き
は
、
な
か
な
か
な
お

り
ま
せ
ん
。
つ
よ
い
く
す
り
を
の
ん
で
い
る

の
で
、
か
お
が
ま
る
く
な
り
ま
し
た
。
せ
も

な
か
な
か
の
び
ま
せ
ん
。
か
お
の
こ
と
を
言

わ
れ
て
か
な
し
い
き
も
ち
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

び
ょ
う
き
も
大
き
く
な
っ
て
ち
り
ょ
う
を

し
た
ら
な
お
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

ま
で
は
こ
の
ま
ま
の
生
活
を
つ
づ
け
ま
す
。

　

花
火
を
し
た
り
、
プ
ー
ル
に
も
い
き
た
い

で
す
。

　

で
も
今
の
わ
た
し
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
わ
た
し
が
か
わ
い
そ
う
で
し
ょ
う

か
？　

び
ょ
う
き
を
み
つ
け
た
先
生
が
「
今

ま
で
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ね
。」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

た
ん
に
ん
の
先
生
は
「
出
き
る
こ
と
だ
け

が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
よ
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
は
休
み
が
お
お
い
わ
た
し
が
う
ん

ど
う
か
い
で
ダ
ン
ス
を
ま
ち
が
え
た
ら
そ
っ

と
フ
リ
を
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ち
ゅ
う
し
ゃ
を
が
ん
ば
り
、
な
か
な
か
っ

た
と
言
う
と
た
く
さ
ん
ほ
め
て
く
れ
る
お
ね

え
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。
び
ょ
う
き
で
つ
ら
い

こ
と
も
お
お
い
け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か

ら
た
く
さ
ん
の
や
さ
し
さ
を
も
ら
え
て
し
あ

わ
せ
で
す
。

　

わ
た
し
に
は
び
ょ
う
き
が
あ
る
け
れ
ど
、

目
が
見
え
な
い
、
耳
が
き
こ
え
な
い
、
手
足

に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
も
い
る
こ
と
を
本

で
よ
み
、
知
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
み
ん
な
に
つ
た
え
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
せ
か
い
に
は
い
ろ
い
ろ
な
し
ょ

う
が
い
や
び
ょ
う
き
の
人
が
い
ま
す
。
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
た
り
ま
え
が
ち
が
い
ま
す
。

み
た
目
や
で
き
な
い
こ
と
を
口
に
出
し
て
い

わ
れ
た
ら
き
ず
つ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
し
ょ
う
が
い
や
び
ょ
う
き
が
か
わ

い
そ
う
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
の
し
あ
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
人
が
で
き
な
い
人
を
そ
っ
と
さ
さ
え
ら
れ

る
、
そ
ん
な
や
さ
し
い
せ
か
い
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
わ
た
し
の
ま
ま
で
い
い
と
お

も
っ
て
い
ま
す
。

「
お
お
ば
あ
ば
に
あ
え
る
の
。
や
っ
た
あ
。」

　

わ
た
し
は
と
っ
て
も
う
れ
し
く
て
、
ば
ん

ざ
い
を
し
て
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
。
お
お
ば
あ

ば
は
、
わ
た
し
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
96
さ
い
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
う
つ
し
た
ら
い
け
な
い
の
で
、
あ
い

に
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ
さ

し
ぶ
り
に
あ
え
る
の
で
、
わ
た
し
は
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ

さ
ん
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
も
う
れ
し
そ
う
で

に
っ
こ
り
え
が
お
で
す
。　

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
く
と
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
び
っ
く
り
し
た
か
お
で
、

「
あ
か
り
ち
ゃ
ん
、
よ
く
き
た
ね
。
お
お
き

く
な
っ
た
ね
。
な
ん
さ
い
に
な
っ
た
の
。」

と
き
い
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

「
６
さ
い
。
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
よ
。」

と
こ
た
え
ま
し
た
。

「
も
う
い
ち
ね
ん
せ
い
な
の
。
お
お
き
く

な
っ
た
ね
。」

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
に
こ
に
こ
や
さ

し
い
え
が
お
で
い
い
ま
し
た
。
か
ぞ
く
で
た

の
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
あ
か
り
ち
ゃ
ん
、
な
ん
ね
ん
せ
い
に
な
っ

た
の
。」

と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、「
あ
れ
、
さ
っ

き
こ
た
え
た
よ
。き
こ
え
な
か
っ
た
の
か
な
」

と
、
こ
こ
ろ
の
な
か
で
お
も
い
ま
し
た
。

「
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
よ
。」

こ
ん
ど
は
、
お
お
き
な
こ
え
で
い
い
ま
し

た
。

「
い
ち
ね
ん
せ
い
、
お
お
き
く
な
っ
た
ね
。」

さ
っ
き
と
お
な
じ
へ
ん
じ
で
し
た
。「
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
た
の
。
み
た
め

は
い
つ
も
と
お
な
じ
だ
け
ど
、
は
な
す
と

ち
ょ
っ
と
ち
が
う
」
わ
た
し
は
ふ
し
ぎ
な
き

も
ち
の
ま
ま
、
い
え
に
か
え
る
じ
か
ん
に
な

り
ま
し
た
。

「
お
お
ば
あ
ば
、
ま
た
く
る
ね
。」

お
お
き
く
て
を
ふ
っ
て
わ
か
れ
ま
し
た
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
に
っ
こ
り
わ
ら
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
き
ゅ
う
に
な
み
だ
が
ぽ
ろ

ぽ
ろ
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
え
て
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
の
に
、
す
こ
し
さ
み
し
く
な

り
ま
し
た
。
か
ぞ
く
も
え
が
お
が
き
え
て
さ

み
し
そ
う
で
し
た
。
お
と
う
さ
ん
が
、

「
こ
れ
が
と
し
を
と
る
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

お
な
じ
こ
と
を
き
く
の
は
、
お
お
ば
あ
ば
が

わ
る
い
わ
け
で
は
な
い
よ
。」

と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
お
な
じ
こ
と

を
な
ん
ど
き
か
れ
て
も
、
い
や
な
き
も
ち
に

は
ぜ
ん
ぜ
ん
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し

は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
だ
い
す
き
で
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
い
え
が
お
は
、

み
ん
な
の
こ
こ
ろ
を
た
い
よ
う
み
た
い
に
、

あ
た
た
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。
つ
ぎ
あ
っ
た

と
き
も
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ま
た
お

な
じ
こ
と
を
き
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
わ
た
し
は
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
お
は
な

し
し
た
い
で
す
。

　

お
お
ば
あ
ば
、
テ
ス
ト
で
ひ
ゃ
く
て
ん

と
っ
た
よ
。
お
と
も
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き

た
よ
。
は
な
し
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

よ
。
ひ
ゃ
く
さ
い
ま
で
な
が
い
き
し
て
ね
。

大
重
　
明
花
里
（
7
歳
）

鹿
児
島
県
　
姶
良
市
立
帖
佐
小
学
校

な
が
い
き
し
て
ね
、お
お
ば
あ
ば

小
学
生
の
部

優 

秀 

賞
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東京大学名誉教授／解剖学者

養老　孟司

例
年
、
応
募
作
品
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
。
力
の

入
っ
た
、
心
を
動
か
す
作
品
が
多
い
。
私
自
身
は
年

寄
り
な
の
で
、
感
動
が
続
く
と
疲
れ
て
し
ま
う
。
作

者
の
想
い
を
、
決
め
ら
れ
た
字
数
の
中
で
過
不
足
な

く
表
現
す
る
に
は
技
術
が
要
る
。
淡
泊
な
作
品
を
期

待
す
る
が
、
こ
れ
は
か
な
り
欲
ば
っ
た
要
求
で
、
あ

ま
り
強
く
は
言
え
な
い
と
思
う
。
今
年
も
感
動
さ
せ

ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
、
い
さ
さ
か
疲
れ
て
し
ま
っ
た
。

今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
、
介
護
、
出
産
な
ど
に

つ
い
て
の
文
章
を
拝
読
し
、「
生
命
を
見
つ
め
る
」

充
実
し
た
時
間
を
頂
戴
し
た
。
医
師
や
看
護
師
、
介

護
士
の
方
々
が
支
え
る
現
場
、
そ
し
て
一
つ
の
命
を

取
り
巻
く
無
数
の
人
々
と
の
関
わ
り
が
、
今
も
日
本

各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
う
と
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
の
病
院
へ
の
攻
撃
に
、
つ
い
叫
び

た
く
な
る
。

人
間
が
、
有
史
以
来
す
こ
し
も
賢
く
な
っ
て
い
な

い
の
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。
し
か
し
私
は
、
入
賞

作
品
を
読
み
返
し
な
が
ら
、
人
間
の
優
し
さ
や
高こ

う

邁ま
い

さ
に
も
感
じ
入
る
の
だ
。
縁
に
よ
っ
て
鬼
に
も
仏
に

も
な
れ
る
人
間
の
不
思
議
さ
を
、
今
年
は
と
り
わ
け

強
く
感
じ
た
。

終
わ
り
の
見
え
な
い
紛
争
に
よ
る
死
者
数
に
心
が

麻ま

痺ひ

し
つ
つ
あ
る
今
、
ご
応
募
頂
い
た
作
品
か
ら
励

ま
し
を
受
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

わ
ず
か
数
グ
ラ
ム
の
原
稿
用
紙
、
そ
し
て
千
何
百

文
字
が
起
こ
す
奇
跡
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
作

品
に
宿
る
生
命
の
重
み
や
ぬ
く
も
り
…
…
そ
れ
ら
が

他
人
事
か
ら
自
分
事
へ
と
昇
華
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
感
覚
が
生
じ
る
の
で
す
。
様
々
な
お
立
場
の
方

の
、
心
身
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
奇
跡
で
も
あ
り

ま
す
。

自
分
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
誰
か
を
慈

い
つ
く
し
み
、

認
め
、
思
い
を
馳は

せ
る
。
自
分
を
諦
め
ず
、
誰
か
の

可
能
性
も
諦
め
ず
最
善
を
尽
く
す
。
多
く
の
作
品
に

見
ら
れ
る
魂
の
交
わ
り
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。そ

し
て
よ
ろ
し
け
れ
ば
…
…
貴
方
も
来
年「
奇
跡
」

を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

審
査
講
評
（
エ
ッ
セ
ー
部
門
）

作家／福聚寺住職

玄侑　宗久

俳優

水野　真紀

p.34

「
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」2
0
2
4
年（
第
7
回
）

読
売

新
聞
社



例
年
、
応
募
作
品
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
。
力
の

入
っ
た
、
心
を
動
か
す
作
品
が
多
い
。
私
自
身
は
年

寄
り
な
の
で
、
感
動
が
続
く
と
疲
れ
て
し
ま
う
。
作

者
の
想
い
を
、
決
め
ら
れ
た
字
数
の
中
で
過
不
足
な

く
表
現
す
る
に
は
技
術
が
要
る
。
淡
泊
な
作
品
を
期

待
す
る
が
、
こ
れ
は
か
な
り
欲
ば
っ
た
要
求
で
、
あ

ま
り
強
く
は
言
え
な
い
と
思
う
。
今
年
も
感
動
さ
せ

ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
、
い
さ
さ
か
疲
れ
て
し
ま
っ
た
。

今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
、
介
護
、
出
産
な
ど
に

つ
い
て
の
文
章
を
拝
読
し
、「
生
命
を
見
つ
め
る
」

充
実
し
た
時
間
を
頂
戴
し
た
。
医
師
や
看
護
師
、
介

護
士
の
方
々
が
支
え
る
現
場
、
そ
し
て
一
つ
の
命
を

取
り
巻
く
無
数
の
人
々
と
の
関
わ
り
が
、
今
も
日
本

各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
う
と
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
の
病
院
へ
の
攻
撃
に
、
つ
い
叫
び

た
く
な
る
。

人
間
が
、
有
史
以
来
す
こ
し
も
賢
く
な
っ
て
い
な

い
の
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。
し
か
し
私
は
、
入
賞

作
品
を
読
み
返
し
な
が
ら
、
人
間
の
優
し
さ
や
高こ

う

邁ま
い

さ
に
も
感
じ
入
る
の
だ
。
縁
に
よ
っ
て
鬼
に
も
仏
に

も
な
れ
る
人
間
の
不
思
議
さ
を
、
今
年
は
と
り
わ
け

強
く
感
じ
た
。

終
わ
り
の
見
え
な
い
紛
争
に
よ
る
死
者
数
に
心
が

麻ま

痺ひ

し
つ
つ
あ
る
今
、
ご
応
募
頂
い
た
作
品
か
ら
励

ま
し
を
受
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

わ
ず
か
数
グ
ラ
ム
の
原
稿
用
紙
、
そ
し
て
千
何
百

文
字
が
起
こ
す
奇
跡
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
作

品
に
宿
る
生
命
の
重
み
や
ぬ
く
も
り
…
…
そ
れ
ら
が

他
人
事
か
ら
自
分
事
へ
と
昇
華
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
感
覚
が
生
じ
る
の
で
す
。
様
々
な
お
立
場
の
方

の
、
心
身
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
奇
跡
で
も
あ
り

ま
す
。

自
分
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
誰
か
を
慈

い
つ
く

し
み
、

認
め
、
思
い
を
馳は

せ
る
。
自
分
を
諦
め
ず
、
誰
か
の

可
能
性
も
諦
め
ず
最
善
を
尽
く
す
。
多
く
の
作
品
に

見
ら
れ
る
魂
の
交
わ
り
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。そ

し
て
よ
ろ
し
け
れ
ば
…
…
貴
方
も
来
年「
奇
跡
」

を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

最 終 審 査 員
【フォト部門】

日本写真家協会会長� 熊切　大輔

動物写真家� 岩合　光昭

俳優� 奈緒　　　

厚生労働省�医政局長� 浅沼　一成

文部科学省�初等中等教育局視学官� 大滝　一登

日本医師会�常任理事� 黒瀨　巌　

読売新聞東京本社�編集局写真部長� 萱津　節　

【エッセー部門】

東京大学名誉教授／解剖学者� 養老　孟司

作家／福聚寺住職� 玄侑　宗久

俳優� 水野　真紀

厚生労働省�医政局長� 浅沼　一成

文部科学省�初等中等教育局視学官� 大滝　一登

日本医師会�常任理事� 黒瀨　巌　

読売新聞東京本社�編集局医療部長� 鈴木　雄一

※敬称略・順不同

※審査員の肩書きは2023年12月当時のものです

審 査 員
【エッセー部門】　二次審査員

日本医師会広報委員会委員長� 小沼　一郎
日本医師会広報委員会副委員長� 阪本　栄　
日本医師会広報委員会委員� 今井　俊哉
同上� 岩崎　泰政
同上� 内田　寛治
同上� 内山　政二
同上� 大西　浩之
同上� 佐藤　光治
同上� 白井　和美
同上� 田中　吉政
同上� 辻田　哲朗
同上� 橋本　真生
同上� 水野　重樹
同上� 山科　賢児

【エッセー部門】　一次審査員

鈴木　貫一

吉田　春江

永井　富譽子

篠﨑　健一

林　　友子

峯﨑　料子

福渡　邦子

荒川　祥子

針谷　文子

北田　政子

千葉　京子

添田　和明

三枝　政行

【フォト部門】　一次審査員

フォトエディター� 板見　浩史　

写真家� 尾﨑　たまき

同上� 小野　誠一　

審査員一覧
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表 4

　病気やけがをした時の思い出、介護にまつわる経験、生命の誕生にまつわる話、医師や
看護師との交流など、医療や介護に関するエピソードや、生命の輝きをとらえた写真をお
寄せください。

フォト部門：生命の尊さ、大切さを感じさせる写真を募集します。人間、動物、自然など
被写体は自由です。また、学生のみなさんが応募しやすいように、「小中高生の部」も設
けています。

エッセー部門：病気やけがをした時の思い出、介護や生命の誕生にまつわる話、医師や看
護師、患者との交流など、医療や介護に関するエピソード、お世話になった医師や看護師
ら宛てに送ったという想定の「感謝の手紙」などを募集します。小学生の部では、「家族
や自分が病気やけがをした時の話」「兄弟姉妹が生まれた時の話」「家族や自分が健康のた
めに心がけていること」などのエピソードでも構いません。身近な生き物の話にまつわる
エピソードも受け付けます。

賞：フォト部門、エッセー部門それぞれ厚生労働大臣賞、文部科学大臣賞、日本医師会賞、
読売新聞社賞、審査員特別賞ほか

募集期間：2024 年 5月 9日（木）～ 10月 2日（水）
■自作または応募者本人が撮影した未発表作品（ブログ・SNS発信は除く）に限ります。
盗作、二重応募、類似作品の応募は固くお断りします。応募作品について、盗作等によ
る著作権侵害の争いが生じても、主催者は責任を負いません。
■応募作品は返却いたしません。
■入賞作品についての著作権は、フォト部門は撮影者に帰属し、エッセー部門は主催者に
帰属します。両部門とも、作品は主催者が自由に使用できることとします。入賞作品は、
主催者が管理するウェブサイトで使用されるほか、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、書籍、
教材などに利用されることがあります。
■入賞作品の発表では、新聞紙面およびウェブサイトに、作品、実名、年齢、顔写真、学
校名（小中高生の場合）を掲載します。ペンネーム、イニシャル等での応募、発表はで
きません。
■医師および医療従事者も応募可能です。
※応募規定の詳細は公式ホームページをご確認ください。

第８回「生
い の ち

命を見つめるフォト＆エッセー」応募規定

募集要項は5月に読売新聞紙面と公式ホームページに掲載する予定です。
※上記応募規定は、2024 年 4月時点のものであり、変更となる場合があります。




